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　多摩川を渡った暖かい湿った五月の風が、花の香りを運んでくる。


　河川敷から少し離れているこの辺りは、高台になっていて、川べりの遊歩道の向こうに草の伸び始めた河原が見下ろせる。二日間続いた雨は上がって、もう路面も乾いているのが分かった。


　笠井かさい良りょうは持っていたシャベルを馬房の壁に立て掛けると、隣にあった鉄製の大きなフォークを取り上げた。かなり重いのだが、１８０cmを越える上背に逞しい筋肉質の身体なので、苦にはならないようだ。


「さぁってと、寝藁ねわらを干さなくちゃ」


　土曜の昼下がりで、まだ日は高い。雨のせいでしばらく日干し出来なかったので、たくさんたまっているはずだと笠井は思った。


　フォークを肩にかついで厩舎きゅうしゃの裏へ回るとすでにジーンズのつなぎにゴム長の男達が数人、積まれた藁の山をほぐしていた。笠井の姿を見て「ああ、Ｊ医大さん、ご苦労様」と声をかける。


「えっと、名前、なんだっけ」


「笠井良です」


　笠井は東京近郊にある私立Ｊ医大にこの四月入学し、ひょんなことから馬術部に入部した。


　Ｊ医大の馬術部はこのアバランシュ乗馬学校に持ち馬を預けており、練習もここで行っている。笠井はまだ新入部員というわけで、時々厩舎の人に名前でなく「Ｊ医大さん」と呼ばれていた。今も『ＪＲＣ（Ｊ医大Riding Club）』のロゴがついた紺のトレーナーに乗馬ズボンという服装で、認知されたらしかった。


「じゃあ、Ｊ医大さんはこっちを頼むよ」


「笠井です」


　Ｊ医大は私立の医学部の中では老舗で、馬術部も伝統があったが、単科大学の悲哀で入部する人数が多いというわけにはいかない。それゆえ大学から補助される活動費も少ない。安い預託よたく金で馬を預かってもらうかわりに、厩務員きゅうむいんの仕事を手伝い、肉体で支払っているのだ。


「聞いてなかったよな、こんな重労働なんて」


　笠井は独り言をいいながら、背丈よりも高く積まれた湿った藁の山にフォークを突き刺す。が、顔はそれほど嫌そうではない。口笛を吹きながら、藁山を崩し始めた。


　黒々とした髪は短く刈り込まれ、太い眉もその下の大きな漆黒の瞳もなかなか男前だ。顔全体は柔らかな丸い輪郭で、がっしりとした体格の上に乗っているのだが、男らしいというよりは若々しくてかわいいといった表現が当たっている。十九才という年齢ならそれは当たり前かもしれない。


　器用にフォークを操り、笠井は持てるだけ藁を乗せると、日なたへと運ぶ。乾いたコンクリートの上に降ろした。


　ちょうど広い馬場を見渡せる所で、馬の洗い場になっている。


　万遍なく日光があたるようにと、湿った藁を広げながら馬場の方へ眼をやる。と、白いものが視野を横切った。


「あれ？」


　馬場は二つあり、丸い形の準備馬場を挟んで、広い角馬場が並んでいる。白いものは障碍しょうがい専用の馬場の方だった。


　真上から降り注ぐ太陽に手をかざすと、白い馬が角馬場の縁の蹄跡ていせきと呼ばれる窪んだ道を、軽やかに走っている。騎乗しているのは……。


「牧之瀬まきのせさんだ！」


　馬術部の主将で今年六年生の、牧之瀬拓海たくみであった。


　持っていたフォークを肩にかつぐと、笠井は急いで馬場へ駆けつける。丸太を渡した柵によりかかり、じっと牧之瀬を見詰めた。


　牧之瀬は水色の長袖のポロシャツにベージュのキュロットパンツをつけ、練習用のゴム長だ。軽い準備運動をさせていたらしく、程なく停まって、馬の首筋を手袋を嵌めた手でパタパタと叩く。それから手綱をもう一度引き締め、馬場の中央に設置された横木おうぼく障碍へと向かった。障碍飛越の練習をするらしい。


　今は黒い乗馬ヘルメットを目深に被っているから良く見えないが、栗色のさらっとした髪を横に流し、華奢な顎に細く高い鼻梁、くっきりとした眉に切れ長の眼、それに褐色の瞳は日本人とは思えない美貎だ。背は１７５cmだが、顔が小さく手足が長いので、実際より高く見える。なんでも８分の１、白系ロシア人の血が混じっていると聞いていた。


　乗っている馬は乗馬クラブ所有のもので、シルバーアロー号だ。雪のように白いアングロアラブで、たてがみも尾も銀の絹糸を垂らしたようだ。購入された時は、この乗馬クラブの名の由来ともなったアバランシュ号の二代目を期待されていた。


　アバランシュ号はその昔、フランスから買い付けた障碍飛越用の馬で、フランス語で『雪崩なだれ』という意味の名を持ち、１８０cmもの大障碍もなんなくクリアする名馬だった。


　残念ながらシルバーアロー号は性格がおとなしく、大障碍やスリーデイイベントという三日間もかかるハードな競技には向かず、小障碍や中障碍専門に試合に出場している。が、その美しさからＣＭにも出演したことがあり、クラブ員の人気は高い。オーナーは大事にしていて、ＶＩＰでないと乗せてもらえない馬だった。


　そんな馬に牧之瀬が騎乗出来るのは当然、と笠井は思う。なにしろ医学部在籍なのに、関東学生馬術大会では上位の成績を収めている。医学生は学業が大変なので、普通の学部学生の敵ではないと思われていた。その彼に負けたために、ある名門大学馬術部の馬術部員が坊主になったという話を聞いたことがある。


　普段着でもひときわすらりと見える牧之瀬が、黒い乗馬ジャケットに白い手袋、磨き上げられた革の長靴という正式の馬装でシルバーアロー号に騎乗していたら……まさに白馬の王子様といって良かった。


　乗馬クラブのオーナーの孫は牧之瀬と高校の同窓で、日曜日には練習に現れる。そのたびに牧之瀬がいると、シルバーアロー号に乗せていた。「お前がこれに乗るとギャラリーが喜ぶ」と言って。


　笠井が見ていると、牧之瀬は軽く馬の脇腹を踵で蹴る。


　シルバーアロー号は初め速足はやあしで、次に駆け足で馬場の中央の横木へ向かった。１ｍ程の低い障碍で、すんなりクリアする。続いて横木障碍が二つ、狭い間隔で並べてあるダブル障碍へと向かう。これも簡単にクリアし、大きく右へ回って、レンガ障碍のアプローチに入った。


　レンガといっても、四角い木の箱を積み上げて作られたもので、箱にペンキでレンガの絵が描かれているに過ぎない。こちらは今までの横木と違い、高さも横幅もかなりある。しかしうまく踏切の足が合い、シルバーアロー号は首をぐいと前へ伸ばし、ふわりと舞い上がった。同時に牧之瀬は鐙の上に立ち上がり、鞍から腰を持ち上げて馬の首に身体を寄せ、前傾姿勢をとる。たなびいた銀色のたてがみの中に、端正な横顔が隠れた。


　まるで天馬に乗って、そのまま空に駆け登るような錯覚さえ覚える。が、一瞬ののち、流れる矢のように白い馬は障碍を飛越し、優雅に着地した。


「綺麗だなー」


　笠井は溜め息をつく。


　笠井が馬術部を選んだのは動物好きだからと思われている。それもあるが、入部の動機の大半は牧之瀬の存在だった。正式の馬装で新入生の勧誘に現れた彼に、笠井はすっかりまいってしまったのである。これは胸に秘めていることだったが……。


　数歩駆け足をしたあと、牧之瀬は手綱を緩め、ペースを落とす。


　もう一度、首の付け根をはたくとまた顔を寄せ、「よーし、よし」と声をかけた。


　すると馬が振り向く。親しげな会話をしているように見え、笠井は胸が暖かくなった。牧之瀬は真面目で少し気難しく、キャプテンという地位もあって、気軽に話しかけられない雰囲気だ。 


　だが馬といる時は別なのだ。


「先輩」と呼ぼうとした瞬間、「牧之瀬！」という力強いハスキーな声が響いた。馬場から少し離れた駐車場に、幌を上げたツーシーターの赤いＭＧが停まっていて、その運転席から声はかけられたのだった。


　白いタートルネックのシャツに、派手なアースグリーンのジャケットを羽織った大柄な男がひらりとドアを飛び越え、地面に降り立った。そろいのアースグリーンのジョッパーと焦げ茶のショートブーツを履いている。短く切った髪は丁寧に櫛が通り、髭を剃りたての四角い顎に大きな造作の精悍な顔立ちは、オーナーの孫の松浪まつなみ雄祐ゆうすけであった。


　新入部員の笠井はまだ直接話したことはない。時折、馬場やクラブハウスで見かけたが、向こうはデパートやホテルや、私鉄やらを有する有名な企業グループの会長でもあるオーナーの孫という身分で、いつも取り巻きを引き連れている。たっぷり高い会費を払っている正規のクラブ員ならいざしらず、預託している大学の馬術部員である笠井の話しかける余地はなかった。牧之瀬だけは、同窓なのでタメ口をきいていたが。


　松浪は口を両手で囲うと、ひょうきんな仕草でもう一度、「はい、駐車禁止区域です」と、ミニパト風に呼ばわった。


「松浪！」


　立ち止まっていた馬の上で、松浪に牧之瀬が気づき、明るい声を上げる。続けて笠井の姿も目に入り、「笠井！」と呼んだので、笠井はちょっと嬉しくなった。


　松浪雄祐は大股で柵へと歩みを進めていたが、今気づいたように笠井に鼻白んだ表情を見せた。


「誰だ、お前」


「誰って……」


　思いがけない横柄な物言いに、笠井はたじろぐ。いくらオーナーの孫だからといっても、そういう言い方はないだろう、と思う。乗馬ズボンを履いて、フォークも持っているのだから、ここの関係者に決まっているではないか……。


「笠井良っていうんだ。うちの一年生だよ」


　頭の上から、澄んだ声が降って来た。牧之瀬である。シルバーアローに騎乗したまま、いつのまにか二人に接近していたのだった。


「なんだ、俺の知らないとこで、誰かがバイトでも雇ったのかと思ったぜ」


　経営者のような口ぶりに、一瞬、疑問が笠井に沸いた。


　オーナーの孫ではあるが、校長は別にいる。工藤というもう七十歳近い、宮内庁に努めていたという温厚な紳士であった。


　が、牧之瀬は気にもとめていない様子で、笠井に「笠井、こいつは松浪雄祐。前、言ったろ？　大金持ちのドラ息子で、高校からの悪友」と言った。


「おいおい、そりゃないぜ」


　松浪は忌憚ない紹介に、やれやれといった声を出す。だが顔は嬉しそうだ。


「だって、ドラ息子じゃないか。卒業しても就職しないでフラフラ遊んでるんだから」


「週に三日は、店に顔を出してるよ。ちゃんと働いてるぜ、しかも社長だ」


　個人的なやりとりに笠井が怪訝な顔をしているので、牧之瀬は簡単に、松浪が乗馬グッズのインポートショップを父親に持たせてもらっているのだと説明した。


「僕から言わせれば、親掛かりのドラ息子だね」


「はいはい」


　松浪は大きな両手を挙げて、降参という身振りをする。


　ちょっと困ったような眼をして笑っているのが、さっきの印象よりはだいぶ人が良さそうに見え、笠井は好感を覚えた。


　牧之瀬は馬上から笠井を指して、「この笠井はうちの部のホープなんだ。名前をちゃんと覚えてくれよ」と言う。


「ホープったって、使役しえきのホープですよッ」


　キャプテンの牧之瀬にそんな紹介をされては恥ずかしい。焦って笠井は言い直した。使役とは、業界用語でつまりは下働きのことである。


　松浪はプッと吹き出した。


「新人の時はみんな、そうさ。俺だって、大学の馬術部では先輩の長靴磨きもしたよ」


「え、乗馬クラブのオーナーの孫なのに？」


　素直に驚いて大声をあげる笠井に、松浪は眼をふと細めた。


「俺は大学に入ってから乗馬を始めたし、その頃は爺さんはオーナーなんかじゃなかったよ」


「そう、だから笠井だってこいつみたいに巧くなって、学生選手権で優勝出来るよ」


　牧之瀬は馬から降り、腹帯を緩めようと鞍に手をかけた所で、振り向いた。


「あ、雄祐、乗るか？」


「いや、少しサンダーブレイズに乗っておこうと思う」


　二人の会話を聞いた笠井は、眼を輝かせた。


「松浪さん、これからサンダーブレイズ号に乗るんですか？」


「ああ」


　サンダーブレイズ号は何億もしたという英国産のサラブレッドで、松浪と厩務長である雨宮あめみや啓けいの二人しか手を触れられない名馬だ。


　黒鹿毛で、黒いたてがみに尻尾も長く全身黒だが、唯一、額から鼻梁にかけて流星ブレイズという白線を持つ。その白線は少しギザギザと曲がっていて雷に似ており、サンダーブレイズの名の元になった。厩舎の一番奥の馬房に普段はつながれている。普通の馬房の三倍も広く、特別におが屑が敷き詰められているので、この馬がいかに大切にされているか良くわかるのだった。


「俺、馬装ばそうして連れて来ましょうか？」


　笠井が嬉しそうに言ったので、松浪は「え？」と驚いたような声を出した。


「あ、俺みたいな新米が触ったりするの、駄目ですよね」


　しゅんとした声になる。


「そうじゃなくて……」


　サンダーブレイズ号は、き甲と呼ばれる肩の高さまでが１７０㎝もある巨大な体格で、首回りも太い威圧感のある馬だ。馬の扱いはプロである厩務員でさえ、敬遠する者もいる。


　松浪は不思議そうに言う。


「あいつに触れるのか、お前」


　牧之瀬が割って入った。


「笠井はね、どんな動物も手懐けるんで有名なんだよ。ムツゴロウみたいって言われてるんだ。ほら、ブロンコもさ」


　牧之瀬の言ったのは、ブロンコ・バスター号という明るい栗毛にブロンドのたてがみと尾を持つ馬である。まだ五才と若く、エネルギーを持て余していて、よく乗り手を振り落とす。しかもやたらと噛む癖があり、この馬の馬房の前を通る時は、みんな気をつけなくてはいけない。


「それが、笠井にはすごい大人しいんだよ。サンダーブレイズ号も、だから大丈夫だと思うよ」


「へぇ……」


　興味深げに松浪が見たのは、牧之瀬の方だった。回り込んで柵に肘を乗せ、耳元で言う。


「なるほど……お前も懐かせたわけだ」


　くすりと笑った。


「むっつり屋のお前がこいつには結構良く喋るから、驚いてたんだよ」


「馬鹿、なに、言ってんだよ」


　牧之瀬は小声で応じる。が、そのやり取りは笠井には聞こえなかったので、牧之瀬は笠井の「なに？」という顔に、曖味に笑って見せた。


「ま、いい、あんまりいじめてもな」


　松浪は厩舎の方を振り返った。と、コンクリートの洗い場に立ち尽くす人影を認める。


「啓！」


　大声を出した。笠井が見ると、黒い革ジャンにぴったりしたストレッチタイプのジョッパーズボンを身につけた、痩せた若い男が眼に入った。


「雨宮さん！」


　厩務長の雨宮啓だった。


　ストレートの肩までの髪を後ろでギュッと束ね、大きな二重の眼でこちらを見ている。色は浅黒く、ちょっとラテン系のように見える綺麗な顔立ちで、『長』と名のつく職にしては随分若いと始め紹介された時は驚いた。牧之瀬や松浪と変わらない年頃に見えるのだ。いつもは忙しげに立ち働いていて無口だが、優しい雰囲気のある人なのに、今日に限ってなぜか向けられる視線が冷たく感じられると、笠井は思った。


（え……？）


　戸惑っていると、


「啓、サンダーブレイズを出してくれ」


　松浪が柵に寄りかかったまま、命令する。


　雨宮はしばらく瞬きもせずに見詰めていたが、


「はい、わかりました、松浪さん」


　抑揚のない声で返事をすると、くるりと長靴のかかとで回り、靴音をコンクリートに響かせながら馬房の中へと入っていった。


　厩務員ではないのだから、別にやましく思う必要もないのだが、笠井はなんだかサボっている所を見とがめられたように感じ、ばつが悪くなる。まさか、さっきの冷たい眼はそのせいじゃないとは思ったが、「俺、手伝って来ます。いいですか？」と牧之瀬に同意を求めた。すると松浪が、「そうだ！」と言う。


「新しい鞍を試したいんだ。車に乗せてあるから、それ、持ってってくれないか？」


「いいですよ」


　松浪について駐車場へ行くと、ＭＧの助手席にはぴかぴかに磨かれた鞍が積んであった。本体は漆黒に近い黒だが、膝止めの切り返し部分はスウェードで、滑らないようになっている上等な作りだ。さらに鐙を下げる鐙革は、明るい茶色のツートンカラーというお洒落なもので、まだ新しい革の匂いがする。


「ポーランドで作らせたのさ」


　松浪は得意げに言う。


「サンダーブレイズの馬体に合わせた、特別製だ」


　笠井は鞍をひょいと肩に担ぐと、小走りに厩舎へ向かった。








　サンダーブレイズ号の馬房は厩舎の外れにあった。


　馬房の前の通路はそのまま外へとつながっている。


　境の大きな観音開きの扉は、昼は裏手の日当たりの良い斜面に向かって、いつも開け放されており、風通しも良い。今日もすぐそばの川面から、湿った涼しい空気が吹き込んでいる。すぐ手前の馬房は、装蹄そうていをする場所として使われていた。


　笠井が鞍を持って近づくと、ちょうど明るい栗毛の馬が、厩務員に引かれて入って行くところだった。


「ブロンコの蹄鉄ていてつ、取り替えるんですか？」


　覗くと、いつも装蹄に来る鍛治職の飯島という老人が、バーナーに火をおこしている。ブロンコは馬体を揺らして不穏な雰囲気だ。


「ちょっとＪ医大さん、手伝ってくれないかな」


　厩務員に頼まれ、笠井は内心がっかりした。本当は、サンダーブレイズに触ってみたいのだ。が、仕方がない。隣の馬房へ行き、雨宮が馬の頭に頭絡をかけている所へ声をかけた。


「これを使って欲しいそうです」


　馬房の柵に、鞍を乗せる。


「新しい鞍か」


　雨宮は少し眼を細める。スリムな身体に似合わず、ひょいと鞍を担ぎ、サンダーブレイズ号の馬体に置いた。


「ピッタリだな」


　独り言を言いながら、腹帯はらおびを締め始める。


　笠井は未練を残しながら、隣の装蹄場へ戻った。


　「一緒に押さえてくれ」


　厩務員と一緒に、ブロンコの頭にかけられた頭絡とうらくを摑んだ。


　飯島は手早く馬の右後肢を膝に抱え上げ、蹄の裏を上へ向ける。そして固定している釘を引き抜くと、古い蹄鉄を蹄から引きはがした。


　次に、新しい蹄鉄を火の中から鉄鋏で取り出し、大きさを目測する。真っ赤に焼けているそれを鉄床の上に置いて、カンカンと槌で形を整えると、バケツの中に突っ込んだ。


　ジュッという音とともに水蒸気が上がり、ブロンコは驚いたのか、暴れ始めた。


「こ、こらッ」


　二人がかりで頭絡を押さえたが、どうにもならない。


　飯島は後肢にすがりついているので、長い尾でバシバシ顔を叩かれ、「おい、ちゃんと押さえててくれよ」とうなり声をあげた。


「あの、ちょっと一人でここ、持ってて下さい」


　頭絡から手を離すと、笠井は急いでブロンコの肩の所へ行く。右の前脚を曲げさせ、自分の膝の上に抱え込んだ。こうなると馬は三本足で立っていることになり、さらに飯島が後肢を持ち上げると不安定な体勢で、暴れることが出来なくなった。


　ブロンコは不満そうに鼻を鳴らしていたが、笠井が脚を摩りながら、「よーし、よし」と声をかけるにつれ、次第に大人しくなった。


「へぇ、いいアイディアだ。二本足じゃ、ケリもいれられないからなー」


　厩務員も感嘆の声を上げる。


「足癖の悪い馬には、この次からこれだな」


　飯島は急いで蹄をナイフで削り、新しい蹄鉄を取り付ける。


　作業は手早く進み、すぐに四本とも真新しい蹄鉄に取り替えられた。


「すごいよ、ピッカピカでオシャレだ」


　錆止めのオイルをたっぷり塗ってやり、笠井が鼻面を撫でながら誉めると、分かるのか、ブロンコも嬉しそうだ。


　道具を片付けながら、飯島は感心した。


「今時の若い子にしちゃ、良くやるじゃないかね」








　ブロンコを馬房へ連れて行くと、笠井は走って馬場へ戻った。


　既に松浪がサンダーブレイズに騎乗し、軽い駆け足をさせている。


　牧之瀬と雨宮は馬場の中央で、障碍の高さを調節していた。横木障碍を１ｍ程にあげると、雨宮は手を挙げる。


　合図を見ると、松浪は自然な手綱さばきでサンダーブレイズを障碍へと導いていく。横木の直前で、大きな黒い馬体はまるで重力を感じさせずに、ふわりと浮き上がった。ほとんど前傾姿勢をとる程のこともなく、松浪は馬の動きについて行く。砂を撒いて着地をした所で、笠井は我に返った。


「すげぇ……やっぱ、大きい馬って、ド迫力だなー」


　牧之瀬とシルバーアローのコンビは優雅で美しかったが、サンダーブレイズに乗った松浪は、荒々しく野性的で別の美しさがあった。


「もう20cm、あげましょうか？」


「いや、メーター70にしてくれ」


　馬体を返すと、松浪は雨宮に指示する。


「うわ、大丈夫かな？」


　心配そうな牧之瀬に、雨宮は笑って「大丈夫ですよ」と、また横木を支えている金具の位置を上にずらした。


　１ｍ70cmは、まだ大障碍には及ばないが、ほとんど大人の背の高さだ。今度は少し遠くから、アプローチに入る。「ハッ」という松浪の掛け声とともに、サンダーブレイズはぐいと前肢が折り曲げ、胴体に引き付ける。同時に後肢で力強く地面を蹴った。


　太い首が伸ばされ、サンダーブレイズはほぼ立ち上がった形で垂直に上へ飛んだ。松浪も滑らかに前傾姿勢を取る。まさに人馬一体のジャンプだ。


　かなりの余裕を残して、馬体は横木を通過する。着地したあと、タタラを踏むように馬は数歩走り、ぴたりと止まった。


「よーし」


　松浪は軽く馬の首を叩くと、ひらりと飛び降りる。そして、腹帯を緩め、鞍を外した。


「もう、終わりですか？」


　雨宮が尋ねる。


「ああ、あとはお前にまかせる。この鞍はもう少し、調整させるから、お前は別の鞍で乗ってくれ」


　松浪は雨宮がサンダーブレイズを厩舎へ連れ戻すのを見送りながら、「牧之瀬」と声を掛けた。


「久しぶりに俺んちで、メシ、食わないか？　笠井君も一緒にさ」


「俺なんか、いいんですか？」


「ああ、客が多いほど、酒はうまいからな」


　鷹揚に松浪は笑うと、鞍を肩に担ぐ。


「俺、今度の大会の打ち合わせがあるから、練習終わったら、クラブハウスで待っててくれ」と言い、駐車場へと大股に歩いて行った。


「大会の打ち合わせって、何です？」


　笠井が隣に立っていた牧之瀬に尋ねる。


「ほら、来週の日曜、ここの乗馬クラブの大会があるだろ？　僕たちも手伝うことになってるじゃないか」


「ああ、あの！」


　クラブ主催の馬術競技会のことである。


　笠井はせいぜいクラブ員の親睦程度のものを想像していたのだ。そう言うと、牧之瀬は全然違うよ、と首を振る。


「かなり本格的でね。よその乗馬クラブも参加するし、元々、この乗馬クラブの創設者が始めたものだったんだけど」


　前のオーナーは経営に失敗して、破産していた。それを３年前、松浪の祖父が買い上げたのだった。


「ごたごたしていた時は中止になってて、３年ぶりだし、オーナーが代わってから初めての大会だからね。かなり大々的にやるようだよ。雄祐も派手好みだしね」


「松浪さんが、計画してるんですか？　校長の工藤さんじゃなくて？」


「ああ！」


　怪訝な笠井の顔に牧之瀬は今気づいたという声を出した。


「そっか、笠井は事情を知らないんだもんな」


　乗馬クラブが閉鎖寸前だったのを、会員だった松浪が頼み込んで祖父に買ってもらったのだ。顔の広い松浪の祖父は、宮内庁で宮様達に乗馬を教えていた老人を、校長に迎えた。それが工藤だが、『宮内庁くないちょう車馬課しゅばか主馬班しゅめはん』という浮世離れした部署に人生の大半を捧げていた工藤に、無論経営の才能はなく、実質的な経営者は雄祐なのだった。


「あいつ、大学３年の時から、全部一人でやってたよ」


「すっごい、優秀なんですね！」


　金持ちのドラ息子といった色眼鏡で見ていたことを、笠井は反省する。


「雄祐は本当は、高校ん時Ｔ大ストレート間違いなしって言われてたんだよ。それが高３の夏に、この乗馬クラブに見学に来て以来、馬に狂っちゃってさ」


　わざわざ、名門馬術部のある私立大学に入学したのだった。


「それ以来、馬一筋」


　シルバーアローの手入れをしながら、そういったことを牧之瀬は笠井に話してきかせる。


　この乗馬クラブは、元々多摩川の河川敷に都の所有地を借りて経営していたのだった。しかし水捌けの悪い土地で、馬の健康にも適しているとは言えなかった。


　銀行から移転拡張といううまい話をもちかけられ、前のオーナーはそれに乗った。元のオーナーは真面目で馬が好きということで、このクラブを始めたので、そもそも経営の才はなかった。


　移転先の住民の反対に会い、高額のごみ処理施設など思わぬ出費もかさみ、色々あって倒産した。それはまだ、笠井が大学に入る前のことだった。さらに、オーナーの息子、雨宮啓が厩務員としてクラブに残っていることから、昔のことに皆、口を閉じていたので、噂話に上ることもなく、笠井が知らないのも無理はなかった。


「そうだったんですか……雨宮さんって、オーナーだったんだ……」


　雨宮がどこか他の厩務員達と一線を画していることは、笠井も感じていた。


（雇っていた側だったのが、一緒に雇われる側になったんだもんな）


　時々、馬の調教をしている所を見るが、その腕は素晴らしく、乗馬姿には気高さが漂っていて、単なる厩務員ではないとは思っていたが。


「オリンピックにも出られる腕なんだよ、雨宮さんは。あの時はイギリス留学の最中だったんだけど、それも取りやめになっちゃって。でも、一時は乗馬もやめるって言ってたけど、ここに残って今まで通り、続けられるようになったしね」


　本当はもう少し複雑な事情があることは、雄祐から聞いて知っている牧之瀬である。が、今は細かいことまで話す必要もないと思い、切り上げる。


「それより、バビンスキーに鞍をつけよう。練習を見てあげるよ」


　バビンスキーはＪ医大所有の馬である。脳神経学者の名からとっており、持ち馬に有名な医者の名をつけるのがＪ医大馬術部の伝統であった。


「えっ、先輩が個人教授してくれるんですか、ヤッターッ」


　笠井はガッツポーズをとると、ブラシとバケツを片付け始める。


「すぐ、用意しますから！」 



　　　　　２







　夕方の飼い葉やりを手伝い終えると、暖かい春の宵が訪れていた。


　馬たちの餌は、たっぷりのふすまや燕麦にキューブ状に固められた干草、それにビタミン剤と一摑みの塩である。食べやすいように湿らせてあり、ニンジンやリンゴを細かく切ったものも入っている。


　馬房の柵に紐で下げられた、大きな金盥かなだらいのような桶に、どの馬も長い鼻面を突っ込み、もくもくと食べている。あっと言う間に食べてしまい、不満げに桶を揺らしてアピールする馬もいる。無論、ブロンコだった。


　笠井はこっそり余分の飼い葉を入れてやる。


「お前は育ち盛りだもんね」


「笠井とおんなじだね」


　いつのまにか牧之瀬が後ろに来て、クスクス笑うので、笠井は顔を赤くした。


「松浪さんは？　まだ終わらないんですか？」


　ごまかして話を振る。


「うー、もうじきだと思うけど、結構大変みたいだったよ、さっきクラブハウスを覗いたら」


　言い終わらないうちに、「悪い、悪い」という声とともに、大きな身体が厩舎の入り口に現れた。


「打ち上げパーティの料理のことで、トラブっちまってさ。さあ、行こうぜ」


　駐車場へ向かうと、松浪は牧之瀬に「車だろ？」と尋ねる。


「ううん、今、車検でね。今日は笠井のバイクに乗せて来てもらったんだ」


「へぇーッ」


　牧之瀬は言い訳をするように、「笠井は僕の隣の部屋に住んでるからさ」と続ける。


　偶然、牧之瀬の借りているマンションの隣の部屋が空いたのである。


　元々、Ｊ医大出身の開業医が副業に賃貸マンションを建てたのだが、ちょうどＪ医大にも近く、友人の息子が入学した際部屋を貸した。大家が親身に世話をするので、以来、口コミで同窓生に話が伝わり、次々とＪ医大生が入居するようになった。今や学生寮のようになっている。


　牧之瀬の隣に住んでいたのも馬術部の先輩で、研修が終わり、地方の病院に派遣が決まった所だった。渡りに船とばかりに、笠井はその部屋を借りたのである。


　笠井の家は、甲府の側の塩山という町にあり、東京の親類の家に寝泊まりしていた所で、グッドタイミングでもあり、憧れの先輩の隣というのが何よりだった。


「どうする？　俺の車に乗るか？」


　ＭＧの横で、松浪は笠井達を振り返る。


　ツーシーターの助手席には鞍が置かれているので、牧之瀬は手を横に振って断り、笠井のヤマハ４５０ccの後ろにまたがった。


　笠井がＭＧについてヤマハを走らせて行くと、この辺りは広大な敷地に大邸宅といった街並である。


「さすがですねー」


　笠井はエンジン音に負けじと大声を出した。


「松浪んとこはもっとすごいよ。何しろ、自宅に美術館があるんだから」


「ええーッ」


　笠井の自宅の近くの石和いさわ温泉には、ミョーな物を集めて自宅を博物館にしている奇人変人がいるが……無論、それとは格が違う。温泉街にはつきものの、ちょっといやらしい形の岩とか、古今東西の大人のオモチャとかを展示していて、小さい頃、親戚に連れていってもらったことがあったが、その時は意味が分からず、大声で質問して、周りの大人の失笑をかったという記憶がある。


「唐三彩とか、仏像とかの美術館なんだよ」


「すごいですねー」


　しばらく走っていると、運転席の松浪が片手で『来い』という合図をする。スピードを上げ、併走すると、「牧之瀬、道、知ってるだろうから、先、行ってていいぞ」と言った。


「じゃあ、お先に」


　言われた通り、ＭＧを追い越して前へ出た。


「笠井、突き当たりを右だよ」


　さらにスピードを出し、ＭＧとの距離が開いた所で、サイドミラーに黒いベンツが侵入した。


（え？）


　肩越しに見ると、路上駐車していたのが動き出したようだ。フロントグラスには、禁止されている筈の紫外線防止シートが貼られて、真っ黒だ。運転席の様子は分からない。


（すげー、Ｓクラスだ！　一千万以上、するヤツじゃないか）


　Ｓクラスの中でも排気量の大きいタイプで、小さなＭＧは車体に隠れて見えなくなった。


（ま、いいや、牧之瀬さん、道、知ってるもんな）


　指示に従って、右へ曲がりばらく走った。


（え？）


　再び、サイドミラーに眼をやる。ベンツもＭＧも姿を見せない。


（……左へ曲がった筈はない……この道は一方通行なのだから）


「牧之瀬さん？」


　声をかけて、バイクを停止させた。


「変ですよ？」


「そうだな」


　異変は牧之瀬も感じていた。


「事故かな？」


「でも、音もしなかったし……とにかく、戻りましょう！」


　Ｕターンすると、アクセルロッドを全開にした。


「しっかり、つかまってて」


　タイヤを滑らせながら角を曲がると、やはりベンツとＭＧが前後して停まっていた。黒服の男が三人、ＭＧの運転席に群がっている。


「松浪さん！」


　大声を上げ、ホーンを鳴らした。男たちはあわてる風もなくベンツに戻ると、平然と発進させる。ゆっくりとバイクの隣を通り過ぎて角を曲がって行った。


「どーしたんですか？」


　急ブレーキをかけ、二人はバイクから飛び降りる。


　運転席の松浪は平静を装って「なんでもない」と言うが、さすがに顔色は青ざめていた。


「俺にも分からないんだ……ベンツが急に停まって、あいつらが降りてきて……とにかく、早く行こう」


　笠井は「どうして」と言いかける。詳しく聞きたかったのだが、牧之瀬が腕を摑んだ。


「こんな所で話さない方がいい。早く家に行こう」


「そうですね」


　牧之瀬の判断が的確なので、笠井はまた自分との違いを見せつけられたように感じた。


（牧之瀬さんって、ほんっと、しっかりしてる）








　松浪の家は高台にあり、広大な敷地に斜面を活用した設計の建物が建っていた。


　外観はモダンな白いタイル貼りで、道路側に面した壁の窓は小さく、遠くから見ると城塞のようだ。いささか殺風景なコンクリートの高い塀が、敷地を取り巻いている。


　松浪が運転席からリモコンを操作すると白い門が左右に開いた。そのまま笠井もバイクで乗り入れると、レンガを敷き詰めた前庭になっている。スロープを下って、半地下の車庫へと、ＭＧの後を付いていった。


　四、五台も置けそうな車庫の隅にＭＧを停め、松浪は車から降りる。


「こっちだ」と二人を車庫の奥へと案内した。


　階段を上がると、玄関ホールに出た。


　ホールは三階までの吹き抜けで、外観と同じ、白を基調にした色使いだ。床はバラ色と白の大理石が市松模様に貼られている。天井からは巨大なシャンデリアが下がっていた。　広々としてはいるが、過剰な飾り付けはなく、青い唐草模様が全面に描かれた子供一人が楽々と隠れられそうなサイズの壷が二つ、並んでいる。


「高級ホテルみたいですね！」


　きっととても値打ちのある物だろうと笠井が眼を凝らしていると、その間に松浪と笠井は大きくカーブした階段を上り始めていた。


「笠井！」


　声をかけられ、急いで後を追う。


　松浪の部屋は三階で、聞けば、一階が祖父母、二階は叔父夫婦、三階が松浪の家族という部屋割りなのだった。


　リビングに飲み物を用意させると、松浪は「座れよ」と二人をソファへ勧める。


　しばらく沈黙してコーヒーを飲んでいたが、


「実は何度か、黒いベンツがあとをつけていると、感じたことがある」と切り出した。


「さっきは何か、されそうになったのか？」


　牧之瀬は心配そうに松浪の顔を覗き込む。


「いや、ただ、『松浪雄祐だね』と言われただけだ。脅すようなことも言わないんだよ」


　黒服の男達は一見してヤクザと笠井には思え、あの状況で彼らが松浪を脅かさなかったとは、信じられない。


　松浪の言葉に牧之瀬は「それって、プロっぽいよ」と意見を述べる。


「明かに脅すような事を言って、それが誰か他の人も聞いてたら、脅迫罪になるから」


　ソファから背を離すと、前に乗り出して松浪をじっと見詰める。


「雄祐は色んな女の子に恨まれてるから、そっちの方かと思ったけど、何か違うね」


「何だよ、それ！」


　松浪は顔を赤らめた。　


「俺は女ったらしか？」


「だって、よく付き合ってた女の子を取られた、とか捨てられた、とか恨まれてたじゃないか」


「そりゃあ、昔の話だ！」


　きっぱり言って、松浪はコーヒーを飲み干した。


「今は馬にしか興味ないよ、俺は」


　かまわず牧之瀬は続ける。


「どうだか。でもいくらなんでもさ、色恋沙汰でヤクザとかプロを雇って、脅かすってないよな」


「だから、もうそんなことはしてないって！」


　聞いている笠井は、松浪がいつも美女軍団に囲まれていることを思い出す。


（恋人をとられて恨んでる男だったら、やるかも）


　ちらりと考えた。


「だとすると……」


　松浪は遠くを見るような目付きになった。


「……クラブのことかな」


「乗馬クラブがらみにしちゃ、時間が経ち過ぎてないか？」


　笠井が怪訝な顔をしたので、松浪が「ああ」と言った。


「雄祐はあのクラブの経営を建て直すとき、随分、リストラしたんだよ」


　牧之瀬は笠井に説明にかかる。松浪もあとを続けた。


「なんていうか、前のオーナーは世間知らずで人が良くてな、飼料会社から言い値で飼料を買ったり、まるで働かない奴を雇ってたり。厩務員が何人かつるんで、飼料の横流しもやってたんだよ。しかも、二重帳簿まで作ってた」


　そういう人達の首を切り、真面目に働いていた人達の給料を上げた。


　結果的に残った人達は、雄祐の手腕に感心し、従うようになった。


「けど、やめさせた奴には恨まれたかもな」


　頭の後ろで腕を組むと、松浪は天井を睨んだ。


「にしても、もう三年も前のことだよ？　今頃ってことはないだろう」


「そうだな……」


　大金持ちの息子なら、営利誘拐ということもあるかもしれないが、こんな大きな男を誘拐するのも大変だと、笠井は思った。


（グリコ事件は、社長だったっけ）


　せんだってＴＶで特集されていたのを思い出したが、にしても本当に誘拐なら、もっと素早く行動した筈、とも考える。色々思いを巡らしたが、それ以上の想像力は働かなかった。


「やっぱ、女の線かもな」


　松浪は結論を出す。パッとソファから立ち上がると、明るい声で「それより、飯の前に笠井君に美術館を案内するか」と言った。


　敷地内にある美術館は、やはり白い外観の円筒形の二階建てで、母屋と回廊で繋がっている。ちょうどリビングの窓から、芝生の斜面と建物の一部が見えていた。玄関は別になっていて、週に三日だけ、見学者を受け入れているとのことだった。


「すごいですよね、自宅に美術館なんて！」


　笠井が例の、ヘンタイじみたものを集めた美術館の話をすると、松浪はゲラゲラ笑った。


「爺さんの趣味だけど、なんでも節税効果もあるらしくて、今は系列のデパートが管理してるんだよ」


　高尚な趣味なんだと笠井は感心する。


「爺さんは昔、満州にいたんだ。そこで焼き物とかにハマッたらしいな」


　リビングから出て、三人で階段にさしかかった時、音もなく上ってくる黒ずくめの人影に会った。


「え？」


　笠井が眼を凝らすと、俯いている細身の青年は雨宮啓だ。


（こんな所に、なんで？）


　雨宮の方も連れ立った三人に驚いた様子で、一瞬、歩みを止めたが、壁際に身を寄せ、足早に通り過ぎようとした。


「啓、一緒に夕飯、食べないか？」


　すれ違いざまに松浪が声をかける。


「いえ、結構です。お友達のお邪魔になるでしょう」


「そんなことないよ」


　追いすがるように松浪は数段、雨宮の後を追って上る。が、雨宮は振り向きもしない。松浪もすぐにきびすを返した。


　一階まで降りた所で、笠井は『？』と、牧之瀬の顔を覗き込む。牧之瀬も驚いていたようで、さらに松浪の顔を見上げる。松浪は「あいつ、啓、俺の家に二年前から住んでるんだ」と言った。


「入院費とか、結構、金かかるしな。居候させてるのさ」


「ああ、お父さんの」


　牧之瀬が納得という声を出す。そして笠井に「雨宮さんのお父さん、脳出血で倒れたんだ」と説明した。


「それで乗馬クラブ、倒産したんだけどね。練習中に倒れて、一時はうちの大学の脳外科に入院してたんだよ」


「そのあと、リハビリの為に温泉病院に転院してね」


　松浪は喋りながら庭へ出る扉を開け、二人を先へ行かせる。


「妹が今、アメリカに留学してるからな、その部屋を使ってもらってるんだ」


「そっか、松浪さんと雨宮さんは親友なんですね！」


　笠井は何やら嬉しくなる。牧之瀬も自分の隣に笠井が住めるよう、算段してくれたっけ……。


（それって、すごく親しみを感じてくれてるってことだよな）


　松浪と雨宮もきっとそうに違いないのだ。


　が、松浪は少し困ったような曖昧な笑みを浮かべる。足早にガラス張りの回廊の先に見えている白い建物へと向かった。残された二人は顔を見合わせた。







　三人は美術館の通用口から入る形になった。


　丸い建物は吹き抜けで、二階部分はロフトになっている。階段はなく、勾配の緩いスロープが壁際をぐるりと回って、二階へと繋がっている。展示物を入れたガラスケースが、ベージュの絨毯を敷き詰めた広いフロアにいくつも立っている。展示物はスロープに沿った壁の棚にも飾られていた。


　展示物の入れ替えをしていた紺のスーツの上品な中年女性が、松浪を見つけて挨拶に来た。


「あら、ぼっちゃま、いらっしゃいませ」


「友達と見学に来たんだ」


「ご説明いたしましょうか？」


　笠井は慌てて手を振る。詳しい説明など肩が凝るだけだ。


「い、いえっ、結構です、どうかおかまいなく」


「笠井君は牧之瀬と同じ、医大生なんだよ」


　松浪の言葉に、女性は眼鏡の奥の眼を細める。


「まあそれは、秀才なんですね」


　言ったあと、にっこりした。


「ぼっちゃまのお友達は、遊び人やら派手な方やらばかりと思っていたら、そうでもないんですね」


「もう、かなわないな、水野さんには」


　松浪は急いで二人の背中を押す。


「あっち、いこうぜ」


「あ、そう言えば、浅田さんがいらしてます」


　水野という女性は、三人のうしろから声をかけた。


「へぇ……なんだろう」


　松浪は二階へと続くスロープを上り始める。


「二人とも、ゆっくり見ててくれ」


　笠井はぶらぶらと一人になって、ガラスケースの中の美術品を眺め始めた。


　展示物は主に中国の陶磁器で、笠井でもとても値打ちのあるものと、一見して分かる。白い地に濃いブルーで細かな模様がびっしり描かれているものや、緑がかった水色で何も描かれていないものもある。


「こっちが青磁っていうんだよ」


　いつのまにか牧之瀬がそばに来て、教えてくれた。


「二階には、ガンダーラ仏があるよ」


　スロープを上ると、そこはやはり絨毯の敷き詰められたフロアで、ギリシャ彫刻と仏像を足して二で割ったような等身大の像が、そこここに飾られている。


「うわー、世界史の教科書に出ているのと、そっくりだ」


　順番に見て行くと、奥の方にソファがあり、コンピューターの乗った大きなデスクが置いてある。係員の仕事場になっているらしかった。二人が近寄ると、なんと松浪がコンピューターに向かって作業している。そして、松浪の肩越しに椅子の背に手をかけ、熱心にディスプレイを覗き込んでいる男がいた。男は中年で、髪を後ろに撫でつけ、ダブルのモカブラウンのスーツに身を包み、松浪の隣では細く見えるが、がっしりした体格である。


「おかしいよ、浅田さん」


　松浪はキーボードに指を走らせながら、呟く。


「確かにこの三点は、去年の十月から十一月にかけて同じ美術商から購入したことになっているけど」


「でも、こちらのリストにはないだろう？」


　二人が近づくのに気が付かず、松浪はさらに続ける。


「爺ちゃんや、叔父さんは知らないってことか。となると、イミテーション？」


「いや、鑑定書は本物だ。それよりも、購入価格が問題なんだよ」


　浅田と呼ばれた男は、笠井の牧之瀬に気づき、口をつぐむ。


「雄祐君、この話はあとだ」


　松浪は眼を上げ、「大丈夫、俺の友達だから」と言う。


「それより、俺、こういうの、経験あるよ。二重帳簿って奴だ。例の、乗馬クラブを引き継いだ時、これとおんなじように、パスワードが別にあった」


「水野さんか？」


　浅田は声をひそめる。


「いや、水野さんは学術委員だもの。こういう管理は、一切、していない」


　なんとなくやばい話、というのが笠井にも分かり、牧之瀬の顔を伺う。牧之瀬も心配そうに、松浪と浅田を見ている。


「ここは、叔父さんのデパートの美術部が管理している」


「そうか、やっぱりな」


　浅田はポンと松浪の肩を叩く。


「助かったよ。君がいなきゃ、パスワードが分からなくて、調べが出来なかった所だ」


　笠井と牧之瀬に打って変わって人懐こい笑顔を見せた。


「どうもお邪魔したね。お友達のお相手を続けてくれ。私はもう少し、調べていくから」







「浅田さんは俊之叔父さんのデパートの総務部長なんだけど、元々は親父の部下でさ、俺が小さいころからよく遊びに来てた人なんだ」


　松浪は母屋に戻ると、二人に話して聞かせる。


「え、松浪さんのお父さんは、別の仕事、してるんですか？」


「いや、同じ系列だけど、ホテル部門ていう別の会社なんだ」


「へぇーっ」


　でもやっぱり社長なんてすごいと、笠井は思った。


「とんでもない、ホテル部門てのは新しくできた会社で、外様なんだよ。親父は婿養子で、最初は抵抗してたらしいよ」


　松浪の祖父が会長を努めているのは、企業グループといっても、日本特有のファミリー経営とみえる。笠井には関係が複雑すぎて、説明されてもすぐには分からない。さすがに付き合いの長い牧之瀬には少しの説明で通じているようで、あとでゆっくり聞こうと笠井は思った。 





　　　　　３







　松浪家の大きな食堂で取られた夕食の席は、笠井にとって大変なものになった。


　まず外出から帰って来た松浪の母が「まあ拓海ちゃん、久しぶり」と加わった。


　映画で見るような白いクロスのかかった細長い食卓の端に席を取り、家事を担当している中年の女性に、「私もここで食べるわ」と告げる。松浪が顔を顰めたのを見て取って「お母さんにも、若くて綺麗な男の人と食事させてよ」と言った。


「お袋にゃかなわねーな、もう」


　それだけでなく、奥の院ともいうべき居室から松浪の祖父母も聞き付けて出て来たのである。


　初めは牧之瀬に話が振られていたが、そのうち笠井に次から次と質問が飛ぶ。


　松浪家の人々は、皆、話し好きで好奇心旺盛と見え、笠井は家族構成から高校時代のことまで聞き出されてしまった。


「笠井はニューフェイスだからさ、仕方ないよ」


　四苦八苦で答えているのを見て、隣で牧之瀬がクスクス笑う。


　が、牧之瀬も楽しそうに耳を傾けてくれるので、笠井はちょっと得した気分になった。結果として自分のことを知ってもらえる訳である。


　山梨は塩山の出身だと笠井が告げると、祖母の喜久江が「まぁ、啓ちゃんと一緒ね」と声を上げた。


「いや、啓のお父さんとお母さんだよ。啓は東京生まれ」


　松浪が訂正する。


「あ、そういえば」


　笠井は納得した。


「雨宮って姓は、甲府の辺りにすごく多いんです」


「そうだよ、だから実家に近いからって、わざわざ石和のリハビリ施設に入れたんじゃないか」


　祖父の俊英が、ベネチアングラスのぐい飲みで日本酒を口に運びながら言った。


「それより笠井君のおうちは、お医者さんなの？」


　母の優子が尋ねる。


「いえ、うちはお祖父さんが歯医者さんなんですけど、父は葡萄園をやってるんです」


　笠井は大皿に乗ったかつおの叩きに手を伸ばしていたが、箸を止めて答える。


「じゃあ、なんで医学部を選んだの？」


「俺、中学の時、友達とバイクで事故っちゃって、入院した時、そこの先生が、すごくいい人で」


　もう少し色々な事情があったのだが、この説明が一番分かりやすいので、笠井は入学して以来、ずっと回りの人達にはこう説明していた。


「お祖父さんはまだ、歯医者をやってるのかね」


「いえ、昔、台湾で開業してたんですが、終戦で全部なくなっちゃって、日本では開業しなかったんです」


「まあ、外地にいた者はみんなそうだった。私も満州から無一文で引き上げて来たよ」


　俊英は重々しく頷く。


「そういえば、さっき美術館を見せていただきました」


　笠井は満州という言葉で思い出す。


「あの、満州で美術品が好きになったと、お聞きしましたが」


　礼儀正しい笠井の言葉に、俊英はにっこりした。


「ああ、満鉄の子会社にいたんだが、そこの社長が美術好きで、私もその時期にいいものを見せてもらって、目が肥えたよ」


　そこでふと声を落とした。


「あのころ、日本人は悪いことをしていた……中国人から高い品を、二束三文で買いたたいたりしてな。終戦の時、すべて置き去りにして内地に帰って来たのは良かったんだろう」


　しんみりした声が、また明るくなった。


「まあ、働いて金をため、ちゃんとした値段で買うってのはいいことだな。昔の罪滅ぼしだ」


　孫に暖かな目をやる。


「乗馬クラブの経営も、似たようなもんだな。満州では軍馬の徴用もしたし、乗馬も少し、やったことがあったよ」


「へぇ、それは知らなかった」


　松浪が口を挟む。


「親しかった将校が、自分の馬に乗せてくれたんだよ。だから雄祐が乗馬クラブを買ってくれと言った時は、道楽をもう一つ増やしてもいいかなと思ったんだが……」


　そこで皮肉な眼になった。


「まさか雄祐がオリンピックを目指すと言うほど、熱中するとはな……雄祐はどちらかというと、優子より俊之の血をひいてるんだな」


「え、叔父貴も乗馬やってたのか？」


「いや、そうじゃなくて、趣味に走ってるって意味だ」


　またぐい飲みに酒を注いだ。


「俊之は学者になると言って、私を困らせたことがあったんだよ。小さい頃から私の集めてた美術品が好きだったからな。なんとか、やめさせたが……」


　酒が進んで口が軽くなった祖父の口から初めて聞く話がどんどんこぼれ落ち、松浪は眼を丸くした。


「ま、雄祐が駄目でも、跡取りは奈津子がいるから大丈夫だろう。奈津子は雄祐よりしっかりしてるし、慶祐君のような優秀な婿を取ればいい」


「もう、勝手に決めないで下さいね！」


　松浪の母の優子が会話に割り込んだ。


「慶祐さんはお父さんにだまされたって、いっつも言ってるわよ。『儂はもう長くない、あとを頼む』とか言われて、うんと言ったあと、２０年も生きるなんて、詐欺にあったって」


　祖父の俊英は呵々大笑する。


「なんだ、随分盛り上がってますね」


　落ち着いた声がして、がっしりした中年の紳士が戸口から入って来た。後ろに浅田も続いている。


「親父だよ」


　松浪は笠井に紹介する。挨拶を交わしたあと、松浪の父は食卓の上を見て「お、初鰹か、旨そうだな」と言う。


「一緒に召し上がります？」


　優子が席を用意させようとするのを、手で制して、


「あとでゆっくり食べるから」


　また浅田を従えて出て行った。


「なんだね、浅田君は。俊之の所の総務部長なのに……ああしょっちゅう、二人でつるんでるんじゃあ、まるで慶祐君の部下だな」


　俊英の鼻白んだ言葉に、急に優子が落ち着かない様子を見せる。


「浅田さんは慶祐さんの友達なのよ。それを、お父さんがいつものやり方で、無理に引き抜いたんじゃないの」


「俊之には有能で信頼の置ける部下がいないんだよ。本当は慶祐君が、片腕になってくれるといいんだがな」


　俊英はまた酒を飲み干すと、「ところで来週の試合の準備はどうだ？」と松浪の方を向く。


　家族内の何やら火種になりそうな話題から流れが変わったので、笠井はほっとして鰹のたたきを口にほうり込んだ。







　マンションに帰ってしばらくすると、牧之瀬との境の壁が、ドンドンと二回、叩かれた。これは、『これからそっちへ行く』という合図である。笠井は急いで玄関へ走り、扉を開けた。


　すぐに牧之瀬が缶ビールとジュースを手にして入って来た。


「笠井はこっちだよ」とジュースを差し出す。


「遠慮なく！」


　マンションの間取りはどこも同じで１ＬＤＫだが、笠井はまだ引っ越したばかりで家具も少なく、リビングはガランとしている。二人はフロアクッションに座ると、缶ビールを開けた。


「先輩、来週の試合、出るんですか？」


「うん、シルバーアローでＢ馬場に」


「え、先輩の馬場は初めて見るなー」


　馬術競技には、十数個もの高さや幅が様々の障碍物を経路に従って飛び越えていくという障碍飛越競技ジャンピングの他に、馬場馬術ドレッサージュがある。駆け足や速足で円や八の字を描くなどの決められた運動を馬に行わせ、その正確さを競うものだ。障碍飛越の方が見た目にも派手なので好まれるのだが、馬場馬術はオリンピックの種目にも入っており、重要な競技だ。


「馬場をやるのは久しぶりだから、練習しなきゃいけないな」


　牧之瀬はビールを飲みながら言う。


「先週から、ポリクリが精神科だから、夕方練習しようと思ってる」


　牧之瀬は医学部の６年で、今、臨床実習通称ポリクリというカリキュラムを受けている。これは四、五人のグループに分かれ、内科・外科その他、すべての科を数週間ずつ廻り、実際に患者の診察に携わり、臨床の経験を積む、というものだ。


　外科では指導教官の元で手術にも入り、当直の業務も経験する。牧之瀬は先週から比較的緊急性の少ない精神科を廻っているので、五時にはフリーになるのだ。


「じゃあ、僕、バイクでクラブまで送りますよ！　まだ車、車検から戻って来ないでしょ？」


　笠井はヤッターと心の中で叫ぶ。


　そりゃもう、牧之瀬が例えバイクに乗るからという理由ではあれ、自分に抱きついてくれる機会はそうそうないのだ。


「時間とるから、悪いよ」


　牧之瀬がちょっと困った顔になったので、笠井は急いで頭を巡らす。


「じゃあその代わり、今日みたいに個人教授、して下さい！」


　交換条件を持ち出され、牧之瀬は頷くと、ニッコリした。


「じゃあ頼むよ」


　秋田出身という色白の頬にはほんのり赤みが差し、くっきりした二重に茶色の瞳は潤んで輝き、この笑顔を独占出来る幸福に、少し酔いの回った笠井の頭はクラクラした。 





　　　　　４







　火曜日の夕方、さっそく笠井は牧之瀬と一緒に乗馬クラブを訪れた。


　土日の乗馬クラブは盛況で、どの馬もたっぷり営業に駆り出されるので、月曜日は休養日になっている。昨日一日休んだあとの馬たちはすっかり元気を取り戻しているようで、馬場では数頭の馬が調教を受けていた。


　ロッカールームで着替えながら「すぐ馬装します？」と笠井が尋ねると、牧之瀬は「ちょっとビデオを見てくから」と答えた。


「経路を確認しないとね」


　馬場競技ドレッサージュは複雑な経路と運動が組み合わされていて、さすがの牧之瀬もしばらくやっていないとおぼつかなくなってしまうのだ。


「じゃあ、俺、先に行ってます」


　金色のたてがみの馬を先程、馬場の中に確認していた。ブロンコに違いない。走って馬場に近づくと、やはりブロンコが調教を受けているのだった。鞍は乗せず裸のままで、頭絡に縛った長い綱の端を雨宮が持ち、鞭で追っている。雨宮の立っている所を中心に円を描いて走っているが、コースに幾つもの障碍が並べられていた。


　今もドラム缶を縦に並べて作った障碍を飛び越える所である。ブロンコは障碍を見ると足を速め、首をわずかに下げて向かって行く。軽々と飛び越し、着地すると、少し速度をゆるめる。だが次の横木障碍を見ると、また駆け足になった。二、三周させると、雨宮は綱を手繰ってブロンコを手元に引き寄せる。ふと笠井が熱心に見ているのに気づいた。


「良く飛ぶでしょう、この子は」と言う。


「本当ですね、全然、嫌がらないや」


　馬は臆病な生き物で、見慣れないものを怖がることが多い。障碍物の形が変わっただけで、絶対飛ばないという馬もいる。


「この子はどんな障碍にも、自分から向かって行くからね」


　雨宮は金色のたてがみに手を入れて漉きながら続ける。そして「僕はこの子に、大障碍を挑戦させたいんだ」と鼻面を撫でながら言った。


「大障碍って、サンダーブレイズみたいに？」


「いや、サンダーブレイズもいいけれど、ブロンコは国産馬だから」


　笠井がちょっと分からないという顔をしていると、雨宮は唇を少し上げて、うっすらと笑った。


「そうか、君は今年、入ったばかりだものね。あのね、大障碍を飛ぶ馬って、外国生まれの馬がほとんどなんだ。やっぱり日本で生まれて日本で育った馬に、活躍してもらいたいだろう？」


「オリンピックでですか？」


　笠井の言葉に雨宮は「えっ」という表情になる。


「牧之瀬さんが、雨宮さんはオリンピックにも出られるぐらいだって言ってました。それに松浪さん、オリンピックを目指してるんだって、この間、お祖父さんから聞きました」


「ああ、雄祐が」


　ほとんど聞き取れない程の声で、雨宮は呟く。ふいにきつい眼になって笠井を見詰めた。


「すまないが、僕が松浪さんの家に住んでいることは、誰にも言わないでくれ」


　大きな黒い眼には、悲しみが漂っているように笠井には感じられ、なんとなくこの青年がプライドを傷つけられて苦しんでいることを理解した。


　自分が継ぐ筈だった乗馬クラブが人手に渡り、しかもその新しい持ち主の恩情にすがっている所を、他人に知られたくないのは当然かもしれない。でも、と、笠井は思った。松浪はお情けをかけているという雰囲気ではなかった……むしろ腫れ物を扱うみたいに、大事にしているように見えた……ということはやっぱり……。


「松浪さんと雨宮さんは、やっぱり仲がいいんですね」


「えっ」


　また雨宮は意外そうな声を出した。


「俺も先輩の隣の部屋に住んでんですけど、気に入らない人だったら、絶対、隣になんか住めないもの」


　熱を込めて言う笠井の言葉に、雨宮は戸惑った表情を見せる。


「俺、先輩の隣に住んでて、すごく楽しいから」


　雨宮は今度はひどく困ったという顔になる。一瞬ののち、小さな笑みを見せた。


「笠井君って……なんて言うのかな、色んな動物が懐くの、当然だね」


　独り言のように言う。


「動物ってのはね、こちらが信頼しないと向こうも信頼しないんだよ……まず、こちらが好きにならないと、向こうは懐いてくれないんだ……」


　なんだか悲しそうな声音だったので、笠井は心配になってそばへ寄った。


「雨宮さん？」


「さて、と！」


　雨宮は気持ちを切り替えるように大声を出す。


「サンダーブレイズを運動させるか！」


　一緒にブロンコの引き綱を持って厩舎へと歩きながら、またあの馬が障碍を飛ぶのが見られると、笠井は胸を弾ませる。


「サンダーブレイズって、ほんと、かっこいいですよね！　こないだ、松浪さんが乗ってる所、見たけど、すごい馬ですね！」


　雨宮はそっけなく「そうかな」と言った。


「馬体はでかくて、大味な馬だよ、あれは。それにあの馬は持ち主に不幸をもたらすという伝説があって、僕はあまり好きじゃないね」


「え？」


　笠井は驚いて雨宮の顔を覗き込んだ。


「あの馬は、英国の厩舎から買ったんだけどね、その厩舎は元々、ある地方貴族の持ち物だったんだ」


　雨宮は淡々と話し続ける。


「ジョージ五世の頃の話だよ。その厩舎の持ち主の貴族は、狩りが好きだった。黒い馬に乗って、国王の一行を招き狩りに出たところ、道の真ん中で馬が一歩も進まなくなってしまった。御前で恥をかかされたことを怒って、馬の首をサーベルで打ち落としたんだ。そして何年かたって、その貴族が病気で死ぬ時、城の中を黒い馬が駆け抜けて行くのを何人もの人が見たんだそうだ。それ以来、その厩舎では黒い馬は持ち主に必ず不幸をもたらすと言われているんだよ」


　雨宮は暗い笑みを見せた。


「確かにこの馬を買った直後、父は病気になって、クラブを手放したんだからな」


　笠井は何やら胸騒ぎを感じた。この前、黒いベンツをサイドミラーに見たことを思い出す。馬の持ち主は、今は松浪なのだ。ということは……。


（何、考えてんだよ、もうー！　ぜんぜん非科学的じゃないかよ！）


　不吉なことを平気で言う雨宮に、いくら自分の不幸を重ねているとは言え、なんだか腹が立ってくる。


（なんでそんなこと、言うんだろ……）


　黙りこくっている笠井に、雨宮は「牧之瀬君は今日はどの馬に乗るの？」と尋ねる。


「あ、シルバーアロー号に。今度の試合、シルバーアローで馬場に出るって言ってました」


「それじゃあ、馬場用の鞍をつけたらいい」


　鞍にも障碍用・馬場用と分かれているタイプがある。


「ほら、鞍置き場にあるから、どれでも使っていいよ」


　親切な雨宮の言葉に、先程恨みがましい気持ちを抱いたのを笠井はすぐ反省した。


（やっぱ、雨宮さんはいい人だ）

　しかし、雨宮と別れて厩舎の入り口のそばにある鞍置き場に入ると、笠井は迷った。


　壁に木の杭が何本も打ち付けられ、その一つ一つに鞍がかけてあるのだが、どれが馬場用か、まだ素人同然の笠井には区別がつかなかった。さらに、会員個人の所有のものも、一緒にかけられている。


（馬場用、とか、持ち主の名前とか、書いてあると思ったのに……）


　仕方がないので、牧之瀬に教えてもらおうと、クラブハウスへ向かった。


　クラブハウスは二階建てで、一階はロビーと受付である。二階はロッカーとシャワールーム、それに厩務員の当直室に校長室がある。


　笠井は階段を駆け上がった。ロッカールームの前まで行くと、何やら押し殺したような声が聞こえる。声は牧之瀬ともう一人、男のものだった。


（え？）


「だから、僕じゃないと言っているでしょう。僕がなぜ、そんなことをしたと思うんですか？」


「君が今、精神科を廻ってるからだ。病院の外来はプライバシー保護のため、名前で呼ばないで受付番号で呼び出しているじゃないか。君なら俊之さんの顔を知っているだろう。それに他に知っている人がいるとは思えない」


「家を出る時から、尾行していたとしたらどうなんです？」


　言い争いのように、声はどんどん大きくなっていく。


「牧之瀬さん？　先輩？」


　笠井は心配になって、外から呼んでみた。声はぴたりと止まり、扉が開いた。


　乗馬ズボンに長靴というスタイルの牧之瀬は「これから練習なので、失礼します」と言いながら、出てくる。閉まる前にちらりと見えた男の横顔は、松浪の家で出会った浅田のものだった。


「どうしたんですか？」


　階段を駆け降りて行く牧之瀬を、笠井は急いでついて行く。


「何でもないよ」


「だって、なんだか、喧嘩してるみたいだったから。何か言われたんですか？」


　急に牧之瀬は立ち止まると、こちらに顔を向け、きっぱりと言った。


「ごめん、君には関係のないことなんだ。これ以上は言えない」








　蹄跡を速足で移動して行くシルバーアロー号と牧之瀬を遠くで眺めながら、笠井は胸の中でモヤモヤしたものを感じていた。


　……そりゃ、自分と牧之瀬は単なるクラブの先輩と後輩だ……関係ないと言われれば、何一つ言い返せない。


　ふと、もう一つの馬場に目をやると、夕暮れの中、真っ黒いものが疾走している。黒いジョッパーに黒いジャンパーという黒づくめの雨宮が、サンダーブレイズに騎乗しているのだ。


　日が落ちて気温が下がり、風もさっきから強くなっている。あたりの民家への配慮から土埃を防ぐようにと、馬場の周囲に常緑樹が植えられている。


　梢が風にざあざあと音を立て、サンダーブレイズのたてがみが強風になびくのを見ていると、まるでシューベルトの『魔王』のようだ。牧之瀬と自分との間にも、黒い影が降り立ったようで、『不吉な馬』という雨宮の言葉が思い出された。


（そんなこと、ないよな……あの馬が不幸をもたらすなんて……）





　　　　　５







　翌日曜日の馬術大会は、好天に恵まれた。


　午前中は二つ並んだ馬場の一方で馬場馬術競技が、もう片方で初心者向きの『ジムカーナ』という競技が行われることになっていた。これは言わば馬に乗って行う椅子取りゲームで、観客にも分かりやすく、お楽しみという出し物なのだ。


　ジムカーナをやっている馬場の片隅では、近所の子供達へのサービスに、ポニー騎乗が用意されていた。ポニーは他の乗馬クラブからの借り物なのだが、近隣への配慮の一環だった。その他にも、無料ドリンクサービスつきのちらしを多量にまいてあった。


　住宅街の中の乗馬クラブは色々と気を使うのだと松浪は言っていた。


「食中毒の時期は大変だよ。Ｏ－１５７についてはうちは特別のゴミ処理施設があるから大丈夫だと、保健所の検査結果をコピーして配ってるんだ」


　Ｊ医大の馬術部員達は、馬装の手伝いや、試合の準備などを割り当てられていた。


　笠井はポニーに引き綱をつけ、子供を乗せて馬場を一周するという役割である。初めは簡単と喜んでいたが、馬場の砂地を長靴を履いて歩くのは、意外に疲れる。


　しかもポニーはたいがい気が荒く、力も強くて、子供を振り落とさないようゆっくり歩かせているとこれがかなり力が要るのだ。


　が、眼を輝かせて順番待ちしている子供達の前では、それぐらいは何ほどのこともない。ぐるりと一廻りして降りる時、にっこり笑ってお礼を言う躾の良い子供もいて、笠井は疲れも吹き飛んだ。


　結局、午前中は休みが取れなかった。牧之瀬がシルバーアローで競技を行うところも見られず、これにはがっかりした。同じ馬術部の新人がそばを通り過ぎた時、つかまえて「どうだったんですか、牧之瀬さん？」と尋ねてみる。


「優勝は逃しちゃったけど、２位になったよ」


「うわっ、ヤッター」


　笠井は自分のことのように嬉しくなる。元気良く先に立ってポニーを引き出したので、馬術部員は怪訝な顔になった。多分、引っ張られているポニーも。


　合間に笠井が辺りを見ると、競技の間ずっと松浪は色々な部署を見回って、的確な指示を出している。確かに実質的なオーナーは松浪だった。




　校長はと見ると、審査席の横のＶＩＰ席にシルクハットと燕尾服という正装で座っている。周りを取り巻いているのは、一見してハイソサエティと分かる品の良い人々で、身につけているものも豪華だ。これは校長の工藤の宮内庁時代の知り合いで、旧華族やら、宮家の遠縁の人達だった。乗馬クラブの箔付けにはぴったりで、こういったブランドに弱い近隣の人々は小声で称賛している。工藤を校長に据えた、松浪の祖父の眼は確かなのだった。







　昼の休憩時間になって、多くの見物客たちは一旦、家に帰ったようで、ポニーもお役御免になった。乗馬クラブの会員達や招待客は、駐車場に設営されたテントに入る。バイキング方式の食事が用意されていた。


　厩務員やＪ医大の馬術部員には、弁当が配られた。これがなかなか豪華なもので、見ると、松浪の父が持っているホテルの名前が入っていた。


　木の下で牧之瀬と笠井が弁当を食べていると、松浪がふらりと現れた。もう午後の試合に備え、オリーブグリーンのブレザーに揃いの乗馬ズボンという派手ないで立ちだ。正式な試合では黒か赤と決まっているのだが、今回は公式競技ではないので、色は自由なのだ。


「あっちで食べないのか？」


　牧之瀬が尋ねると、「うるさいんで、こっちへ逃げて来た」と顔をしかめた。


「仲人を趣味にしてる知り合いがいてな。いくら断ってもめげないんだよ」


　牧之瀬は「なんで嫌なんだよ。お前だってそろそろだろ？」と言う。


「俺は結婚しないの！」


　きっぱりした口調に、牧之瀬が「そうだよね、雄祐は一人じゃ満足出来ないから、結婚なんかしたら、奥さん、かわいそうだもんな」とあいづちを打つ。


「違うって！」


「なに、言ってんだよ。今日だって、取り巻きがすごかったじゃないか」


　確かに、着飾った若い女性が四、五人、いつも松浪のあとを追っていたのは笠井も見ていた。


「ほら、その一人がこっちへくるよ？」


　タクシーが一台、クラブハウスの前でハザードランプを点滅させていた。リヤシートから降りた女性が、松浪に手を振りながら向かってくる。


　女性は腰までのストレートの茶髪に、流行りの細く描いた眉というメークで、歩けば誰もが振り返るような大きな眼の美人だ。襟刳りの大きく開いた、ピッタリした黒いニットのドレスを着ている。


　ドレスは膝下だが、前に深いスリットがあり、歩くたびに太ももがちらちら覗く。くるぶし丈の黒い編み上げブーツも、この場には不似合いの色気だった。


「うわっ、彩りで打ち上げのパーティに呼んだのに、もう来ちまったのか！」


　松浪はしまったと舌を出す。


「ゆうすけぇ」


　女性は甘い声で、松浪の名を呼ぶ。牧之瀬の箸を持つ手がぴたりと止まった。


「梨香子りかこさんじゃないか！　お前、どういうつもりなんだ！」


　牧之瀬の声は怒りを含んでいる。


「おい、目立たない所に行った方がいいぞ」


　辺りを見回して、松浪に囁く。


「そうだな……校長室に行ってるから、誰かに聞かれたらそう言ってくれ」


　梨香子は豊満な胸をゆさゆさと揺らしながら、駆け寄ってくる。


「梨香子、あっち、行こうぜ」


「あらぁ、二人っきりになりたいのォ？」


「そうだよ」


　クラブハウスへ向かう二人の後ろ姿に牧之瀬は「まったく、もう」と溜め息をつく。


「なんか、まずい人なんですか？」


「いや、そういう訳じゃないんだけど……雄祐の前の彼女ってとこかな」


　嫌そうにしていた筈の松浪の手が既に女性の丸い尻を撫で始めているのを、牧之瀬は見てとって、「ほんっと、懲りない奴！」とまた、溜め息をついた。


　笠井には今一つ、まだ事情が飲み込めない。が、あまり女性関係のことを詳しく尋ねるのも失礼だと思った。なんと言っても、松浪は牧之瀬の親友で、「君には関係ない」とこの前のように拒絶されることは避けたい。


「俺、弁当箱、捨ててきますよ！」


　話に区切りをつけるつもりで、大声を出す。空になった二人分の弁当箱を厩舎の外に設置されているゴミ箱へと運んだ。


　笠井が真面目にゴミを分別していると、雨宮がバケツをさげて、厩舎の入り口に突っ立っているのに気づいた。クラブハウスへ入って行く松浪と梨香子に視線が張り付いている。


「どこへ行くんだ」


　独り言のように言うのを、笠井は自分への質問ととり、「校長室だそうです」と答えてしまう。


　ふいに雨宮がこちらを見る。


「校長室……？」


「ええ、二人で話するって言ってましたけど」


　カランと音を立ててバケツが転がる。


　雨宮が強ばった顔でクラブハウスへと速足で向かうのを、唖然として見送っていると「笠井ー！」とひどく慌てた牧之瀬の声がした。


「雨宮さんになんか、言ったのか？」


　走って来て、ハーハーと肩で息をしながら言う。その慌てぶりに、笠井は理由が分からず戸惑った。


「ええ、校長室にいるって言いましたけど……」


「あー、もうッ」


　牧之瀬は天を仰ぐ。


「いや、僕が悪かった……笠井にちゃんと言っときゃ良かった！」


　促してクラブハウスへ走りだす。そして「あの梨香子さんて、雨宮さんの婚約者だったんだよ」と言ったので、笠井は度肝を抜かれた。


「だって、松浪さんの……」


「だから、一時は雄祐が梨香子さんを雨宮さんから盗ったって、大変な騒ぎだったんだ」


「うわーッ、俺、大変なこと、しちゃったんだ」


　あの雨宮の様子では、まだ梨香子に未練があるのだ。それを自分は、二人の行く先を教えてしまった……雨宮にしてみれば、モトカノがわざわざ寝取った男とイチャつくのを見せつけにやって来たようなものだ。


　牧之瀬を追い越し、全速力でクラブハウスに駆け込む。数人の厩務員がたむろしている所を走り抜け、階段をバタバタと上る。


　だが、一瞬遅く、雨宮が校長室の扉を開けるのが見えた。


「松浪さん」


　低い声で雨宮が中へ呼びかける。追いついて肩越しに扉の中を覗くと、案の定、来客用のソファで男と女が重なり合っていた。まあ、まだジッパーを降ろしていないだけまし、といった状況で、既にドレスの裾は腰までまくれ、胸元もギリギリまで降ろされていた。プリプリの半球が二つ、こぼれ落ちそうになっていて、


（あ、ノーブラだ）


　一瞬、呑気なことを笠井は考えた。


「ノックぐらい、したらどう？」


　梨香子は慌てる風もなく裾を降ろし、胸の辺りを整える。そして松浪を睨みつけ「もう、こんな所でやろうなんて、言うからよォ」と言い放つ。


「今度はホテルでにしましょうね」


　刺激的なモンローウォークで外へ出て行った。後から来た牧之瀬とすれ違ったとみえ、「あらお久しぶり」という声が、階段からした。


「悪いが、いくらこの乗馬クラブがあなたのものとは言え、不品行なことはこの部屋ではしないでもらいたい」


　雨宮は冷たく宣言する。


「この部屋は僕の父も使っていた部屋だから」


　松浪はさすがにばつが悪そうで、シャツの裾をズボンに押し込む。ソファに寄りかかって、足を組んだ。


「悪かった」


　意外に素直な言葉に、雨宮は戸惑ったが、また低い声で続ける。


「松浪さん、あなたは梨香子と結婚するんですか？」


　松浪はふいに顔を横へ逸らした。


「するわけないだろう、あいつはもう別の金持ちの息子と、婚約してるよ」


「だったら、なぜ、あんなことを！」


　咎めるような声に、松浪はまた雨宮に視線を戻した。


「ちょっと、旧交を温めてただけさ。それより……」


　目を細め、雨宮を睨む。


「啓、お前、まだ梨香子に未練があるのか？」


「だったらどうなんです」


　松浪はフンと鼻を鳴らす。


「つくづく馬鹿な奴だなー。梨香子がお前と婚約したのは、乗馬クラブのオーナーという肩書が、カッコ良かったからだぜ？　まあ、それと、見た目かな？　現に経営不振と知った途端に、俺に乗り換えたじゃないか」


　牧之瀬が戸口に現れ、必死で黙れと松浪にサインを送る。が、既に松浪の頭にも血が上っていて、もう止められなかった。


「俺が結婚に応じないんで、すぐまた次のを見つけたけどな。まあ、あいつはサッパリしてるから、あれでいいんだよ」


「違う！　梨香子はそんな女じゃない！　あなたが無理やり、盗ったんだ！」


「あーッ、もうッ」


　松浪は大きな手を開いて上に伸ばし、お手上げといったジェスチャーを見せる。


「お前は本当に女を知らないな。お前は騙されたんだよ！」


　皮肉な笑いを浮かべる。


「俺はお前の眼を覚まさせようと思って、梨香子にコナをかけたのさ。そしたら、あいつはすぐ乗ってきたぜ」


「それは嘘だ！」


「嘘じゃない。会ったすぐその日に俺たちはホテルへ行ったんだ！」


　笠井と牧之瀬は耳を塞ぎたくなったが、殴り合いになる可能性もあり、その場から去る訳にもいかなかった。


「まあ、お前が女を知らないのも無理ないな」


　松浪は大声で笑い、ソファから立ち上がって雨宮の前へ行く。


「お前、梨香子が初めてだったんだってな。あいつ、言ってたぞ。それから俺の方がずっとうまいとも言ったぞ」


　雨宮の顔がさっと青ざめた。次の瞬間、「雄祐、お前は最低だ！」という声とともに、パシッという音がした。


（うわッ）


　当然、松浪も殴り返すのかと思い、笠井は止めに入ろうと身構える。が、松浪はじっと雨宮を見詰めた。


「啓、久しぶりだな、名前を呼んでくれるのは」


　片手を頬にやりながら、続ける。


「俺達は名前で呼び合おうって、約束した。俺があなたにあこがれて馬を始めたってあなたに言った日に、あなたの方からそう言ってくれたんだ……忘れてないだろう？」


　大きく溜め息をつく。


「それなのに……俺がこのクラブを買い取ってから、あなたは俺のことを『松浪さん』と呼ぶようになった。どうしてだよ、啓……あなたは殻を被るようになっちまって、こんなことでもなきゃ、その殻は破れないんだ」


　雨宮の顔が今度は真っ赤になる。くるりときびすを返すと、笠井と牧之瀬を押しのけて出て行った。


　松浪はまた大きく息を吐くと、ソファにドスンと腰を下ろす。


　出て行った雨宮が心配で、チラチラと笠井は戸口を振り返る。


「どうしましょう」と牧之瀬に尋ねた。


「いや、なまじフォローしない方がいいと思うよ。それより……」


　腕を組むと、こわい顔になった。


「お前が断然、悪い！」


　言いながら、松浪の前にぐいと出る。


「雨宮さんの言う通り、雄祐は最低だよ！　なんだって、わざわざこんな所で見せつけるんだ！」


「俺だってそんなつもり、なかったんだ」


　松浪は少し、しおらしい声を出す。


「あいつの尻を触ってたらな、むらむら来て……それに、試合の前って、いつも興奮してさ、一発抜きたくなるんだよー」


　ソファから牧之瀬の顔を見上げる。


「お前も男なら、分かるだろ？」


「分からないね！」


　牧之瀬は速攻、否定する。


「俺、ちょっと分かるかも」


　笠井はつい、口を出した。


「試験の前とか、緊張して固くなると、あっちもって気がしてくること、ありますよ」


「なーっ、なーっ！」


　松浪は身を乗り出して、笠井の手を嬉しそうに取る。


「笠井くーん、友達になろうな？］


「駄目！　笠井を堕落させないでくれ！」


　牧之瀬は怒って、二人の手を外させた。


「雄祐、さっさと、試合の支度、しろよ！」







　三人が外へ出ると、そろそろ休憩時間が終わって、障碍競技の準備に厩務員達が馬場へ向かうところだった。一人をつかまえて、「啓は？」と松浪が尋ねる。


「さっき、クラブの外へ、車で出て行きましたけど」


　頭を冷やしに行ったのだろうと、笠井は思った。話の内容からして、プライドの高い雨宮は耐えられないだろう。


「おい、あとでちゃんと謝るんだぞ！」


　牧之瀬の叱責に松浪はおとなしく頷く。


「……わかってるよ」


　とにかく厩務長の雨宮抜きで試合の準備をしなくてはならない。試合は片方の馬場だけを使って、中障碍・大障碍の順に行われ、障碍の高さや飛ぶ経路も違うので、準備はなかなか大変である。


　試合の最中も、馬が横木を落下させたり、積み上げた障碍を壊したりすると、すぐ飛んで行って直さねばならない。そのため、障碍の一つ一つに、係員がつかなくてはならず、人手もいるのだった。


　なかなか雨宮が戻ってこないので、松浪も厩務員とともに作業をすることになった。笠井ら新入りの馬術部員は、馬を誘導したり、入場の際、柵をあける埒らち係を担当した。


　試合は順調に行われ、すべての出場者が大きな事故もなく競技を終え、いよいよ最終競技の大障碍になった。


　障碍の一つの水濠を掘るため、数人の厩務員がスコップを持って馬場へ向かう。


　大障碍を飛べる力のある馬は少なく、松浪の騎乗するサンダーブレイズにこの乗馬クラブの馬があと三頭、それからよその乗馬クラブから一頭、出場することになっている。


「サンダーブレイズを馬装しなきゃ」


　松浪は経路を書いた紙を、牧之瀬に渡す。


「すまないが、この通りに出来てるかどうか、チェックしといてくれ」


　急ぎ足で厩舎へ歩きだすので、笠井はあとを追った。


「俺、手伝います。鞍は車ですか？」


「いや、駐車場から遠いんで、鞍置き場に朝、運んどいた」


　いつも使っている駐車場にテントを設営したので、離れた所を臨時に借りたのだ。


「俺、取ってきます！」


　松浪の特製の鞍なら、笠井にも分かる。


　競技を追えた馬や、これからの馬が忙しく交差する通路を走り、鞍置き場に飛び込むと、ざっと見渡した。


「あれだ！」


　上の方にある杭に、真新しい派手な鞍がかかっている。手を伸ばしてそっと降ろした。が、次の瞬間、目を疑った。


「え……ッ？」


　騎座部分が鋭利な刃物で、切り裂かれている。


（う……嘘だろ？）


　呆然と見ていると、暗い恨みの瘴気が立ちのぼってくるように思え、笠井は唾を飲み込む。背筋から冷たいものがじわりとうなじへ達し、大声を上げそうになった。


「おい！」


　いきなり声をかけられ、「うわッ」と振り向くと松浪が少しイラついた様相で、立っている。


「早く、しろ！」


「……松浪さん……これ」


　ぐいと笠井を押しのけ、鞍に手をかけた松浪も絶句した。しばらく拳を握り締めて仁王立ちしていたが、我に返り、「とにかく準備しなくては」と言った。


「この際、なんでもいい、鞍をつけよう」


　だが、ほとんどの鞍が借り出されていて、練習用のボロいのしかない。


「こいつで、いい」


　鞍を降ろしている所に、牧之瀬が心配して様子を見に来た。笠井の足元の鞍を見て、


「雄祐！」


　やはり衝撃を隠しきれない。ふと、松浪の手にしている鞍を見て、「それ、婦人用だぜ」と注意する。


「いい、俺は体重があるからな」


　婦人用の騎座には詰め物がしてあって振動を吸収するようになっている。体重が重い松浪は馬の腰に負担をかけるので、騎座が厚い方が確かに良かった。が、


「鐙あぶみが小さくないか？」


　牧之瀬は再び注意を促す。


　松浪は長靴を鐙に入れてみて、「大丈夫だ、つま先は入る」と宣言した。


「もう、これでいい、時間がない」 





　　　　　６







　馬場の周りに植えられた木々が砂地に長い影を落としている。太陽が低くなってそれとともに気温も下がり、観客の声援は途絶えて空気が重たく感じられる。笠井は埒らちのそばで、隣の準備馬場で軽い駆け足運動をしている馬を眺めた。


　大障碍ともなると、さすがに障碍物の幅も高さも並ではない。乗り手も馬も極度の集中力を必要とするので、観客も息を殺して試合を見守るのが常なのだ。


　笠井が馬場に視線を戻すと、ちょうど最後のトリプル障碍の袖に雨宮が立っているのが見えた。


　雨宮は最終試合直前に戻って来たのだ。もう松浪はサンダーブレイズに騎乗していて、遠くから雨宮の姿を見つけ、「啓」と呼んだ。笠井が心配になって見ていると、雨宮は近づいて、視線を合わせないまま「すみませんでした」と謝罪の言葉を口にする。松浪も「あとで言うことがある」と言葉少なに応じ、それきりになった。


　その直後に試合が開始されたが、大障碍にエントリーしていた五人の選手はさすがという腕前で、結局、三人が減点ゼロで競技を終えた。


　障碍飛越競技はノーミスがゼロ点で、障碍を嫌って逃げたり直前で停止したりすると減点３、障碍を飛び越えても落下させたりすると、落下といって減点４となる。さらにタイムオーバーも減点の対象になる。


　減点ゼロの三人が、同列で決勝ジャンプオフに進むことになった。


　これからそれぞれの障碍が10cmずつ、高くされるのである。最終のトリプルバー障碍は、最高１８０cmになった。


　その手前には、馬が苦手とする水濠に、高さはそれ程でもないが幅のあるレンガ障碍がある。決勝に出られなかった２頭はいずれもここでタイムアウトになっていた。


　最初の競技者は他所の乗馬クラブからのゲストで、首の太い葦毛の『ソネット』という馬に騎乗していた。輸送で疲れていたとみえ、初回の走行の時も後半スタミナ切れしていたが、決勝では残念ながら第５障碍で３回拒止きょしし、失権となった。


　次の騎手はこのクラブの女性会員で、国体で入賞したこともあるというベテランだ。笠井が見ていると、軽い体重を生かし、次々とスムーズに馬を飛越させていく。が、続けて２つ障碍を落下させ、水濠を嫌って横へ逃げた所で、タイムアウトになってしまった。


　落下した障碍を直し、審判が白旗を上げる。


　笠井は入り口の埒を開けた。


「松浪さん、頑張って下さい」


「ああ」


　松浪は膝を使って　サンダーブレイズを中へと進める。人馬ともピリピリした雰囲気が察せられ、笠井は漠然と不安になった。


　ふと、雨宮が暗い眼で松浪を追っているのに気づく。黒い馬の不吉な言い伝えが頭をよぎった。


（バカだな、もうッ、こんな時に……）


　日没が近づくにつれ、風が強くなっていた。いつのまにか、西からむくむくと黒い雲も沸いている。背中がぞくぞくとしきて、笠井はその場で急いで足踏みをした。


　既に障碍の高さはどれも１５０㎝以上だ。松浪はサンダーブレイズを第１障碍へと向ける。走り高跳びのような横木おうぼくという高さはあるが幅のない垂直障碍で、サンダーブレイズは難無く飛び越えていく。


　次はオクサーという、横木が二本並んだ幅のある障碍だ。続いて、二本の柵の間に植木がびっしりと並べられた『生け垣』障碍を越える。


　黒い大きな馬はまるで体重を感じさせず、空へ舞い上がる。着地の時、ズンという音がして一瞬沈黙が破られるが、あとは静かだ。馬場は砂地なので蹄の音は消え、粗い馬の鼻息と、障碍の踏切に合わせ「ハアッ」という松浪の掛け声が時折耳に到達するだけだ。


　夕日に汗をかいた黒い馬体が光り、笠井は綺麗だとは思った。だが先程頭をよぎった不吉な考えのせいで単なる美しいというよりも、魔性の美しさを感じて身震いをする。


　レンガ障碍の手前でサンダーブレイズが、やや歩みを鈍らせた。が、松浪は脚でぐいと馬体を推す。一瞬、サンダーブレイズは躊躇したようだったが、大きく飛び上がる。踏切のタイミングが少しずれて後肢が障碍に触れ、落下はしなかったものの、大きな音が響いた。


　びくりとサンダーブレイズは耳を後ろへ寝かせる。


　その瞬間、強く風が吹いて、水濠にたたえられた水の表面がざっと波立った。


　馬が水濠を避けようとするのを、松浪は今日初めて鞭を使った。右手で鞭を逆手にもち、後ろへ腕を伸ばして腰にピシリと入れる。


　そのまま片手綱で水濠を飛び越える。一気に最後のトリプルバーへ向かった。


　次の瞬間、馬がピタリと止まった。


　右手で手綱を持ち替えようとしていた松浪は、バランスを失って前へ投げ出される。ふわりと男の身体が宙に浮き、笠井は「あっ」と声を上げた。


　バーにぶつかったためか、松浪の被っていたヘルメットが外れて飛ぶ。松浪の身体は障碍の上に落ちた。ガラガラという音とともに障碍が崩れ、その音で馬が走りだす。


　松浪が引きずられ、障碍の根元のコンクリートに当たって、鈍い音がした。そばに立っていた雨宮は呆然と立ち尽くしているだけだ。


　大きな黒い馬は持ち主を引きずったまま、走りだした。


　笠井が見ると、松浪は鐙から長靴ちょうかが抜けず、逆さまに引きずられている。笠井は夢中で柵をくぐり、馬場へ飛び込んだ。一瞬、脇を走り抜ける所をジャンプして馬の首に抱きつく。太い首に、自分の風に晒されて冷たい頬を押し付けた。


（あったかいね、お前は）


　場違いなことを考えながら、抱えた腕に力を込め、頬を擦り付ける。


（気持ちいいよ、すごく）


　ふいにスピードが落ち、自分の足が地面についた。急いでぶら下がっていた手綱を取ると、もう一度首にしがみついて「ありがとう」と囁いた。


　他の障碍についていた厩務員がやって来て、挟まっていた鐙から長靴を外し、松浪を立たせる。松浪はさすがに落ち着いていて、笠井に一言「助かった」と礼を言う。大きく溜め息をついて、「いやー、最後でちょっとドジったな」と簡単な感想を漏らしたので、タフな男だと笠井は舌を巻いた。


　トラブルがほんの僅かの間だったので、観客も驚く暇がないといった様子で、あまり動揺もなく、競技の終了を審判が宣言する。他の二人の選手と同様、松浪も落馬による失権だったが、三人の中で一番多く障碍をクリアしたということから優勝に決まった。


　アナウンスがあり、松浪は「ちぇっ、あんまりかっこよくないな、落馬して優勝なんて」と落ちたヘルメットを拾いながら言う。その様子を見て牧之瀬が走って来ると、心配そうに「頭、打たなかったか？」と尋ねた。


「大丈夫だ、たいしたことない」


　話しながら去って行く二人を、雨宮が血の気のない顔で見つめているのに笠井は気づいた。


「雨宮さん？」


　声をかけると、「言ったろ、サンダーブレイズは不幸をもたらすって」と誰に言うともなく呟く。黙々と青い顔のまま、障碍の撤去の作業を始めた。笠井は何も言うことが出来ず、他の厩務員を手伝いに、その場を去った。







　表彰式では入賞者には記念のメダルと盾が贈られたが、競技参加者にも参加賞が全員に配られた。


　女性にはエルメスのスカーフ、男性には同じくネクタイという大盤振る舞いで、さすが、オーナーが代わったお披露目にふさわしい。全員が満足して大会は終了した。


　工藤校長とＶＩＰの面々は、オーナーである松浪の祖父がホテルでもてなしの宴を用意しているため、ハイヤーに分乗してクラブから立ち去った。あとはクラブハウスでの会員の親睦パーティである。


　Ｊ医大の馬術部員達を「手伝ってくれたお礼に」と松浪が招待する。昼間のバイキングは中華の点心だったが、夜は立食形式ながらも本格的なフランス料理がクラブハウスのラウンジに用意されていた。


「親父のホテルのレストランに、特別いい料理、出すように頼んであるからさ」


「うわっ、ヤッター！」


　昼の弁当も美味しかったが、無論笠井には量が足りず、とっくに腹ぺこだった。


　ラウンジは三十畳程の広さで、立食用テーブルを真ん中に用意すると、会員と厩務員が揃い、かなりの混雑だ。先程からポツポツと雨が降りだし、当初の予定ではクラブハウスの前にもテーブルや椅子を出して会場の狭さを補うはずだったのが、残念ながら中止となる。


　しかし裏に屋根付のしゃれた十畳程のテラスがあるので、そちらにも会員達は御馳走を乗せた皿を持って繰り出していた。


　試合で賞を取った会員達の周りには人が集まっていて、お互いの健闘を称え合っている。前のオーナーからの会員も多く、雨宮も沢山の人々から声をかけられた。相変わらず松浪は如才なく酒を注いでまわり、そのあとを女性たちが追いかけていて、笠井や牧之瀬が話しかける余地もない。いつものパターンである。


　そのうち笠井は、例の松浪と付き合っていた梨香子という女性に捕まってしまった。


「うーん、つまんなぁい、相手してよォ」


「ま、松浪さん、あっちですよッ」


「変なオヤジたちと難しい話、してんですもん」


　梨香子は屈託なく笑いかけながら、紫色のドリンクの入ったグラスを手渡す。自分も一つに口をつけながら、「あなたさぁ、医学生なんでしょォ？」と尋ねる。


「え、ええ」


　近くで見るとたいした美人で、ケロッとした明るさは憎めない。笠井が抱いていた、男二人を手玉に取る悪女といったイメージは泡と消えてしまう。


「わぁ、玉の輿じゃないッ、ねッ、あたしと遊びましょ？」


「だっ、駄目ですよッ」


　つい胸の深い谷間に眼が行き、笠井は『いかん、いかん』と自制する。


（俺が好きなのは、牧之瀬さんなんだから！）


　グレープジュースだと思って手渡されたグラスを飲み干すと、これがバイオレットフィズで、頭がクラクラしてきた。


　梨香子は会場が混んでいることを理由に、グイグイと身体を押し付ける。薄いニットのドレス一枚では、ほとんど生肌といった感触で、真面目で馬一筋の雨宮が陥落したのも無理ないと、笠井は思った。


「だっ、大体、あなたは婚約してらっしゃるじゃないですかッ」


　梨香子はぷっと吹き出す。


「やあねぇ、お堅いんだからぁ」


　くりっとした大きな眼で、いたずらっぽくウィンクする。


「分かってないわねぇ、女ってのは綺麗なものや楽しいことで、周り中をいっぱいにしときたいのよォ？」


「うーん……」


　七つ年上の姉のことを思い出す。しょっちゅう通販で洋服を買っていて、笠井が「こないだ買ったのと、そっくりじゃないか」と非難すると、「分かってないわねえ、ほら、襟とここが違うじゃないの！」などと言い返してきたものだっけ……なんとなく梨香子の気持ちが分かったような気がした。


　だからといって、お付き合いに応じる気はない。


「あ、雨宮さん！」


　火種になるとも知らず、ちょうど通りがかった雨宮に梨香子を押し付けると、スタコラその場を逃げ出した。


　さっき間違えて一気飲みしたバイオレットフィズが効いてきて、しだいに瞼が重くなる。父と祖父が大酒飲みという家系で、実は子供の頃から晩酌につきあわされていた。そういった事情で酒には慣れていたが、飲むと寝てしまうタイプなのだ。パーティはまだ始まったばかりで、


（ちょっと一眠り、しよう）


　そっとクラブハウスを出ると、厩舎へ向かう。


　扉を少し開け、中へ身体を滑り込ませた。甘い干し草の香りが漂っている。笠井は胸一杯に、空気を吸い込んだ。


（やっぱ、香水より、こっちのがいいや）


　ラウンジは煙草に香水の香りがきつく、むせ返るほどだったのだ。


　すでに通路の明かりは消され、壁の所々についている非常用の常夜灯のみで、薄暗い。馬たちは今日の試合で皆疲れていて、いつもなら鼻を鳴らしたり、蹄で床を蹴ったりしているのだが、しんと静まりかえっている。


　ほとんどの馬は立って眠っているのだが、ブロンコの馬房を覗くと、藁の山の中に居心地良さそうに足を折り畳んで座っている。


「ちょっと失礼」


　柵をくぐって入り、ブロンコの胸元に身体を横たえた。ブロンコは嬉しそうに鼻面を押し付けてくる。たてがみを撫でながら、「ちょっと、寝かせてくれよな」と首を抱くと、一緒に藁の中に潜り込んだ。


（あったか……） 
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　松浪は、昼間あまり声をかけられなかった会員を選んでそばに行き、グラスを片手に話しかけていた。大学の馬術部時代に会得した、気配り精神という奴である。無論、どの会員も松浪が実質的なオーナーということは理解している。話しかけた人々全員に、潰れそうだったクラブの立て直しに成功したことを称賛され、松浪は少し肩の荷が降りたと思った。


　このクラブは雨宮の父が大切に育て上げ、息子へ引き継ごうと情熱を注いでいたのは知っていた。


（これで啓も、喜んでくれるだろう）


　雨宮はと見ると、昔からの会員と歓談している。


「良かったな、馬が続けられて」


「試合にこれからも、出るんだろう？」


　曖味に返事をするのが分かり、松浪は心の中で歯軋りをした。


（どうして、うんって、言わないんだ！）


　何度、公式試合にエントリーするよう勧めても、雨宮は承諾しないのだ。松浪に生活費から、父親の入院費まで総てを賄ってもらっていることが、彼のプライドを傷つけ、かたくなにさせていることは分かっている。


　が、それとこれとは別だと松浪は口をすっぱくして言っているのだが、雨宮の固く閉ざされた心はますます、貝の殻のように口を閉じてしまうのだった。


「僕はもう、そんな身分じゃないですから」と言う雨宮の言葉で、いつも議論は終わりになっていた。


（今日だって、お祭りなんだから一緒に出ようと言ったのに……）


　誰か親しい会員に説得するよう、頼んでみてもいいかも知れない。思いついて見回すと、中年の男がひどく親しげに雨宮と話をしているのが見えた。


　片隅に雨宮を連れて行き、顔を寄せて喋っている。雨宮の父の友人で、貿易会社を経営している男だ。熱心な会員の一人で、自馬もこのクラブに預けているが、それもイギリスの有名な厩舎からわざわざ買った馬だった。


（なに、話してんだよ）


　気になったが、取り巻きのせいで話題が途切れず、近づけない。そのうち人混みにまぎれてしまった。


（どこ、行ったんだよ！）


　あたりを頭一つ高い背で睥睨していると「雄祐君」と肩を叩かれた。長沢という父親の知り合いで、証券会社の役員である。


「お父さんはみえなかったようだね」


「ええ、今、忙しいし、子供の遊びには付き合えないって、いつも言ってますからね」


「そうだろうな」


　何やら奥歯に物の挟まった言い方で、松浪は怪訝に思った。


「お祖父さんは元気かね？」


「あの年代で生き残ってるのは、元気なのばかりですよ」


「その通りだ」


　長沢は大笑いし、煙草を取り出すと火を点ける。深々と吸い込むと、松浪の肩を叩いた。


「しかし君は経営の才能があるよ。こんなボロクラブを立て直したんだからな。いい跡継ぎがいて、お祖父さんも安泰だろう」


　多くの人々が松浪のことをクラブ経営はほんの趣味でやっており、いずれは父や叔父の跡を継ぐものと思っているのである。訂正するのも面倒なので、松浪は勝手に思わせておくことにしていた。


「君、このところの株価はどう思うかね」


「さあ、下がってんじゃないですか、不景気だから」


　全く興味のない話題であったが、適当に返事をしておく。


　長沢は含み笑いしながら、「松浪デパートの株価が随分下がっているんだが」と小声で言う。


「叔父さんに代わって君のお父さんが社長になるというあの噂は、本当かね？」


「はぁ？」


　どこからそんなデマが飛んだのだろうと、松浪はあんぐりと口を開けた。


「長沢さん、親父の気性は知ってるでしょう？　今だってあのグループから抜けたがってるのに、そんな訳、ないでしょう」


「そうかね、手駒の浅田君を叔父さんの所に潜入させたのは、その布石じゃないかともっぱらの評判だよ？」


　確かに四月から父の秘書室長だった浅田宗一は、デパート部門の総務部長に抜擢されていた。この人事には皆が驚いたものである。しかし、これは祖父の強引な引き抜きだったのだ。


「それは嘘です」


　松浪は断言する。


「そうか、やはり株主総会を睨んでのデマかなこりゃ」


　長沢は考え込む。


「とにかく、俺から情報を得たらインサイダー取引になっちゃいますよ」


　冗談めかしてそう言うと、松浪は長沢から離れた。


　だが頭は忙しく回転始める。


　経済学部を卒業したのだから、経営や株価のことくらいは知っている。株主総会が間近にあることも知っていた。


（株価を人為的に下げて、総会で一悶着起こそうとしてる奴がいるってことか？）


　松浪は手に持っていたオンザロックを飲み干した。


（いったい、叔父貴はどうなんってるんだ？）


　このところ、叔父の俊之の顔色がひどく悪く、いつもぼんやりしているのには気づいていた。元々、自分の知っている俊之は活発で外交的な母と正反対で、繊細で優しく、美術品をこよなく愛するディレッタントなのだった。小さい頃、美術館で何時間も一人で過ごしている叔父を見て、館長だと信じていた時もあった。


（会社経営なんて、叔父貴のタイプじゃないもんな。爺さんの言う通り、俺って叔父さん似なのかな）


　自分には何故か経営の才能があって乗馬クラブの経営も軌道に乗ったが、それは好きな馬のことだからだ。経営者はリストラしたり、査定をしたり、あまり楽しくないこともしなければならない。それも皆、


（啓の為なんだ）


　この乗馬クラブが無くなったら、雨宮は自分のそばからいなくなってしまう。だからそうならない為には、どんな大変なことでも我慢できるのだ。


　ふと、雨宮が梨香子と何か話しているのが見えた。


（なんだよ、あいつ！　まだ梨香子に未練があるのか？　あんなにきっぱり言ってやったのに！）


　胸がむかついてきて、そばのグラスを取り、煽る。さっきから頭の芯に鈍い痛みが生まれていたが、かまわずもう一杯飲み干した。


「啓！」


　声を出す前に、雨宮は梨香子の前から離れ、クラブハウスの外へと出て行く。


「梨香子！」


　松浪は大股に梨香子へと歩み寄り、「今、何、話してた？」と睨んだ。


「別にィ、啓ったら、雄祐と結婚するのかって聞くから、ううんって答えたのよ。そしたら、どっか、行っちゃった。それより……」


　梨香子は甘え声を出して擦り寄る。


「ねぇー、これからどっか行って遊ばない？」


「悪いが、そんな時間ないよ」


「ひっどォい、わざわざ、デート、取りやめて来たげたのにィ」


　大きな眼で上目使いに松浪を見詰め、水蜜桃そっくりの柔らかそうな白い胸を、ぷるるんと震わせる。この攻撃にはいつも松浪は弱かった。


「はいはい、分かった分かった」


　急いでジャケットの内ポケットに入れておいた包みを梨香子の手に押し付ける。


「ほら、エルメスのスカーフにネクタイだ、婚約者にプレゼントしてあげなさい」


「あらぁ、嬉しい」


「その代わり、もう少し爺さんどもの話し相手、してやってくれよ。梨香子みたいな美人がそばに来るとみんな喜ぶからな」


「いいわよォ」


　梨香子は猫のようにすりりと松浪に身体を押し付けると、人込みの中へ入って行く。いつもつけている濃厚なシャネルの香りと、柔らかな肌の感触が残り、


（うわっ、いかん）


　何やらムラムラしたものが頭をもたげる。


（俺って、ほんと、懲りない……アルコールが回ってきたのかな）


　鈍痛のする頭を両手で押さえ、パーティ客の間を擦り抜けて戸口へ向かう。


「松浪君」


　腕を摑まれ、振り向くと、さっき雨宮と話し込んでいた山岡という男だった。


「今、啓君に聞いたら、雨宮さん、だいぶ良いそうだね」


「ええ、まあ」


　言語障害は少し残っているものの、歩行器を使って歩けるようになったと松浪も聞いていた。


「それでね、そろそろ啓君も自分のことを考えてもいいんじゃないかな。だから、松浪君からも、勧めて欲しいんだ」


「何をです？」


　山岡は上機嫌で笑いかける。


「ほら、啓君はイギリス留学を中断してしまったろ？　実はうちのロンドン支店に名目上の社員として採用して、留学を続けさせてあげようかと思ってるんだよ」


「え？」


　松浪の顔が怒りに歪んだのに気づかず、話し続ける。


「啓君のお父さんにはうちもだいぶ世話になったしね。やはり、オリンピックを目指すには、本場に留学しなくちゃな。そうすればお父さんも喜ぶと思うし……どうかな、君もぜひ勧めてくれないかな？　君の口添えがあれば、彼もきっとうんと言うと思うのだが……」


　終わりまで聞かず、「失礼」と遮り、松浪は外へ出た。


　激しい怒りが込み上げてくる。


（啓の奴……イギリスへ行くつもりなのか……）


（俺から、離れるつもりなのか？）


　松浪は小雨の中を厩舎きゅうしゃへ走った。


　入り口が少し開いており、中へ上半身をねじ込む。


　所々に点いている常夜灯が、馬の大きな影を壁や通路に投げかけている。馬たちはゆっくりと体を揺らし、それに連れて大きな影も揺れ、まるで影絵を見ているようだ。


「啓」


　呼びかけて中へ入る。


　時折、馬が鼻を鳴らす音と、体重を移動するたびにおこる、カツカツという蹄の音しか、聞こえない。


「啓、いるんだろ？」


　呼ばわりながら進むと、雨宮がサンダーブレイズの馬房の前に立っているのが見えた。サンダーブレイズは雨宮に首を差し伸べ、雨宮も慕わしげに太い首を摩っている。


「啓、どうしたんだ」


　松浪が近づくと、雨宮はこちらへ暗い眼を向けた。


「なんでもありません、見回っていただけです」


　言いながら、身を屈めて馬房に入った。


「ちょっとサンダーブレイズの足が心配になって。さっきの最終障碍で、痛めてやしないかと思ったんです」


　雨宮は跪き、後肢の腱に指をそっと這わせている。


　俯くと、髪を縛っているせいで、うなじから首筋にかけて丸見えになる。細い首に小さな顎、きゅっと結んだ唇、真剣に馬の足を見詰める瞳は愁いを含んでいるようで、見ていると松浪は胸の中がカッと熱くなってきた。


「啓、お前、イギリスへ行くのか？」


　否定して欲しい、そういった願いを込めて松浪は疑問を口にする。


「え？　ああ……」


　雨宮は微かに頷く。


「そんなことも言われたけど……」


「お前、行きたいのか？」


「だったら、どうだっていうんです？」


　雨宮は急に反抗的な口ぶりになった。


　松浪はびくりと身体を震わせる。


「啓、俺のそばにいるのは嫌なのか？」


　低い声で問いかける。


「どうなんだ、啓」


　真剣な顔付きで自分を見据える松浪に、雨宮は苦しくなって思わず大声を出した。


「そうだよ！　もう僕はあなたのそばにはいたくないんだ！」


　言葉は堰を切ったように、溢れ出す。


「ああそうだ、もう一分一秒だって、嫌なんだ！」


　ずっと今まで隠していた思いを叩きつける。


「もう、これ以上、我慢できない！」


「我慢……できないって……どういう意味だ？」


　激しい言葉に、松浪は驚いて身を引く。今まで、雨宮が自分に感情的な所を見せたことは無かった。


「あなたは僕からすべてを奪ったからだ！」


「奪った？　すべてを？」


　そんな眼で自分をこの男は見ていたのか……頭の中がずきずきして、破裂しそうだ……松浪はこぶしを握り締める。ぐいと一歩、馬房に近づいた。


「そうだ、この乗馬クラブだって……梨香子だって」


「梨香子？」


　雨宮の声がひどく苦しげに聞こえ、松浪は腹の底に冷たい怒りを感じた。


「お前、梨香子がまだ好きなのか？」


「ああ、そうだ」


「嘘をつけ！」


　松浪は叫ぶ。


「お前があいつを愛してるなんて、嘘だ！　本当に愛してたら、どんなことをしてでも、手放さない筈だ！　それをお前は俺が梨香子と寝たと知ったら、さっさと身を引いたじゃないか！」


「それは……」


　雨宮は唇を噛む。


「僕はあの時、借金を背負ってたからだ……雄祐との方が、幸せになれると思って」


「大嘘だ！」


　松浪は身を屈め、馬房に入る。近づいて、火のような眼で見下ろした。


「本当に愛していたら……どんなことをしても、自分のそばに置いておきたいと思うんだ！」


　雨宮の肩を、大きな手で鷲摑みにする。


「啓！　お前をイギリスなんかに行かせない！」








　おが屑の敷かれた床に頭を打ち付け、雨宮は一瞬意識が遠のいた。


　何が起こっているのか判らない。


　ぼんやりとした視界に魔物のような巨大な黒い影が踊り、それがサンダーブレイズの馬体だと理解した瞬間、雨宮の身体から総ての力が抜けていった。 
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　厩舎に漂う甘い干し草の香りと暖かな和毛にこげに誘われ、馬房の中で馬の首に頭を預け、笠井良は楽しい夢を見ていた。


　何度も見た内容なのだが、お気に入りのビデオを繰り返し見るようで、夢とは知りつつもひどく幸せな気分になっている。


（牧之瀬さん……）


　それは先輩の牧之瀬拓実に初めて遇った日から、馬術部に入部して一緒に練習をするようになった今日までの、ダイジェスト版のような夢なのだった。


　新入生の勧誘のため、黒と白の颯爽とした乗馬服でグラウンドに立っていた牧之瀬。真っ白いシルバーアロー号で、次々に障碍を飛越していく牧之瀬。厩舎の片隅で、俯いて熱心に馬の足を摩っている牧之瀬。


　どの姿も笠井の心を捉えて離さない。


　美しい顔と格好の良さに初めは惹かれたが、クラブ活動にも学業にも熱心に取り組むいささか堅苦しい性格の一方、動物に対する暖かな心も備えていて、それが自身も動物好きな笠井の心を惹きつけた。


「君、馬が好きなの？」


　牧之瀬に初めてかけられた言葉だ。忘れるはずもない。そして、


（牧之瀬さんも覚えていてくれた……）


　いつだったか、「先輩、初めて遇った時、僕になんて言ったか、覚えてます？」と尋ねた。


「ああ、覚えてるよ。『馬が好きなの？』って言ったんだ」


　ほんの一月ほど前のことなのだから、覚えていても当たり前かも知れない。それでも笠井は特別に嬉しく感じた。


（いつかあの人と……）


　どうなりたい、という具体的なことはまだ思いつかないほど、淡い恋心であったが、


（せめて一緒に試合に出たい）


（そうだよ！　せめて……同じチームの一員として試合に……）


　それすらも初心者の自分には遠い目標だが、まだ実現可能かも知れないと、笠井は思っていた。


　それにしてもこの夢は何度見ても見飽きることがない。


（もっと、もっと……ずっと見ていたい……）


　そう念じながら、笠井は牧之瀬の美しい顔を瞼の裏側に浮かべていた。








　蹄の音と馬房の壁に何かが当たる音で笠井は眼が覚めた。


　ぼんやりとした視界に、ブロンコの茶色いつぶらな瞳が飛び込んでくる。


（あ、そうか、寝てたんだ）


　ごそごそと身体についた藁をはたきながら、四つ這いのままで馬房の柵の所まで行く。


　奥の方で、物音がしている。争っているような人声も聞こえた。


（あれ？　なんだ？）


　首を突き出すと、ちょうどサンダーブレイズの馬房が覗ける位置だった。


　サンダーブレイズは不穏な雰囲気で首を上下に振り、広い馬房の隅に馬体を寄せている。


　厚く敷かれたおが屑の上に人影が見えた。


（え？）


　次第に眼が慣れて来た笠井は、とんでもないことが起きているのだと悟った。


（え、ええッ、ど、どうしたらッ）


　始めは喘ぐ声と覆い被さっている松浪の身体から、雨宮が殴られているのかと思った。が、いくら未経験とはいえ、エッチビデオぐらいは見ている。その喘ぎ声が、どんな種類のものかはすぐ分かった。


　雨宮は後ろ手にベルトで縛られており、ズボンは下着ごと膝まで引き下ろされている。頭はおが屑に押し付けられて、横に向けられた顔は苦しそうに歪んでいた。両膝を床につけ、くの字の状態に腰を持ち上げていて、その高く掲げた剥き出しの腰に、松浪が自分の欲望を後ろから叩きつけているのだった。


（いったい全体ッ、なんでまたッ）


　これが女の子がレイプされていたのなら、笠井も飛び出して行ったろう。だが相手は男で……しかも雨宮だ。レイプなのか合意なのかも解らないし、何をしたらいいか見当も付かない。


（雨宮さんと松浪さんが……）


　もうこれは見なかったことにするしかなかった。そろそろと四つ這いのまま、バックして、ブロンコの元へ戻る。


（まっずいな……早く終わってくれよーッ）


　ところが喘ぎ声はなかなか収まらない。


（ひゃーッ）


　ブロンコの首筋に顔を埋める。そのうち緊張で神経が研ぎ澄まされ、荒々しい松浪の喘ぎと身体のぶつかり合う鈍い音の中から、雨宮の呻き声が聞き分けられるようになった。


　松浪の「啓ッ」という太い押し殺した声と入り交じり、耳に届く。


（うっわーッ、まずいッ）


　笠井は急いで耳を塞いだ。








　欲望を吐き尽くすと、松浪は雨宮の体内から自分のモノを引き抜いた。


「あッ……ハアッ」


　雨宮は大きく溜めていた息を吐いた。高く上げていた腰がくたくたと崩れ、松浪の足元に上を向いて横たわる。細い腰と白い肌が剥き出しになった。


　粗く上下する胸と、反対にぴくりとも動かない手足は、残酷な猟師に狩られた獲物のようだ。その痛々しさに、松浪は現実を取り戻す。


「大丈夫か」


　問いかけに答えず、雨宮は頬を紅潮させ、ぎゅっと眼を瞑っている。


　松浪は抱え起こし、おが屑にまみれた顔をそっと払ってやった。


「すまん」


　その一言に雨宮はぱっと瞼を開き、松浪を睨む。松浪の手を振り払うと、手の届かない所まで腰を引いた。がくがくと震えながらも、下着とズボンをさっと引き上げ、「松浪さん」としっかりとした声で言った。


「どうせ僕はこのクラブと同じ、あなたの持ち物のようなものだ。僕に何をしようと、あなたの自由だから」


　呆然と見詰めたままの松浪に、追い打ちをかけるように言い渡す。


「好きにしたらいいでしょう。こんな身体で良ければ、いつでも使ったらいい」


　雨宮はズボンのおが屑を振り落とすと毅然として立ち上がり、膝をついたままの松浪を冷たい眼で見下ろす。


「ちょうど部屋も隣なんだから、いつでもどうぞ。女を漁りに行く暇がない時はいつでも代わりにすればいいでしょう」


「違う、違うんだ、啓！」


　松浪は真っ青になった。


「そんなつもりで……俺は……」


　雨宮は言いかける松浪に背を向けると、よろよろとした足取りで去って行く。


「啓！」


　呼んだが、振り向かない。


（なんてこった、俺は……）


　松浪はズキズキと痛む頭を抱え、馬房から這い出るとその場にしゃがみこむ。脱ぎ捨てたジャケットを探って、内ポケットからウィスキーの小瓶を取り出した。








　人声が途絶え、足音が去って行くので、笠井はそっと顔を上げた。


　辺りはしんと静まり返っている。


（もう、いなくなったかな？）


　馬房から首を出し、様子を窺う。瞬間、しゃがんでいる松浪と眼が合ってしまった。


（あッ）


　急いで首を引っ込めようと思ったが、もう遅い。


　松浪は一瞬驚いたという顔になったが、「見たんだろう」と低い声で言った。


　今さら、知らぬ振りはできない。首を縦に振る。


「こっちへ来いよ」


　松浪は立ち上がり、となりの装蹄場へ入ると道具箱の上に座り、人差し指をくいくいと曲げる。


　笠井は藁くずを払いながら、そばへ寄った。松浪はウィスキーの小瓶を笠井に見せる。


「飲むか？」


　笠井は急いで手を横に振る。


「俺、酒飲むと、寝ちゃうんで……で、あそこで寝てたんです」


「そうか」


　松浪はぐびりと一口、飲むと、大きく息を吐く。


「見てたんだろ、あれ」


　小さく言った。


「はい」


　笠井が腰を下ろし、横目で窺うと、松浪は焦燥しきった顔で視線は遠くを彷徨っている。唇の色もひどく悪く、脂汗をかいていた。


　先程の行為で雨宮は無論傷ついたが、松浪の心も深く傷ついているのだと笠井は理解する。


　沈黙がしばらく続いて、笠井は言うべきかどうかと悩んでいたが、ついに口を開いた。


「松浪さん……松浪さんは、雨宮さんのことが好きなんですね」


　松浪は驚いて顔を上げたが、また俯く。両手を組んで、膝の間に挟み、「その通り」と答えた。


「その……無理矢理だったんですか？」


　聞きづらかったが一応確かめてみる。


　松波はぎろりと笠井を睨んだが「ああ」と答えた。


　笠井はまた迷ったが、言ってしまう。


「やっぱり、松浪さんは最低です」


　松浪はふいと顔を上げたが、すぐまた下を向き、「その通りだ」と低い声で呟く。


「俺は……あんなこと、するつもり、なかった」


　一言一言、苦しそうに口から吐き出す。


「俺は、あいつを見てるだけで良かったんだ。初めて見た時……あいつは、白い馬に乗って、馬場馬術ドレッサージュの練習をしていて……すごく綺麗だった……」


　その気持ちが分かると笠井は頷く。自分だって牧之瀬に初めて会った時から憧れているのだから、きっと松浪もそうだったに違いない。


「そのうち、見てるだけじゃ満足できなくなって……そばにいたくなった……乗馬をやるようになって、もっと好きになって」


（それで、Ｔ大を受けるの、やめたんだ！）


　牧之瀬が、突然松浪が高校三年の夏に進路を変更したと言ったことを思い出す。いつもたくさんの女性を引き連れて恋に長けていると思われているこの男は、意外に純情なのかもしれないと笠井は驚いた。


「このクラブを買ったのだって、啓にここで馬を続けてもらいたかったからだ」


　松浪は誰に言うともなく、話し続ける。


「啓を自分のものにするなんて、とても無理だと思ってたから……そんなこと、考えたこともなかったよ。だから、せめてライバルになりたかった……」


　松浪はふっと苦い笑いを漏らす。


「だってそうすりゃ、少しは俺のこと意識してもらえるって。俺の望みはそれだけだったんだよ……一緒に試合に出て……二人で決　勝ジャンプオフに残るって」


　大きく息を吐き出した。


「でも、もうそれも駄目になった……あんなことをしたから、啓は一生、俺を憎むよ」


　笠井も胸が苦しくなってきた。


　確かに誰だってあんなひどいことをされたら、一生許さないかもしれない。でも松浪は、好きだからこそ暴走しちゃったのだ。やったことはサイテーで、情状酌量の余地はないけれど、ちょっとだけ気持ちは分かると思った。


　自分だって、牧之瀬の何げない仕草にムラムラときちゃうことがあるのだから。


「君って、なんか変だよな」


　まるで脈絡のない松浪の言葉に、笠井は「へ？」とすっとんきょうな声を出す。


「あ、いや……こんなこと、誰にも言ったこと、なかった……牧之瀬にだってさ、なんか、君って、色々聞いてくれそうってのかな、信頼できるんだな、君ってさ」


「そ、そうですか？」


　信頼してくれるのは嬉しい。何か、自分に出来るようなことはないだろうか……笠井は必死でアイディアを捻り出す。


「松浪さん……」


　遠慮がちに言ってみる。


「そりゃ、雨宮さんは怒ってると思います……けど、ご自分の気持ちをちゃんと伝えたらどうですか？」


「え？」


　松浪は顔をこちらへ向ける。


「気持ちって？」


「雨宮さんを心から愛してるってことをです」


　松波は真っ赤になり、笠井をじっと見る。


「だって、いじめようと思ってしたんじゃないんだから、ほんとに愛してて、どうしても欲しかったんだって、ちゃんと言えば……」


「許してくれるかな？」


　松波は期待に満ちた顔をする。それはちょっと虫が良すぎると思ったが、おぼっちゃまの所以だろうと笠井は良く解釈してやる。なにもここで追い打ちをかけることはないので、「きっと許してくれますよ」と言った。だが松浪はまた俯く。


「いや……駄目だよ……あいつはプライドが高い男だもの」


「俺からも、言ってあげますから！」


　どうも笠井も人がかなり良いのである。すっかり、自分と牧之瀬にシンクロして考えて始めていた。二人にはうまくいって欲しいのだ。少なくとも、


（雨宮さんだって、単なる暴力を奮われただけって思ってるんじゃ、あんまりだもんな）


「傷つけようとしたんじゃないって、説明すれば……」


「そうか？」


　松浪は嬉しそうに顔を上げた。


「じゃあ、今すぐ行こう」


「ちょ、ちょっと待って下さいよー」


　立ち上がりかけた松浪を制する。


「二、三日、間をあけてからにしましょうよ、今は向こうもひどく傷ついて怒ってると思いますよ……あんなことされて、すぐには……」


「ウワッ、頭、痛え」


　松浪は頭を抱えた。


「そうだよな」


　急いでウィスキーを一口、飲む。


「俺、しばらく向こうに行かない方がいいな。もう少し、ここにいるから」


　ふいに真剣な眼になって「頼む、今のこと、誰にも内緒にしてくれ」と言った。


「いいですよ」


「男の約束だぞ、牧之瀬にもな」


　顔を顰めながらウィスキーを飲み続ける松浪を残し、笠井はその場を後にした。








　クラブハウスに戻ると、雨宮は牧之瀬と話をしていた。違うタイプの美形が二人、並んでいるのはなかなか人目を引く。


　雨宮は今日のドレッサージの注意点を熱心に説明しているようだ。動揺の見えないその姿を見て、口も利けないほどショックを受けたわけではないのだと笠井は少し安心した。


　いつも口数の少ない雨宮は馬術のことになると情熱的になる。浅黒い肌、太い眉に黒々とした大きな眼の雨宮と、色白で茶色の髪に繊細な美貎の牧之瀬は、正反対のタイプで、


（うーん、でも俺の好みは、やっぱ、牧之瀬さんだよな）


　呑気なことを考えながらそっと脇を擦り抜け、まだ沢山残っている料理を片付けにかかった。


　やがて楽しいパーティも終わりに近づく。


　夜も遅くなって、会員達も帰路につき始める。会場ががらんとなった頃、牧之瀬が「そろそろ僕達も失礼しようか」と、笠井を探して現れた。


「もう他の部員も帰ったし……」


「あれ、そうですか？」


　笠井が旺盛な食欲を満たしている間に、副部長も他の新人もとうに引き上げていた。


「雄祐は？」


「あれ、いないんですか？」


　見回すと、確かにいない。


　ラウンジは閑散として雨宮の姿も見えない。


「雨宮さんは？」


「ロッカーへ着替えに行ったよ」


　ジーンズにいつもの黒い革ジャンを羽織り、雨宮が階段を降りて来た。


「雄祐、上にいる？　僕達、帰るんだけど」


「いいえ、いらっしゃいませんでしたよ」


　雨宮は目を伏せ、淡々と答える。


　笠井は『もしかしたら、まだ厩舎かも』と思いつく。


「さっき、厩舎で酒を飲むって言ってましたよ？」


　雨宮に暴行現場を自分が見ていたと知られたくない。少し話を変えて牧之瀬に言った。


「なんだよ、あいつ。責任者のくせに」


　牧之瀬はプリプリしながら、笠井を促してクラブハウスを出た。


　馬場の照明も消され、もう辺りは真っ暗だ。雨は上がっていたが、道はぬかるんでいる。滑らないようにと、二人はゆっくり厩舎へ向かった。


　厩舎に着くと、牧之瀬は「雄祐ー」と呼びながら、中へ入った。


「おい、どこにいるんだよー」


「松浪さーん」


　二手に分かれると、笠井は探しながらサンダーブレイズの馬房の前まで行った。だが松浪の姿は見えない。


（やっぱ、ここじゃないんだ）


　ふと、冷たい風が頬を撫でる。


（あれ？）


　突き当たりの扉の閂が外れて、少し透き間が開いている。


（夜はちゃんと、閉める筈なのに……）


　ちゃんと閂を渡し、暗がりをそっと戻ろうとすると、サンダーブレイズが急に馬体を揺らし、いななき始める。


「ど、どうしたんだよ」


　笠井は急いでそばへ寄り、頭絡を摑んだ。


「どうどう、大丈夫だよ、俺だってば！」


　サンダーブレイズの興奮が収まらないので、牧之瀬も不審に思い、駆けつけた。


「どうしたんだ、笠井」


「わかんないです、いきなり騒ぎだして」


「もしかしたら、蛇でも馬房に入り込んでるのかな？」


　厩舎には飼料などの餌が豊富なので、ねずみが多い。時にそのねずみを食べようと、蛇が入ってくることがあるのだ。


　牧之瀬は近くの電灯のスイッチを入れる。その途端、「雄祐！」と叫んだ。


「え、え？」


　笠井が牧之瀬の視線を辿ると、隣の装蹄場に松浪が横たわっている。何かにつまづいて倒れたような姿勢で、手足は不自然に折れ曲がっている。俯せで顔は向こうを向いていた。


「雄祐！」


「松浪さん！」


　二人でそばへ行くと、いびきのような深い息が聞こえた。


「なんだ、酔っ払って眠ってたのかー」


　笠井はほっと安堵の息を漏らした。だが牧之瀬は真剣な表情でそばにひざまづくと、そっと身体を仰向けにする。そして瞼を押し開け、覗き込んだ。


「瞳孔不同がある。笠井、救急車だ」


　声は震えていたが、しっかりとした口調で牧之瀬は宣言する。


「どうもおかしい。倒れた時、頭を打ったかもしれない」


「え、ええーッ」


「僕はここについているから、すぐ、クラブハウスへ行って、雨宮さんに話すんだ！」








　クラブハウスへ全力疾走しながら、笠井の頭の中は色々な想いでぐちゃぐちゃだった。


　一番考えられるのは、酔っ払って転んで頭を打ったということだが……もし、誰かに殴られたのだとしたら……黒いベンツと切り裂かれた鞍のことを考えたくないのに、どうしても考えてしまう。


（んな、バカな……）


　クラブハウスにたどり着くと、雨宮が前に停めてあるパジェロミニに乗るところだった。


「雨宮さんッ」


　笠井の慌てぶりに、雨宮は動作を止める。


「雨宮さんッ、松浪さんがッ、大変ですッ、大ケガしてッ」


「ええッ」


　雨宮は身体を硬直させ、半開きのドアに寄りかかる。


「どういうことだ？」


「厩舎の中で倒れて、頭を打ったらしいんです！」


「雄祐が？」


　雨宮の顔が蒼白になった。


「雄祐！」


　走りだそうとするのを笠井は引き留め、「すぐ救急車を呼んで下さい」と言うが、「放せ！」と泣き出しそうな顔で叫ぶと、笠井の制止の手をもぎ離し、厩舎へと走り出した。


「ああ、もうーッ」


　仕方ないのでクラブハウスに飛び込み、残っていた厩務員に手早く説明する。電話に飛びつき、１１９番を押した。








　松浪はＪ医大の脳外科に運ばれ、病名は頭蓋骨骨折による急性硬膜外血腫だった。骨折によって血管が損傷を受け、頭蓋骨と脳の表面にある硬膜という被膜との間に、出血して血腫が出来るというものだ。命に別状はないが、緊急手術である。


　開頭による血腫除去術が施行されることになり、松浪の父母が呼び出された。


　取り敢えず原因は酒を飲んで転倒し、頭を打ったことになっていたが、牧之瀬と笠井は手術の間、待合室でお互いに不安を漏らし合った。


「ベンツとあの鞍のこと、言うべきだろうか」


　牧之瀬はベンチにもたれ、天井を見上げる。


「この事件と関係があるなら……やっぱ、言うべきだろうな……ということは、警察にいかなきゃいけない」


　笠井は別の悩みを抱えていた。


　暴行を恨んで雨宮が松浪に危害を加えたということは考えられないだろうか……だがさっき松浪のケガを知った時の雨宮の驚き様は演技とは思えなかった。レイプされたあとも冷静だったのが、あんなに松浪のことを心配するなんて。


　でも状況から見ると、


（雨宮さんが、やっぱり怪しい）


「ただほら、落馬した時、頭を打ったから……」


　牧之瀬の言葉で、急いで考えを中断する。


「落馬した時打ったのが、なんで今頃、悪くなるんですか？」


　笠井の質問に、牧之瀬は「ああ、まだ、習っていないもんね」と詳しく説明する。


「急性硬膜外血腫って、受傷して数時間や数日立ってから、血腫が次第に脳を圧迫して、症状が出ることがあるんだ。もちろん脳内出血みたいに、すぐ悪くなることもあるけど」


　だとすると、たんなる事故ということになるが、どちらにせよ松浪を狙っている人間がどこかにいたことは事実なのだった。


「雨宮さんには話した方がいいね」


「ええッ」


　笠井はつい大声を出してしまい、牧之瀬に怪訝な顔をされる。


「だって工藤さんは単なるお飾りだし、今、一番、責任能力のあるのは雨宮さんだよ」


　少し離れた所に座っている雨宮は、両手で顔を覆い、消耗しきっている。あまり頼りになりそうにないと笠井は思った。


　それにレイプのことを考えると、雨宮を手放しで信用出来ない。ジレンマに陥っていると、「とにかく、言っておこう」と牧之瀬がさっさと近づいて行くので、仕方なく笠井もあとを追った。


「雨宮さん」


　牧之瀬の呼びかけに雨宮は虚ろな眼を向ける。


「僕達……言っておきたいことがあるんですよ」


　手早く黒いベンツに襲われたこと、何度もあとを付けられたことなどを話す。雨宮の表情が次第に引き締まった。


「雄祐はもしかしたら、リストラした人に恨まれているんじゃないかとも言ってた」


「それは……確かにあるかもしれませんね」


「それに今日は鞍を切られたりして、クラブのことを良く知ってる人がやったんじゃないかと思うんだ」


　その瞬間、雨宮の頬が紅潮する。雨宮は急いで横を向いたが、笠井は見逃さなかった。


（まさか、やっぱり雨宮さんが……）


　雨宮は横を向いたまま「とにかく、雄祐がいない間は責任をもって僕が乗馬クラブを守ります」と言った。


「内部の者がやったとは思いたくないけれど……」


「警察に届けるべきでしょうか」


　雨宮の言葉に牧之瀬は首を横に振った。


「そんなことをしたら、みんな取り調べられたりして、乗馬クラブは営業出来なくなっちゃうよ。雄祐が良くなるまで少し様子をみた方がいいんじゃないかな」


　雨宮はすっと背筋を伸ばし、立ち上がった。


「雄祐がいない時に評判は落とさせない。これ以上、嫌がらせはさせません」


　いつもと代わらない冷静な表情に戻り、きっぱり宣言する。


「もし雄祐に恨みがあるなら、これからもクラブに何か仕掛けてくるかも知れない。当直体制も二人にして大事を取りましょう」


「そうだね」


　牧之瀬は頷く。


「雨宮さんが居てくれて良かった」


　雨宮はふと、寂しそうに笑った。


「僕はこにいても、なんの役にも立たない……雄祐が早く治る訳じゃないから」


　手術部の入り口の、明かりを見詰める。


「雄祐のこと、頼みます。僕はクラブに戻って、厩務員に雄祐の病状を伝えることにします」


　しっかりした足取りで去って行く雨宮を見送りながら、笠井はまた、色々、考えていた。


　雨宮が犯人とは思いたくない……でもプライドの高い男がレイプされ、総てを奪われた時、相手を殺したいと憎むのはあり得るかもしれない。それにあの鞍のこともある……けれど松浪が愛している相手に傷つけられたなんて、考えたくなかった。


　ほっと溜め息をつく笠井の顔を、牧之瀬は「どうしたんだ？」と覗き込む。


「なんでも、ないです」


　レイプのことは牧之瀬には言えない。松浪と約束したのだから。でもなんだか秘密を持ってしまったようで、笠井は牧之瀬の眼を真っすぐ見ることが出来なかった。 
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　次の日笠井は午前中の授業が終わると、急いで大学の校舎から隣接して立つ付属病院棟へ向かった。


　受付で調べてもらうと、松浪はまだ集中治療室から出ていなかった。


　手術部と同じ階にある集中治療室は、手術も可能という設備の整ったものだ。心臓外科などでは、急変するとその場で開胸手術になることもある。松浪はそれより１ランク下の、一般病棟にある集中治療室だった。


　無論、面会は出来ないのだが、医学生という身分を生かし、集中治療室へ行ってみる。


　白いカーテンが揺れ、消毒薬の匂いが漂う廊下を歩いていると、笠井は緊張して来た。医学生とはいえ、まだ一年生では病院に足を踏み入れる機会はあまりない。


　中学の時にバイクで事故って、二週間程入院していた病院は、一家総出で働いているといった個人経営の小さなもので、アットホームな雰囲気だった。しかも自分の母親もそこで栄養士として働いていたので、小さい頃からよく病院に顔を出して院長にかわいがられており、自宅の延長といった感じだったのだ。


　さすがに大学病院ともなると、まるで雰囲気が違う。壁の案内板も英語と日本語の二カ国語で書かれているし、


「この血液、すぐ下へ持ってって、交叉適合試験クロスマッチ、頼む」


「ＭＲＳＡマーサですかね？」


「うーん、骨髄穿刺マルクの必要、あるな」


　話されている言葉も、英語・ドイツ語に専門用語が飛び交って、まだ笠井には意味が分からず、吹き替えなしでアメリカのＴＶドラマを見ているようだと辺りを見回す。


　白衣を着て聴診器を首から垂らし、自信に満ちた顔で闊歩している医師達は、とても自分の将来の姿とは思えない。なんだか心細くなって来た。


　３階の外科病棟へ行くと、ナースステーションのすぐ隣の集中治療室で、幾つものモニターから監視音が鳴り響いている。廊下に面した窓は磨りガラスで中が見えないので「知り合いなんです」と師長にわけを話し、ナースステーションに入れてもらった。


　境の扉のガラス越しに覗き込むと、牧之瀬が白衣姿で中に入っている。


　牧之瀬もまだ学生の身分であるから治療に参加している訳でもないが、何か出切ることを一つでもやりたいと申し出ていたのだった。


　主治医の指示に従って、動脈留置カテーテルから動脈血を採取している。シリンジを持って部屋から出てくると笠井に気づき、「中検に持っていくんだ」と言う。


　中央検査部でガス分析をしてもらっている間、牧之瀬は病状を笠井に説明する。


「脳の浮腫が強いから、しばらく集中治療室から出られないって」


　笠井は暗い気分になる。


「大丈夫なんでしょうか」


「はっきり言って脳の損傷がどの程度なのか、しばらく経ってみないと分からないそうだ」


　脳実質内の出血と違って神経細胞が壊死したのではなく、圧迫されただけだから、血腫が除去されれば徐々に戻るとのことだったが……。


　再び牧之瀬と集中治療室に戻ると、頭に包帯とネットを巻き、何本もの管を身体に差し込まれ人工呼吸器に繋がれている姿は、自分の知っている松浪とまるで掛け離れている。笠井は心細くなって俯いた。


　ふと、自分の手を取る者がいる。


　驚いて隣を見ると、牧之瀬だった。


「笠井、君は医学生なんだから、しっかりしなきゃ。そんな悲しそうな顔をしたら、回りの人間が不安になるから」


　そっと言う。


（そうなんだ……）


　自分達が心配そうにしている所を家族が見たら、うんと重症と思うかもしれない。


　実際に重症なのだが、とにかく命は助かると主治医も言ってたじゃないか、と笠井は思い直した。


「先輩、すみません」


　笠井はぺこりと頭を下げる。


「俺のすることは心配することじゃなくて、別にありますよね。例えば、馬房掃除とか」


　牧之瀬はプッと吹き出す。


「それでこそ、笠井ってとこかな？」


　言いながら、ぎゅっと握った手に力を込めた。








　そのあとも連日笠井は授業の合間に病院を訪れた。


　医学部の１年生は、他学部の教養課程と同様に、外国語や数学・化学・物理学などの基礎を学ぶことになっている。解剖学や生理学などの専門的授業はまだ先のことだ。実験などのレポートの提出も多く、忙しいのだが、校舎が病院の隣にあるのでこんな時は便利なのだった。


　牧之瀬もポリクリの合間に様子を見にいっては、家族に報告を入れていた。


　木曜日に偶然集中治療室の前で笠井が牧之瀬に会うと、「すまないけど、クラブに顔を出せないから、笠井、雨宮さんに報告しておいてくれないか」と頼まれた。


「今日はお父さんとお母さんが面会時間に来るんで、一緒にいてあげたいんだ」


　集中治療室から一般病室に移ることが決まり、家族の面会も長い時間許されることになったのだ。


「妹さんは？」


「意識が回復したら、呼び寄せるって」


　人工呼吸器は外されていたが、松浪はまだ意識不明のままだ。


　もう脳圧も正常で、ＣＴ検査でも圧迫されていた脳組織が徐々に回復してきているのは確認出来ているのだが……。笠井は不安になった。


「そんなことって、あるんですか？」


「開頭手術してまだ４日目だから、仕方ないよ」


　ＴＶドラマのように手術室から戻った途端、劇的に目を開けるといった図を、笠井は描いていた。


　そう言うと牧之瀬はちょっと呆れていたが、「まぁ、医学生といっても１年なら、そりゃ普通の人と変わらないよな」と言う。そして少し哀しそうな眼になって、深く溜め息をついた。


「でもね、眠ったままになっちゃう人も、いるらしいよ」


「ええッ」


　つい大声を出し、そばの看護師に睨まれる。


「雨宮さん、お見舞いに来てないんですか？」


　気になったので尋ねると、牧之瀬は首を振る。


「雨宮さん、雄祐の家にも帰ってないんだって。クラブハウスにあれからずっと、泊まり込んでる」


　そういえば当直を二人体制にして、クラブを守ると言っていたことを笠井は思い出す。


　責任を感じて、雨宮はクラブを離れないのだろう。


「電話してもいいけど……」


　牧之瀬は口ごもる。


「でも……笠井の口から、直接、言った方がいいだろう？」








　笠井が乗馬クラブへ行くと、雨宮は会員にレッスンをしているところだった。


　馬場の真ん中に立ち、澄んだ声で指示を出している。


「蹄跡を右へ……膝を締めて」


　やがてレッスンが終わると雨宮はラウンジに戻ってきた。笠井の顔を見た途端、走り寄る。


「雄祐は？　意識は戻ったのか？」


　その顔はひどく苦しそうで、本当に松浪の身体を気遣っているのだと笠井は思った。


（でも、殺すつもりではなくても自分で殴って、後悔してるってこともあるかも）


　いかんいかんと頭を振り、笠井は「実は……」と口を開いた。


「まだなんです……」


「ええっ」


　雨宮は蒼白になった。


「もう、集中治療室からは出られるんですけど……」


「このまま意識が戻らないということは、ないんだろう？」


　言いたくなかったが、牧之瀬の言った通り、話した。


「え……」


　雨宮はヨロヨロとそばのソファに倒れ込む。


「あ、いえッ、ぜったいッ、大丈夫ですよッ」


　笠井は安心させようと、必死で言う。だが雨宮は両手で顔を覆ったままだ。


「……僕の……せいだ……」


　微かに呟くのが聞こえ、笠井は「え？」と聞き返す。


　しかし雨宮はもう一言も口をきかなかった。


　雨宮を残し、そっと笠井はクラブハウスの外へ出る。


　今日は馬術部員は誰も練習に来ていない。１年生だけでは、馬に乗っていけないことになっているので、誰か上級生がいたら馬に乗せてもらおうと期待していたのだが……笠井はがっかりする。今日は牧之瀬も来る予定はないと言っていた。


　気を紛らそうと、厩舎へと行ってみる。


　ブロンコの馬房へ行き、持ってきた人参を食べさせる。


「もう、これで終わり」


　笠井のジャンパーのポケット一つ一つに鼻を押し当てて探すブロンコの首を叩いて、笑いながら言う。


「お前って、いやしいぞ？」


　少し気分が明るくなったので、色々な馬に話しかけながら奥へと進んだ。


　サンダーブレイズの馬房の前に立つ。サンダーブレイズは黒曜石のような瞳で、じっと笠井を見詰めている。そっと手を伸ばして鼻面を撫でた。


　大きな黒い馬は、おとなしく撫でられるままになっている。


（お前は不幸をもたらす馬なんかじゃ、ないよな？）


　鼻梁の白い流星ブレイズを指でかいてやると、気持ち良いのか、グイと押し付けてくる。


（だって、あの時だってお前が騒いだから、松浪さんが倒れていることが分かったんだもの）


　撫でながら、囁いた。


「お前が、喋れたらな……何か、教えてくれるのに」


　松浪と別れたあと、何があったのだろうか。


「お前はきっと、全部、見てたに違いないもの」


　ふと、そばの扉が開いていたことを思い出す。


　誰かがそっと入って来て、酒を飲んでいる松浪を襲ったのだとしたら……黒い服の男が松浪の後ろに立ち、何かを振り下ろすといった図が頭に浮かび、笠井はブルブルと馬のように頭を振った。


　だが想像は津波のように高く盛り上がり、笠井を押し流す。


　頭の中の倒れた松浪を見下ろしている黒づくめの男の顔は雨宮で、笠井は溺れかけたように呼吸が苦しくなり、上を向いて大きく息を吐き出した。








　バイクでマンションに帰る途中も、笠井の頭の中には色々な考えが渦巻いていた。


　信号待ちで、ちらりと左手のＧショックを見ると、もう八時近い。腹の虫が鳴き出して、


（悩んでも腹は減るんだなー）


　次の角を曲がり、スーパーの駐車場へ入った。既に閉店間際の店の中は閑散としている。カゴを手にしてあれこれ物色しながら人影の少ない通路を歩く。


　明日は化学の実験の日で、遅くなる予定だ。


（いっぱい、買っておこう！）


　実家から差し入れの宅急便が届いていたのを思い出す。


（そうだ、ほうとうがあったっけ！）


　ほうとうは、甲府名物のきしめんに似た平たい麺である。野菜や肉と一緒に、味噌仕立てで煮込む郷土料理だ。


「カボチャにブタコマだ！」


　張り切って、カゴに品物をほうり込む。母親は病院勤めの栄養士なので、笠井は小さいころから姉とともにたっぷり料理を仕込まれた。


　姉が歯学部に入学してからの中学・高校の六年間は、ほぼ毎日、夕食係だったといういきさつもある。ほうとうぐらいは、朝飯前だ。


　結局、一杯のダンボール箱をバイクの後ろにくくり付け、帰る羽目になった。


　マンションに帰って、いそいそと下ごしらえを始める。


　ふと思いついて、ベランダに出てみた。隣の部屋は真っ暗だ。手摺りから身を乗り出して、カーテンの隙間からガラス越しに覗き込むと、暗がりの中、電話の留守録のランプが点滅しているのが見えた。


　チカチカと光るその小さな緑の灯を見ていると、なんだか急に不安になって来る。


（まさか……松浪さんになんか、あったってこと……ないよな）


　自分の部屋の留守電には何も入っていなかったのだから、そんなことはないだろう。病院では携帯電話は使用禁止だが、何かあれば公衆電話からかけてくるはずだ。


（でも……急に、とりこんだりしたら……連絡する暇、ないってことも、あるかも）


　雨宮が両手で顔を覆っている姿が、頭に浮かんだ。


（松浪さんがもう雨宮さんに会えないなんて、そんなのって、あんまりだ！）


（本当は愛しているって、伝えられないなんて……）


　気持ちが高ぶって、抑えられない。


　ガスを止め、Ｇジャンとメットを手にすると、部屋を飛び出した。 
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　Ｊ医大に着くと、もう面会終了の時刻で、何人かの見舞い客が夜間通用口から出て来るのとすれ違った。


　守衛に学生証を見せ、３病棟へ上がった。


　３病棟は外科病棟で、脳外科の他に消化器外科の患者も入院している。松浪の病室はバスルーム付きの個室で、ナースステーションから少し離れた廊下の端にあった。


　本当はベッドの置かれた病室に次の間つきという特別室を両親は望んだが、最上階にあるそれらは満室だったのである。


　足音を立てないように急ぎ足で廊下を歩き、角を曲がると、あの浅田という男が牧之瀬と廊下のベンチの前で立ったまま小声で喋っている。浅田の顔は険しく、笠井はいつぞや二人がクラブハウスのロッカーで言い争っていたことを思い出す。


「牧之瀬さん！」


　呼びかけて近づき、牧之瀬を守るかのように二人の間に肩を入れた。


「笠井、どうしたんだ、こんな時間に？」


「なんだか、ちょっと心配になっちゃって」


　浅田はぴたりと口を噤む。牧之瀬は浅田の困惑を見て取って、「ああ、いいんです、浅田さん」と言った。


「笠井は僕の友達だし、雄祐とも仲がいいんです。こいつにも話してやって下さい」


「そうか」


　浅田は小さく息を継いだ。


「いや、今、雄祐君が黒いベンツに襲われたという話を聞いていたんだよ。何から話していいのか……」


　笠井をじっと見詰める。


　すると病室の戸が開いて、松浪の父と母が出て来た。母の優子は眼が赤く、げっそりと頬がこけている。父親も笠井が初めて会った時より一回り縮んだように見えた。笠井は二人の心を思いやって心臓が痛くなった。


　笠井の姿を認め、父の慶祐は「笠井君、だったね」と言う。


「君が牧之瀬君と雄祐を発見して、救急車を呼んでくれたんだった、まだお礼を言ってなかったね、ありがとう」


　深々と頭を下げる。


「いえ、そんな……」


　笠井は困って、自分もぺこりと頭を下げた。


　優子は微かに目尻を和ませて笠井を見ていたが、「あなた、先に車に戻っているわ」ともう一度、目礼して去って行く。


　見送りながら、浅田が「今、あの話をしていたんですよ」と慶祐に囁いた。


「ああ」


　父の慶祐は牧之瀬達をじっと見詰める。


「今回のことが事故ではなくて事件だったのではと、我々も疑っているんだよ」


「やっぱり……」


　慶祐は、「こんな所でなんだが」と言いながらも、手早く説明し始めた。


「事の起こりは、義弟の健康のことだった」


　笠井は松浪の家に招かれた夜のことを思い出す。


　食事が終わり、二人が帰る寸前になって、ふらりと啓輔の義弟にあたる叔父の俊之が応接間に現れた。病気には見えなかったが、顔色は冴えず、なんだかひどく疲れているように笠井には感じられた。


　それでも雄祐が二人を紹介すると、笑顔で「もっと、遊びにきなさい」と言ってくれた。とても上品な紳士で優しげな細い眼をしており、笠井は『お祖母さん似なんだ』と感想を持ったものである。七十代半ばなのに、まだまだエネルギッシュな祖父の俊英とはあまり共通点がなかった。


　俊之は元々、社長という職務には向いていなかった。極度のストレスから不眠となり、睡眠剤を処方してもらうようになった。それをあるゴシップ誌に「ノイローゼで神経科に通院中」とすっぱ抜かれたのである。


「それがどこから漏れたのかで、私は牧之瀬君を疑ってしまってね、すまん」


　浅田が口を挟み、頭を下げる。


「俊之さんはこのＪ医大に通院していたものだから。でも考えると君が臨床実習の時、精神科の外来で俊之さんに会ったのは先々週のことだそうだから、週刊誌の発売に間に合うはずもなかったのに。あの時は判断力が鈍っていたようだ。本当に悪かった」


「いいんですよ、そんなこと」


　牧之瀬は礼儀正しく答える。


「しかもそのノイローゼの原因は、この私が俊之さんの地位を狙っているための御家騒動とも書かれてね」


　慶祐は呆れたという口ぶりで言う。


「浅田君が総務部長になったことと結び付けたらしい」


「私が総務部長に抜擢されたのは、会長の思惑なんですよ」


　祖父の俊英は長年企業のトップに君臨していただけあって、あるトラブルの匂いを嗅ぎ付けていた。それは。


「総会屋だよ」


「総会屋……」


　笠井もその言葉は漠然と知っていた。


「あの、株主総会で騒ぐ人達ですね？」


「うーん、まあ、当たらずと言えども遠からずだね」


　浅田が簡単に説明してくれる。


「企業側は株主総会を何事もなく終わらせたい。そこに付け込んで、騒がれたくなかったら金をだせと脅すんだよ、彼らは。騒ぎそうな連中を代わって黙らせたりもする」


「じゃあ、企業の味方なんですか？」


　素朴な笠井の疑問に、また浅田は説明する。


「どちらにつくかはカネ次第なんだ、彼らは。そして彼らを通じて企業から金が、やくざとか、犯罪組織に流れる訳だ」


　無論、総会屋への金の提供は法律で禁止されている。だが、その禁止されていることを松浪デパートの経営陣が行っているらしいのだ。


「大企業では総務部が総会屋対策を一手に取り仕切っている。前の総務部は、社長である俊之さんに知らせずに総会屋に金を払っていたらしい」


「その、帳簿に出ない金作りが……」


　浅田の意味ありげな口調に、


「分かった！」


　笠井は思わず口を挟んだ。美術館で、浅田と松浪がコンピューターを操作していたのを思い出す。


「あの美術館ですね？」


「そうそう、君は勘がいい」


　浅田はにっこりする。


「実在の美術商から品物を一旦、ダミー会社を経由してデパートの美術部に収めさせる。いわゆる『飛ばし』だな」


　そうやって評価額の三倍もの値段で購入し、差額をダミー会社に、つまりは総会屋なのだが、正規の取引に見せかけて金を渡す。そういった闇ルートを断ち切るため、外部から浅田が切り込み隊長として入ったのである。


　総会屋との関係は一切断つと、浅田は宣言した。


「そして前の総務部長を告訴することも考慮中だ」


　親友である慶祐も浅田の行動を全面バックアップしている。そうこうしているうちに総会屋の動きも激しくなった。脅しの電話など日常茶飯事で、ゴシップ週刊誌の記事も、浅田と慶祐を牽制するためのものだった。


「じゃあ、あのベンツも……」


「多分、そうだろう」


　浅田は考え深げに顎に手をやる。


「しかし今回のことが、総会屋がらみとは断言できない」


　もし松浪の怪我が彼らの仕業なら、傷害もしくは殺人未遂ということになる。


「刑事事件を起こすほど、あいつらの頭は悪くないからな」


　警察やら検察に知られたくないのは向こうも同じなのだ。


　それに事故のあと、彼らからの接触はない。


「牧之瀬君が、乗馬クラブを首になった者の嫌がらせの線はどうかと言ってくれた」


　浅田は慶祐に伝える。慶祐は重々しく頷いた。


「それは有り得るかもしれない。こちらで調査しよう」








　病院を出て駐車場へと向かう間、笠井は牧之瀬がひどく沈み込んでいるのに気づいた。


「先輩、松浪さん、そんなに悪いんですか？」


　そっと尋ねてみる。


「あ、いや、違うんだ」


　牧之瀬はうなだれていた首を上げ、笠井に弱々しく笑ってみせる。


「そうじゃなくて……ちょっと、自分のことでね」


　何が、と聞きたかったが、また「君には関係ない」と拒絶されるのが怖く、笠井も黙りこくって歩いた。


　牧之瀬のセリカはもう車検から戻って来ていて、牧之瀬は停めてあった自分の車へと、別れて歩いて行く。このまま別れて別々の部屋へ帰って行くのがなんだか寂しくなって、「先輩！」と大声で呼んでしまった。


「なに？」


　牧之瀬は立ち止まって、振り返る。


「あっ、あの……」


　いいアイディアが閃いた。


「あのっ、先輩、夕めし、まだですか？」


「うん、まだだよ」


「じゃっ、俺、部屋で飯の支度、してたんですよ！　一緒に食いません？」





　牧之瀬を自分の部屋に招き入れると、笠井はいそいそと用意を始める。


「かぼちゃのほうとうですよ？」


「美味そうだね」


　笠井が用意の合間にエアコンを強にするので、牧之瀬は怪訝な顔になる。


「熱々の鍋を、汗をかいて食うのがスタミナの元ですよ！」


　カセット焜炉を出し、わざわざ送ってもらった鉄鍋に材料を入れ、火にかける。


　ぐつぐつと煮立つと、刻んだ野菜に豚肉をたっぷり丼によそい、牧之瀬に手渡す。


「ええっ、多すぎるよ」


「大丈夫、それにかぼちゃは美容にいいんですよ？」


　牧之瀬はプッと吹き出す。


「それ、女の子に言うセリフだよ？」


　だが、笠井は『先輩にぴったりだ』と心の中で思っていた。


「じゃ、いただきます」


　二人は食べ始める。


「なんだか、ほんのりと甘いね、すごく美味しいよ」


　牧之瀬の感想に、


「隠し味が効いてんですよ」


　笠井は得意げに説明する。


「味噌だけじゃ、この甘みは出ませんよ。あの、かぼちゃの実と牛乳をミキサーにかけたのが、入ってるんです」


「笠井、すごいよー」


　牧之瀬は眼を丸くした。


「笠井みたいな男と結婚すると、女の人は楽でいいだろうなー」


　そんならどうですか先輩、とは言えなかったが、褒められたのだからと笠井は自分を慰めた。


　食べながら牧之瀬は、「あの、浅田さんの話だけど」と話し始める。


「この前、クラブハウスのロッカーで、あのこと、言われて……笠井、ごめんな」


「え？」


　いきなり謝られ、笠井は眼を白黒させる。


「いや、あの時、笠井には関係ないって言っちゃったろ？　僕、そんなつもりじゃなくて……もう笠井は知ってるから話すけど、雄祐の伯父さんの病気は、ほんとは結構、悪いんだ。でも患者のことは守秘義務っていって、誰にも言ってはいけないことだから」


　うんうん、と笠井は頷く。あの時、詳しく説明しようと思ったら、松浪の伯父の病気のことまで言わなくてはならなかったのだ。それが出来ないから、牧之瀬は笠井を拒絶したという訳だった。


「君には関係ない、なんて言っちゃって、悪いことをしたね」


　熱い鍋物を食べているのだから、当たり前とも思ったが、身体の中がカッと熱くなる。


「うわーッ、暑い！」


　言いながらトレーナーを脱いでランニング一枚になる。


「先輩も暑かったら、脱いだらどうですか？」


「いいよ、僕は」


　汗を拭いながら、二人はまたしばらく食べ続ける。


「笠井って、熱いの、平気なんだね」


「だって、甲府の夏はハンパじゃないですよ、盆地だから」


　鍋のことを言ったのだがと、牧之瀬はクスリと笑いを漏らす。


「あっ、そういえば先輩は秋田だから、暑いの、苦手なんだー」


「そうだよ」


　なんだか話が弾んで、笠井は楽しくなる。丼をかきこみながら、調子に乗って「先輩、さっきはどうしたんですか？」と聞いてしまった。


「え？　さっきって？」


「ほら、駐車場で……」


「ああ！」


　牧之瀬は眉を顰める。箸を置いた。


「あれは……自己嫌悪、かな？」


「え？　自己嫌悪？」


　またしても意外な言葉に笠井も食べるのを止め、牧之瀬の顔を覗き込んだ。


「だって……ね、もし、あれが事件で、誰かに雄祐が殴られたりしたのなら、とても大変なことだけど」


　何かを思い出すように、牧之瀬はゆっくり続ける。


「もしあれが……障碍競技の時の怪我だったら……僕は……どうしてあの時、もっと雄祐のことをちゃんと診察しなかったんだろうって。そうすれば、もっと早く、病院に連れて行けたのに」


「そんな！　だって、あの時、松浪さんは、ピンピンしてたじゃないですか！」


　牧之瀬は厳しい眼になって、笠井を見詰めた。


「そんなこと、言い訳にならない。普通の人ならいざ知らず、僕は医学生なんだ。重傷の可能性があることは知っていた。それを、見逃したんだ、僕は！」


　俯いて丼を見つめる。


「僕は、取り返しのつかないことをしちゃったんだ……」


　真面目な牧之瀬が自分を責めるのは仕方がないと笠井は思った。そっとそばへ行って、手を遠慮がちに肩に置く。牧之瀬はびくりとしたが、振り払わなかった。


「先輩……でも、松浪さんが倒れてた時、ちゃんと診察して、救急車を呼ぶようにって、言ったじゃないですか。俺とか、普通の人だったら、酔っ払って寝てるだけって思って、手遅れになってましたよ。それに怪我してからしばらく経たないと、症状が出ないって、先輩も言ってたじゃないですか」


　牧之瀬は顔を上げ、小さく笑った。


「笠井、ありがとう、そう言ってくれると少し罪が軽くなる気がするよ。でもやっぱり、雄祐のことにまったく責任がなくなった訳じゃないんだ」


「そんなこと、言ったら」


　自分にも責任はあった、と笠井は思った。


「俺だって、もしあの時、松浪さんを一人で置いていかなかったら」


　そこまで言って、慌てて口を閉じた。が、もう遅い。


　牧之瀬は切れ長の眼を一瞬、細める。次に大きく見開いた。


「笠井、お前、雄祐とあそこにいたのか！」


「あッ」


　まずいことを言ったとぎゅっと眼を閉じる。


　牧之瀬は肩に置いた笠井の手を逆に取った。


「お前、何か、隠してるのか？　雄祐と二人で、あそこにいたんだね？」


「……ええ……でも、俺がパーティ会場に戻った時、松浪さんはまだあそこで酒を飲んでました」


「お前と二人だけだったのか？　誰か、他にいなかったの？」


　一瞬、視線を逸らしたことで、牧之瀬は答えを読み取る。


「他にも誰か、いたんだ……誰だ、そいつは！　そいつが雄祐を傷つけたんじゃないのか？」


「ち、違いますッ、そんなこと、する人じゃありませんッ」


　どんどん笠井は墓穴を掘る。牧之瀬は笠井の両肩を摑むと、じっと胸の中から見上げた。


「誰か、庇ってるのか？」


　厳しい牧之瀬の追求に、笠井は思わず言葉を漏らした。


「そうじゃありませんッ、ただッ」


「ただ？　ただ、なんだ！」


「あのッ、松浪さんと、約束したんですッ、言わないって！」


「雄祐と？」


　コクコクと笠井は首を縦に振る。


「どんなことがあっても、言えません！　男の約束ですから！」


　牧之瀬は突き放すように、笠井から離れた。


　傷ついたといった顔つきで、ふいと横を向く。


「お前と雄祐って、そんな約束をする仲な訳か。二人の間で僕には言えないことがあるんだな」


「そうじゃなくってッ」


　何と言ったらいいか、分からない……でもやっぱり、雨宮のことは言えない……。もし牧之瀬に説明するとなったらレイプのことまで言わなくてはならなくなってしまう。笠井は身体が二つに引き裂かれるように感じた。


「悪かった。確かに僕と笠井は親友って訳じゃないし。考えてみれば、それって笠井のプライバシーだもんね」


　淡々と牧之瀬は言葉を吐き出す。すっと立ち上がり、「御馳走様、もう帰るから」と言った。


「ま、待って下さい！」


　必死で腕を取ったが、


「もう遅いから、失礼するよ」


　牧之瀬は腕を引き離そうと力を込める。


「あッ」


　揉み合った瞬間、テーブルの上の鉄鍋に笠井の右手が触れてしまった。


「あちーッ」


　牧之瀬は驚いて振り返る。


「大丈夫か？」


　ぶるぶると上下に振っている笠井の右手を摑んだ。


「アチチ、大丈夫です」


「なに、言ってるんだ、早く！」


　キッチンに連れ込むと、流しに笠井の右手を出させ、水道の蛇口を開けた。


　牧之瀬が調べると、人差し指と中指の一部が赤くなって、水ぶくれが出来ている。


「第２度熱傷だ」


「大丈夫、バターでも塗っときゃ平気ですから」


「お前、それでも医学生か」


　牧之瀬はさらに冷蔵庫から氷を出すと、笠井に「握れ」と手渡す。


「流水でもいいけど、氷で冷やした方がいい」


　水ぶくれの所に氷を押し当てると、牧之瀬は洗い桶に水を張り、手首から浸すようにと指示する。


「こうすれば動脈血も冷えるから、どんどん熱を運んで、患部の温度が下がる」


「へぇーッ、さすが医者の卵」


　笠井が感心するので、牧之瀬は「これは『家庭の医学』の範疇だよ」と呆れた声を出した。


「ほらっ、ちゃんと冷やさないと、ひどくなるよ！」


　牧之瀬は蛇口の下から笠井の手を出させると、熱心にまた傷口を調べ始めた。


　ちょうど笠井の顔の下に牧之瀬の頭が来て、ふわりと柔らかい茶色の髪とウッド系の爽やかなコロンの香りが鼻孔を刺激した。急いで顔を横に向け、「牧之瀬さん、良い香りだ」と言う。


　牧之瀬はそれを聞いて、「笠井もいい匂いだ」


　くすりと笑った。


「え？　俺も？」


「そう、馬の匂いと干し草の匂い」


「あ……」


　ブロンコやサンダーブレイズを散々撫でたあとで、シャワーも浴びていなかったのだ。


「あッ、く、臭いですよねッ」


　赤面して、身体を離そうとすると、牧之瀬は「じっとして！」と腕に力を込める。


「臭くないよ。いい匂いって言ったろ？　僕の好きな匂いだもの」


　笠井を見上げにっこりと笑った。


「う……」


　そんなことを言われて、ムラムラしない方がおかしいというものだ。


　今なら、松浪が雨宮にやったように、抱きすくめて自分のものに出来る……だが、それはやっぱり、


（出来ない！）


　いくら好きでも無理やりというのは、自分の倫理規定に反していた。松浪の行動は頭では理解出来るが、やっぱりサイテーなのだと思っている。そして、


（松浪さんが、雨宮さんを愛していて、それで我慢出来なくてレイプしたなんて）


　そんなことを松浪の親友である牧之瀬に、約束を破って告げ口することも、これまた倫理規定に照らし合わせて出来なかった。


（すみません……こんなに親切にしてもらっても）


　しばらく冷やしていると、牧之瀬は「ちょっと、待ってろ」と部屋を出て行く。自分の部屋から救急箱を取ってくると、笠井を座らせ、手当にかかった。


　傷口を消毒すると、牧之瀬は袋を取り出して、目の粗いガーゼに似たものをその中から出す。笠井が見ると、薬が塗られているようだ。興味津々で見ていると、


「ソフラチュールって言うんだよ」


　牧之瀬が小さく傷口に合わせて切り取りながら、教えてくれる。切り取ったそれを傷口に当てると、軟膏を塗る。上からガーゼで指をくるみ、テープで留めた。


「こうすると傷口にガーゼが張り付かないんだ」


　そういえば擦り傷などにガーゼを当てていると、皮膚にくっついてしまっていて、剥がす時にひどく痛い思いをしたことが良くあった。


「へーッ、さすが、外科志望」


「だからッ、こんなのは『家庭の医学』だよ。笠井が知らな過ぎ」


　牧之瀬は呆れながらも付け足す。


「明日、ちゃんと病院へ行ってガーゼ交換をしてもらうんだよ」


　そして救急箱を片付けながら、牧之瀬は小さく付け足す。


「ごめんね、さっきは。怪我させちゃって、本当に悪かった」


「違います、先輩のせいじゃないです、俺がドジだから」


　だが牧之瀬は眼を合わせようとしない。


「僕って、本当に子供っぽいよ、いい齢してさ、さっきは何だか、笠井を雄祐にとられちゃったみたいに思ってさ、ほらさ、仲良しをとられちゃって焼き餅を妬いたってやつかな？」


「え？」


　雄祐を笠井に、ではなくて？


　聞き返そうとしたが、牧之瀬はそれ以上何も言わず、部屋を出て行った。


　残された笠井は、嬉しいのと悲しいのがないまぜになって、しばらくボーッと床の上に座っていた。


（それって、俺のこと、すごく友達って思ってくれるってことか？）


（けど、要するに単なる友達だし……）


　それも寂しい気がする。


（でも、すごく大事に思ってくれてるなら、嫌いよりいいし）


　しかしそれだけ思ってくれているのに、自分は、


（牧之瀬さんに秘密、持っちゃったんだ）


　かと言って、やっぱり、


（雨宮さんのことは言えない）


　もうこれ以上考えるのは不可能で、笠井は寝ることに決めた。 
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　次の日は午前中が苦手のフランス語にラテン語、午後は化学の実習だったので忙しく、全く病院には顔を出せなかった。何しろ昼休みも居残りで、ラテン語の格変化の書き取りをさせられてしまったのである。この所の騒ぎで、暗記しておくよう言われたところが全く覚えられなかったためのペナルティであった。


　中年の痩せ細った、眼鏡をかけたラテン語の教授は、居残り組を前に諭す。


「君達ね、今はなんでこんなもの、覚えなきゃいけないんだと腹を立てているだろうが、必ず『ああ、あの時、真面目にやっておけば良かった』と思う日が来るんだよ」


　教師の言うことは押しなべて皆同じで『聞き飽きたぜ』と思いながらも、笠井は必死でノートをとり続けた。夜十時過にやっと実験レポートを提出し、マンションに戻る。


　駐車場からエントランスに入る前、見上げると、牧之瀬の部屋の明かりは点いていなかった。


（まだ、帰ってないんだ）


　自分の部屋に入ると、留守録には何も入っていない。


（何かあれば、すぐ、電話を入れると言ってたよな）


　笠井は胸を撫で下ろす。


　……明日は土曜日だから、授業が終わったら病院へ行こう……そしてその足で、乗馬クラブに行って、雨宮と会おう。


　どうしても気になることが笠井にはあった。







　翌日の夕方に３病棟へ急ぐと、廊下のベンチに浅田と牧之瀬が腰を下ろしていた。


　笠井が姿を現すと顔を見合わせる。牧之瀬が立ち上がって、入ろうとする笠井を遮った。


「あのね、ちょっと待ってくれ」


「え？」


　その間に、浅田は「じゃあ頼む」と去って行く。


「どうしたんです？」


　浅田を見送りながら、笠井は不思議そうに尋ねた。


「実は、雄祐の意識が戻りそうなんだ」


「ええッ、良かったですねーッ」


「そうなんだけど」


　牧之瀬は笠井の眼を見ないようにしながら、続ける。


「昨日、ほんの少し眼を開けたんだ。今日もさっきね。まだ話は出来ないけど。主治医の先生は、多分、明日には話が出来るようになるって」


「それじゃあ、何が起こったか分かりますね！」


　笠井は勢い込む。


「だからね……」


　牧之瀬は声を潜めた。


「これから乗馬クラブへ行って、雨宮さんとか、他の人全員に伝わるようにしてくれないか。明日には話が出来るようになるって」


「なんでわざわざ……」


　言いかけ、笠井は思いつく。


「それって、罠を仕掛けるってことですか？」


「そんな大袈裟なものじゃないけど」


　だが笠井の想像はまた大きく膨らんだ。


「松浪さんから本当のことを言われたら困る真犯人が、命を狙って忍び込むってことですか？」


「笠井ー、それって、ＴＶの見過ぎ」


　ちょっと牧之瀬は呆れ声を出す。


「それ程のものじゃないけど、もしかしたら、様子を見に来るかもしれないだろ？」


　こんな時に不謹慎とは思ったが、笠井は結構、胸が弾んできた。探偵ごっこのようでこれはなかなか楽しい。


　笠井は言われた通り、乗馬クラブへとバイクを飛ばした。


　ラウンジには何人かの厩務員がいて、笠井の報告に皆、一様に嬉しそうな顔になる。


「良かったな、松浪さん！」


　校長の工藤は涙を流して喜んだ。工藤は松浪の祖父とは親しいのだ。


　するとそこへ、雨宮が現れる。


「雨宮さん、松浪さんの意識が戻るそうですよ！」


　厩務員の一人に呼びかけられ、雨宮は目を見開く。


「雄祐が……本当かそれは！」


　その顔は悦びに満ちていたが、一瞬、暗い影が落ちる。雨宮は俯くと、急ぎ足で二階へ上がっていった。


　その後ろ姿を見ながら、笠井はやはり雨宮を疑わずにはいられなかった。それにどうしても引っかかることがある。


（まあ、いいや……今日中にはすべてがわかるんだ）







　とんぼ返りして、松浪の病室を目指す。


　扉の前に立つと、中から人声のようなものが聞こえる。


（松浪さん、意識、戻ったのかな？）


　期待を込めて扉をノックし、「松浪さん！」と大声を出した。


　すると慌てた様子で牧之瀬が中から出てくる。後ろ手で扉を閉めた。


「え、牧之瀬さん？　どうしたんですか？　松浪さん、意識、戻ったんじゃないんですか？」


「い、いや……まだだよ」


　牧之瀬が口ごもるので、笠井は頭を捻る。


「声が聞こえたような気がしたんだけど……」


「あ、ああ、あれは僕が電話を掛けたんだよ」


　牧之瀬は笠井の手を引っ張って、廊下の端まで歩いていった。


「どうだった、笠井？」


「怪しい素振りの人はいませんでした！」


　うーんと牧之瀬は考え込んだ。


「わかった……あとは待つだけだね」


　牧之瀬はまた笠井を引っ張ると、病室に招き入れた。


　ベッドの中の松浪は、点滴に繋がれ、頭の毛は剃られていて、手術の傷口の所はガーゼが当てられている。包帯は巻いていないが、ガーゼを押さえるように白いネットを被っていた。


　眼は相変わらず堅く閉じられ、口元にはまだ、酸素マスクがつけられている。


　胸に貼ってあった心電図モニターは外されていた。


　足音を忍ばせ、そばへ寄って見ていると、牧之瀬が笠井の腕を取る。


「笠井、君はもう帰ったほうがいい」


「ええっ、どうしてです？」


　牧之瀬はまた口ごもる。


「僕一人がここで待っていればいいから……」


「だって、変な人が来たら危ないですよ？　俺も一緒に待ってますよ」


　笠井は焦って牧之瀬の肩を摑んだ。


「俺、心配で先輩を一人になんか出来ません！　だって、松浪さんを殴った奴が来るかも知れないんですよ？」


　牧之瀬はしばらく迷ったが、渋々頷いた。


「わかった。じゃあ、こっちへ来てくれ」


　牧之瀬は笠井の腕を引いて浴室へ入る。


「ええッ？」


　まさか二人でお風呂に入るとまでは思わなかったが、眼を丸くして、牧之瀬を見下ろす。


「ここで待つんだよ」


（なんだー）


　ほんの僅か扉を開けると、ちょうど病室の入り口とベッドが見える位置である。


　二人でお風呂、という甘い期待は外れたが、


「やっぱ、刑事ドラマみたいですねー」


　狭いところで牧之瀬と二人というのはなかなか楽しい。


「なんか、楽しいですねー」


「笠井……」


　牧之瀬は扉を閉めると、持ち込んであったバッグから医学書を取り出す。浴槽の縁に腰を下ろし、真面目に勉強を始めた。


「見張ってなくて、いいんですか？」


「いや、実はね」


　この病室に来るためにはナースステーションの前を通らなくてはならない。今まで来たことのない人物がこちらへと向かったり、または病室がどこか尋ねたりしたら、師長が連絡してくれることになっていた。


　病室番号は受付で聞けば分かるが、氏名を明らかにしなくては教えてくれない。やましい人物ならば、受付で調べるようなことはないに違いない。


「あのね、訳を話したら、協力してくれるって」


　３病棟の近藤師長はミステリーマニアなのだった。すぐ状況を理解し、しかも、


「あのスピーカーから、『お呼びになりましたか』っていうのが、約束なんだ」


　ナースコールというボタンを患者が押すと、ナースステーションから看護師がスピーカーを通じて応じてくれる。そのシステムを利用してのことだった。


「へぇーッ、本格的！」


　痩せぎすで四十歳ぐらいの近藤師長の姿を思い浮かべる。


「火曜サスペンス劇場ですねッ、『師長は見た、外科病棟の怪しい影』とか！」


「ほんと、ＴＶっ子だな、笠井って！」


　しばらく牧之瀬は医学書を読んでいたが、顔を上げる。


「お前、何か、本、読む？」


「いいです」


「退屈しないの？」


「ぜんーぜん」


　間近で牧之瀬を見ていると飽きないのだ。便座の蓋に腰を下ろし、膝に頬杖をつく。スタイルは『考える人』だが、哲学ではなくて煩悩で頭は一杯なのだった。


　ニコニコしている笠井を牧之瀬はちょっと不審そうに見ていたが、また本に眼を落とした。


「本当に誰か、来るんですかね」


「そりゃ、分からない。でも万が一ってこともあるだろ？」


　ふと笠井は気づいて「松浪さん、ご両親、今日はいらっしゃらないんですか？」と尋ねた。


「あっ、ああ……ほらッ、まだ意識、もどんないし、明日、来るってさ」


　牧之瀬はそわそわし始めた。


「主治医の先生が、明日、戻るって言ってるしさ」


「ふーん」


　何かが引っ掛かったが、確かにまだ酸素マスクをかぶせられ、眼を閉じたままの松浪の側にいたら、不安になるだけかも知れないと思いついた。


「そうですね、明日の方が、松浪さんと話、出来ますもんね」


　牧之瀬はほっとした様子で、再び本を読み始めた。


　そろそろ面会時間も終了である。


「やっぱ、来ませんでしたね」


　笠井が言いかけたその時、ブザーが鳴って、近藤師長のハスキーな「はい、お呼びになりましたか？」という声が響き渡った。


「ワッ、来たッ」


　二人とも、扉の隙間に顔を押し付ける。


　トントンとドアがノックされる。


　しばらく間が空いて、カチャリという音と共に病室の扉が僅かに開いた。


　隙間から侵入した、影法師のような細長い黒い物体は……。


「雨宮さん！」


「しッ」


　黒いジャンパーに黒い乗馬ズボンといういつもの黒づくめの雨宮は、思い詰めた表情でそっと辺りを窺う。滑るようにベッドへ近づいた。


　何も言わず、寝ている松浪を見下ろす。松浪の痛々しい姿に動揺しているようで、きりっとした眉を寄せ、唇を噛み締めている。瞬きもせず、黒い大きな眼を見開いて、松浪の規則正しく上下する裸の胸を見ていた。


　それがあまりに長い時間なので、笠井は緊張が続かなくなって、叫び出したくなった。


　ふと、雨宮が身体を屈める。松浪の耳元に顔を寄せた。


　そして雨宮の取った次の行動は、笠井の予想もしなかったもので、心臓を拳で殴られたように感じた。


　雨宮は松浪の酸素マスクを外したのだった。


（やっぱりッ、雨宮さんは、松浪さんのことを殺そうとしてるんだッ）


　一瞬、頭の中が真っ白になり、笠井は勢いよく扉を開けて飛び出した。


「あッ、笠井ッ」


　牧之瀬が止めようと手を伸ばすのと、笠井が病室に踏み込むのと、そして雨宮の唇が松浪の唇に重ねられるのが同時だった。


「あーッ」


　笠井の声で雨宮は顔を上げ、蒼白になった。


「笠井！」


　牧之瀬も後を追う。


「あッ、雨宮さんッ」


　笠井は怒りで顔を紅潮させながら、雨宮に大股で歩み寄る。


「や、やっぱりッ、あなたが松浪さんに怪我をさせたんだね！」


　雨宮は背筋を伸ばすと、冷静な声で「そうです」と答えた。これには牧之瀬も一瞬絶句する。


「えッ、本当なんですかッ？　嘘ですよね？」


　雨宮は黙ったまま首を縦に振った。その冷静な態度に、笠井はもう我慢が出来ない。


（松浪さんはッ、あなたのことを好きなのにッ）


　ぐいと人差し指を突き付ける。


「そうだろうと思った！　あの鞍を切ったのも、あなたなんでしょう？」


　雨宮はぴくりと眉を動かす。


「そんなこと、信じられない！　笠井、嘘だろ？」


　牧之瀬は声を絞りだし、笠井の顔を見た。


「あの鞍は新しくて、出来たばかりで、松浪さんのだってこと、僕達四人しか知らない筈だもの！　初めて使った時、松浪さんは直すと言って、そのままクラブに置かないで持って帰ったでしょう。次に持って来たのは試合の日だ。しかも鞍置き場には名前がついていないから、あの鞍が松浪さんのだって知ってる人は他にいなかった筈なんだ！」


　確かに笠井の推理通りで、牧之瀬もそうだと思うほかなかった。


「あなたはッ、あのあとッ、厩舎に戻って、松浪さんを殴ったかどうか、したんだね？」


「違う」


　言ったのは、雨宮ではなかった。


　むくりとベッドから見知らぬ人間が起き上がる。頭の一部は毛がなく、げっそりと頬はやつれ、顔色は土気色で、不精髭が角張った顎にびっしりと生えている。とても松浪とは思えなかったが……。


「う……う、そ……松浪さん……」


　笠井は息を呑む。なんだかフランケンシュタインの復活を目撃したようだと、また場違いな思いが頭をよぎった。


　松浪は太い腕を雨宮の方へと伸ばす。そして、「啓」と呼んだ。


　雨宮は大きな眼をまんまるにして、松浪を凝視している。


「雄祐？」


「啓……さっきの言葉をもう一度、言ってくれ」


　その途端、雨宮の頬に血が昇った。さっときびすを返し、止める間もなく病室から走り出る。


　笠井が呆然とあとを見送っていると、


「啓！」


　なんと松浪は両手を前に伸ばし、ベッドから出ようとしている。まさにフランケンシュタインの復活ポーズだ。


「ば、馬鹿ッ、雄祐ッ、動いちゃだめだ！」


「啓！」


　牧之瀬が飛びついて押さえる。


「馬鹿野郎！」


　点滴台が倒れ、点滴の針が松浪の腕から引き抜かれ、血が吹き出す。牧之瀬は焦って処置台にアルコール綿を取りに走った。その間にも、松浪は起き上がろうとする。


（うわーッ、ほんとにフランケンシュタインだ！）


「笠井、手伝ってくれ！」


「あっ、はい！」


　瀕死の重症とは思えない力で松浪はもがく。そして「笠井君ッ、啓を捕まえてくれ！」と言う。笠井はもう訳が分からない。


　二人してやっと押さえ付けると、松浪はさすがにぐったりと枕に頭を付けた。


「あー、頭いてぇ」


「当たり前だよ、もう！　昨日やっと、意識が戻ったばかりなのに！」


「それ……どういうことですか？」


　笠井の質問に、牧之瀬はほっと溜め息をつく。


「ごめん、僕達、君をだましてたんだ」


「ええ？」


「実は……もう、昨日の朝、意識が回復してたんだ」


　松浪から何が起こったか聞き出すと、浅田と牧之瀬は相談して嘘をつくことにした。


　あの夜、松浪は厩舎に侵入した怪しい男と揉み合ったのだった。


　したたかに酒を飲んでいた松浪は、弾みで転び、装蹄場にあったカナトコで頭を打った……。


　それから先は意識がないと松浪は浅田と牧之瀬に話した。


　怪しい男の顔に見覚えはなかった。だが内部事情をよく知っているように思えた。


　以前勤めていた奴かもしれない。そう松浪は言った。


　この数日、浅田は解雇された厩務員を探偵社に調査させていたが、


「もしかしたら今、いる厩務員にも、関係があるかもしれないから」


　それでちょっとした罠を仕掛けたのだった。


「ごめん、でも、敵を欺くには味方からって、言うだろ？」


「うう……」


　良く考えれば車の修理じゃないんだから、『明日、意識が戻ります』などと、主治医が請け合う訳がない。だが医学生とは言え、素人同然の笠井はハマッてしまったのだ。


「それにやっぱり、医学生の君が言えば、みんなも信用すると思ってさ」


　なんだか混乱して、怒りたくても怒れない。突っ立ったままでいると、松浪がベッドから手を伸ばして、笠井の腕を取った。


「頼む！　啓を連れて来てくれ！　あいつ、きっと、どっかへ行っちまう！」


「え？」


　松浪は必死の面持ちで、笠井を見上げる。


「あいつ、さっき、俺の耳元でさよならって言ったんだ」


　混乱した頭で笠井は考える。


　……さっき、雨宮は自分が松浪に怪我をさせたと言った。それはどういうことなのだろう……自分もその意味を聞きたい。


「どこへ行ったんです？」


「バカ、あいつの行き先なんて、馬の所に決まってるだろうが！」


　そして、笠井の腕を手繰り寄せると、少し離れた所で点滴を指し直そうと準備している牧之瀬に、聞こえないように囁いた。


「あいつは、こう言ったんだ、『お前を愛している。さようなら』って」


「え、えッ」


　自分が飛び出した瞬間、雨宮が松浪に口づけていたことを思い出す。そのあとの騒ぎで、すっかり忘れていたが……。


「あッ、そうか、そうだったんだ！」


　疑問が一気に解けた。


「俺ッ、雨宮さんを松浪さんの所に、必ず連れて来ますから！」


「頼む！」


　また松浪が起き上がろうとしたので、牧之瀬はグイと腕を押さえた。


「動かすな！　針が血管に入らないだろ！」 
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　風が強く、川べりの堤の上を猛スピードで車を走らせていると、時折、ゴーッと音がして車体が揺れる。運転しながら雨宮の頭には、色々な想いが渦巻いていた。


『お前を愛している』


　耳元で囁いた言葉は真実だった。


　自分は長い間、真実から眼を背け、結果、こんなことになってしまったのだ。


「お前を憎んでいる」


　そう自分に言い聞かせていた。初めて会った時、高校三年生だった雄祐はもう自分より背は高かったが、まだあどけなく、自分を憧れを込めた眼で見詰めるその姿はなんだか弟が出来たようで雨宮は嬉しかった。


　指導するとめきめきと上達し、「雨宮さんのようになりたい」 と言って、乗馬クラブにも入った。いつの間にか、自分と肩を並べる程の腕になったが、競う相手が近くにいるのはいいことだと思った。所詮は金持ちの暇つぶしに過ぎないとも思っていたし、自分の言うことを素直に聞くぼっちゃんとしか感じられなかった。


　英国に留学し、一年経った所で、父親が倒れたと呼び戻された。帰国して自分のクラブの経営は破綻に瀕していると聞いたとき、唖然とした。債権者が毎日押しかけ、何一つ、出来ないでいると、雄祐がクラブを買い取ると申し出た。何も分からぬまま、判を押した。


　それからの雄祐の有能ぶりに、雨宮は眼が覚める思いだった。単なる金持ちのぼんぼんと思っていたのに、雄祐は債権者を呼んで的確に処理し、父親をリハビリ病院に入れ、新たに校長を迎え、経営を立て直した。ついこの間までは弟と思っていたのが、一年の間に自分より更に逞しくなっていて、大人の男になっていた。そばにいるとその男臭さに圧倒され、自分も征服されそうに感じた。


　厩務員からの尊敬もすぐ集め、一時、離れていた会員達も戻って来て彼を称賛した。雄祐は人の上に立つ男なのだった。何一つ出来ない自分の方が、よっぽど子供なのだ。どころか、何も知らないおぼっちゃまは自分の方なのだ。根抵当に連帯保証人、手形の裏書き、すべて初めて聞く言葉だった。しかも父親が巨額の負債を抱えているのに、更に借金を重ねて自分の英国留学の費用を出し、サンダーブレイズ号を買った事を知り、愕然とした。父親の側で自分も経営に参加していたら、こんなひどいことにはならなかった筈だ。非は自分にもあるのだった……だがその後悔は屈折し、怒りとして雄祐に向けられた。


　いや、怒り、憎むことで、雄祐に惹かれていくことを否定したかったのだ……雄祐が自分の家に棲まないかと誘ってくれた時は、いつか自分のものを奪った復讐を遂げるために傍にいることにしようと、自分を納得させ た。


　婚約者だった梨香子が自分を裏切って雄祐と寝たと知らされた時、恨みはしたが、無理もないと思った。雄祐には男としての魅力がある……自分よりもずっと。あの笠井という素直な青年が眼を輝かせて「嫌いな人のそばには棲めない」と言った時、初めてはっきりと分かった。自分は雄祐の近くにいたかったのだ。壁一枚隔てた隣の部屋に雄祐がいても、決して手が届かないという苦しみは、自分を追い越して成功したことへの嫉妬にすり替えて、毎晩耐えた。


　雄祐がクラブハウスの二階で梨香子と抱き合っているのを見た時は、怒りで身体が粉々になりそうだった。その怒りの原因は梨香子を盗られたことではなく、雄祐が女を抱いていることだったのだ。そう気が付いた時には、あまりの衝撃に自分で自分をコントロール出来なくなった。気が付いた時には鞍に傷を付けていた。雄祐の傍にいれば、これからも彼が女と愛し合う姿を見て苦しむことになる。パーティの席上で、梨香子が雄祐と結婚しないと言うのを聞いてホッとした。だが梨香子でなければ、別の誰かがまたきっと現れる……そんなことはとても耐えられない……。


「イギリスに行くつもりなのか」


　そう雄祐に詰問され、そうすればこの苦しみから逃げ出せると思ったことは事実だ。一分一秒でももう一緒にいられないと、つい口走った……。雄祐が自分に挑みかかったのは、予想もしていなかったことだった。暴力で犯されながら、暗い怒りと悦びが相半ばした。無論、それまで男と体験したことはなかった。無理矢理だったので痛みしか感じなかったが、雄祐に貫かれ、揺さぶられ、突き上げられ、心の中では喜びを感じていた……。だが行為が終わったあと、雄祐が謝ったことで絶望の淵に沈んだように感じた。雄祐は別に自分を愛しているから奪ったのではない。単に自分を所有物として征服したいために抱いたのだ。


「お前は俺のものだ」犯しながら雄祐は言っていたではないか。自分の弱い立場を思い知らされ、残っていたプライドもずたずたになった。 


「女漁りに行く暇がなかったら、代わりにするといい」


　心にもない恨みの言葉を投げ付けて去った。


　なぜあの時、自分から「愛している」と言わなかったのだろう……もし告げていたら、たとえ雄祐が自分を愛していなくても、あんな形で厩舎に一人、置き去りにすることもなく、誰かに襲われることもなかった筈なのだ。 


　そしてもし、頭の怪我が試合の時の落馬が原因ならば、なおのこと、自分のせいだった。雄祐の鞍を傷つけたりしなければ……合わない鞍と鐙のせいで、あんなことになったのだから、笠井に非難された通り、雄祐に怪我を負わせたのは自分なのだった。


　雄祐の命を脅かしたのが自分の仕業と悟ったとき、もう傍にはいられないと思った。それでも意識が戻らない間、雄祐の大事にしていた乗馬クラブをほうり出す訳にはいかない。いない間は、とにかく自分が責任をもって、守ろう……雄祐の怪我が治るまでは。そう思って、心を殺し、仕事を続けた。本当は雄祐のベッドの傍に24時間付いていたかったが……。


　今日、雄祐の意識が回復しそうだと聞いて、これで遠くへ行けると思った。今夜のうちに別れを告げようと決めていた。そのあとの身の振り方までは考えていなかったが、取りあえず両親の元へ行くつもりではいた。両親 に経緯を知らせる必要はある。だが、そのあとは……。


（誰にも知られずに、田舎に住むのもいいかも知れない……）

　雄祐のことを忘れるまで。それが可能かどうかは、自信がなかったが。







　クラブハウスに車を横付けると、雨宮はハンドルの上に上半身を伏せて大きく溜め息をついた。少しずつ理性が戻って来て、これからやらねばならないことが見えて来た。一緒に当直している村山という厩務員には、用があるからと言って抜け出したのだが、次の言い訳を考えなくてはならない。


（ちょっと親父には悪いけど、親父が急変したと言えば、怪しまれずにここを離れることが出来るだろう）


　今はとにかく会って、説明をしなければならなかった。何も言わずに行くことは責任上、出来ない。心を決め、何もなかったような顔をして、クラブハウスに入った。 


「村山さん、ただいま」


　ラウンジは明かりが点いていたが、無人だった。二階へ上がって当直室を覗いてみたが、やはりいない。

（厩舎の見回りにいったのかな）

　クラブハウスを出て雨宮は厩舎へと歩きだす。


（え？）

　厩舎の扉が大きく開け放されていた。


「不用心だな」

　扉脇の草むらから何やらうなり声がする。


（え？）

　野犬かもしれない……扉の内側に下げてある懐中電灯を外すと、点灯し、草むらに分け入る。飼料袋が投げ出されているように見え、近づくと人間だった。


「え、えッ、村山さん？」


　一緒に当直していた厩務員だ。


「どうしたんですか！」

　抱え起こし、頭に手をやると、ぬるりとしたものに触れる。


「あッ」

　自分の手を懐中電灯で照らしてみると、血液だ。


「しっかりして下さい！」


　村山は眼を瞑ったまま、「ひ、ひ」と言う。


「え？」


「ひ、が」


　厩舎の入り口がもやもやと霞んでいる。


「『ひ』って……火のことか！」


　取り敢えず村山を引きずって厩舎から遠ざけると、懐中電灯を手に走った。厩舎に飛び込むと、電灯のスイッチを入れる。しかし明かりは点かなかった。暗がりの所々で赤い火の舌が見える。少なくとも三カ所で火が燃えていた。


「放火だ！」

　手近の消火器を摑むと、一番近い火元へ走る。消火液を吹き付けると、火の勢いは弱く、すぐ鎮火した。かなり煙が充満し始めているのに、スプリンクラーは作動していなかった。馬たちが不安がって、あちこちで蹄を鳴らす音といななきが上がっている。


　ふいにサンダーブレイズのことが頭に浮かんだ。あの馬房はおが屑が敷き詰められている。藁よりも可燃性が高く、火の粉が飛んだら一気に燃え上がるかもしれない。


（駄目だ！　助けなければ！）

　消火器をほうり出すと、全力で走った。


　サンダーブレイズは馬房の中で、おとなしく立っている。前を通り越し、雨宮は裏の川べりへ通じる扉を押し開けた。一瞬、強い風が吹き込み、炎が高くなるのが分かったが、かまってはいられない。サンダーブレイズの馬房へ戻り、柵を外す。


「サンダーブレイズ、外へ出ろ！」


　たてがみを摑むと、馬房の外へ連れ出す。


「早く、こっから、出ろッ」


　扉の所まで連れて行くと、力いっぱい腰を平手で叩く。サンダーブレイズは大きく首を振ると、暗闇の中へと走り出て行った。


（とりあえず、これで大丈夫だ）

　次はスプリンクラーだが、明かりが点かないというのは、ブレーカーが落とされたか、電線が切られたかだろうと雨宮は推測する。

（スプリンクラーが働かないのもその為だ）


　しかし屋根のタンクに溜めてある水を電力を使わずに撒くことも出来る。手動スイッチを入れさえすればいいと雨宮は手にしていた懐中電灯をさっと振る。光の束が床から壁を伝ってぐるりと一周し、その中に黒いものが見えた。


「え？」


　電灯を掲げて、装蹄場へ入る。道具箱やらベンチやら桶やらが積み上げられた辺りを照らすと、焦げ茶のブルゾンとジーンズの男が立っていた。小柄だががっしりした体格で、短く切った髪をぴったり撫でつけている。日 焼けして皺の刻まれ、角張った顔には見覚えがある。


「野坂……さんか？」


　次の瞬間、懐中電灯を叩き落とされ、力任せに腕を引っ張られた。


「あっ」


　ちくりと首筋に痛みが走り、雨宮は身体を硬直させた。


「静かに。声を出すと、殺す」


　何年か前、厩務員として働いていた男だった。雨宮は記憶を探る。競馬に凝っていて、開催日の土・日に休めないと、自分から辞めていった筈だ。


「運が悪い……こんなことになるなんて」


　男はちぇっと舌打ちして、雨宮の首筋にナイフをぴたりとつける。


「ちょっとした金が入り用でね、ぼやの一つも出してくれと頼まれたんだよ」


　雨宮の腕を背中へと捩り上げると、「さっさと歩け」足で蹴った。


「どうして……」


「んなことは知らねえ。あーあ、ついてねぇよ。最初に下見に来た時も見つかるし。そのあとはずっと、二人で泊まってやがるから、隙はねぇし。今夜は一人だから、うまく行くと思ったのにな」


　言いながらまた足で雨宮の脛を蹴った。


「さっさと歩け！」


　首筋にもう一度、ちくりと痛みを感じ、雨宮は息を呑んだ。この展開がまだ理解出来ない。


「火は……君がつけたのか？」


「あんた、頭、わりーな」


　野坂という男は、呆れ声で言う。


「なんの……為に」


「俺だって、知らねーよ、頼まれただけだ」


　誰かが乗馬クラブに嫌がらせをしようとしている、と牧之瀬が言ったことと、やっと結び付いた。


「ひ、ひどいじゃないかッ、こ、こんなこと、してッ」


　野坂はまだ呆れ声で言う。


「雨宮さん、あんた達親子は、トロくって、でもいい奴だった。俺だってあんまし寝覚めはよくねーよ。だから村山の奴も、わざわざ、厩舎の外へおっぽってやったんじゃねーか。それにちょっとケムが出た所で１１９番してやるつもりだったんだ。邪魔したのはそっちだぜ？」


　盗人のへ理屈という奴で、野坂は「わりーのはあんただ」と重ねて言う。


「僕をどうするつもりだ」


「俺だって殺しなんかしたくねーよ。けど、俺に頼み事した連中は、平気かもな」


　またぐいと腕を捻られる。


「そいつらに引き渡すっきゃ、ねーだろ、こりゃ」







　笠井がバイクでクラブハウスに乗り付けると、雨宮のパジェロミニがエンジンをかけたまま停まっていた。


「まだ、いるんだ！」


　車の中へ頭を突っ込み、エンジンキーを抜く。自分のキーと一緒にＧジャンのポケットにしまった。


（なんだか、逃亡犯人を捕まえようとしてるみたいだなー）


　苦笑してクラブハウスに入った。当直室・ロッカーと覗くが、誰もいない。


（もしかしたら、馬にさよならでも言いにいったのかな？）


　厩舎に近寄った時、笠井も異変に気づいた。


「火事だ！」


　中に飛び込むと、片隅にあった消火器を取り上げる。火元は一つではない。


（放火だ！）

　一つを消し、次の火元を求めて走った所で、通路の端に立っている人影に気づいた。


「雨宮さん！」


　一歩、寄ると、


「それ以上、動くな。殺すぞ」


　影の中から低い声が聞こえる。目が慣れて、人影は二つに分かれ、笠井は何が起こっているか理解した。


「あんたが火をつけたわけか」


　消火器を握り締め、ゆっくり言う。相手の持っているのがナイフだけなのかと、笠井は念入りに観察する。こちらは二人だから、隙をつくことが出来るかも知れなかった。


「あんた、この前、来た時、ここで男と会ったろ？　その人、大怪我したんだぞ」


　男はびくりとした。


「あれは、俺のせいじゃねぇ……揉み合ってるうちに、あいつは自分で転んだんだぜ」


　声を震わせる。


「まったくもう、ちょっと下見に来ただけだってのに、ついてねぇよ」


「ついてないついでだ、諦めろ」


　笠井は一歩、近づく。男は雨宮を引きずって、後退りした。


「冗談じゃねぇ、ンなことしたら、俺の方がコンクリに詰められて、この世からおさらばだ」


「あんた、脅されてこんなことしたのか。誰に頼まれた？　ヤクザか総会屋か？」


　男はへぇという顔になった。


「お前、こいつより頭、切れるな。その通りさ……ノミ屋で借金、こさえてな」
「え？　お酒、飲み過ぎて？」


　男は大袈裟な身振りをした。


「お前、頭、切れっけど、モノ、知らねぇな、バーカ、競馬だよ、競馬」


「え？　競馬？」


　この状況だが、つい雨宮も口を出す。


「笠井君、呑み屋ってのはね、人に馬券を買ってあげるって言って、自分の懐に入れちゃう人のことだよ、それを『呑む』って言うんだ」


「へー、雨宮さん、物知り」


「あーもう、うるせーよ！」


　男は雨宮を引きずりながら、さらに後ろへ下がる。大きく開け放された扉の前まで来た。


「こうなったら仕方ねぇ、あんたら、二人とも、黙らせるしかねぇよ」


　ぐいと雨宮に喉にナイフを当てた。


「そっちのガキ、こいつの喉を裂かれたくなかったら、まず、自分で足を縛りな。お前はここで焼けてもらうしか、ねぇな」


　男はすっとナイフを横に滑らせる。


「あ……ッ、つッ」


　赤い線が喉に描かれ、血が僅かに滲み出す。


「や、やめろッ」


「さっさと、言う通りにしな」


　笠井は消火器を手から離した。しゃがむと、男が蹴って寄越したロープを拾って、両足首に巻き始めた。


　ふと黒いものが目の前を横切ったような気がして、顔を上げる。


（え……）

　信じられない光景が笠井の眼に映った。


「あ……」


　男が雨宮の腕を後ろへ捩り、片手にナイフを持って、首筋に当てている。その状況は変わらなかったが、二人の後ろにはまるでヨーロッパの宮殿や広場に飾られているような、前脚を高く上げた馬の銅像が立っているのだ。黒光りした馬体は筋肉が盛り上がり、眼は燠のように赤く燃えている。


（そんなはずはない……）

　笠井はあんぐりと口を開けた。真っ黒いその馬の銅像は、ぴくりとも動かない。
（違う……お前は）


　一瞬の沈黙ののち、高く上がった前脚がものすごいスピードで落ちた。男の頭を馬の蹄鉄を履いた前脚が直撃する。


　瞬間、「サンダーブレイズ！」という叫びが、笠井の口から飛び出した。


　ゴツンという鈍い音、「ぎゃっ」という叫び、「あっ」という雨宮の声が同時に上がった。男の身体が前に倒れ、雨宮も一緒に引き倒された。笠井は足が縺れるのもかまわず、前に飛び出した。


「雨宮さん！」


「大丈夫だ」


　雨宮は立ち上がると、倒れている男を調べる。


「気絶してるだけだ」


　笠井からロープを受け取り、男の手足を縛った。放心したように、扉の方を振り返る。サンダーブレイズはしっぽを振りながら近づき、首を差し伸べて鼻を雨宮に押し付ける。


「お前が助けてくれたのか……」


　雨宮は我に返り、装蹄場の壁についている小さな鎧戸を開けた。中には赤い色を塗られたハンドルがある。雨宮がハンドルを回すと、天井のスプリンクラーからシャワーのように水が噴き出す。


「もう大丈夫だ」


　笠井は一気に力が抜けて、へたへたとその場に座り込む。雨宮を見上げた。


「雨宮さん、松浪さんの所へ行ってあげて下さい……松浪さんは、雨宮さんのことを愛してるんです、お願いします」


　雨宮は少し顔を赤くして、笠井を見詰めた。


「僕はもう、彼には会えない。みんな、僕が意固地でプライドが高かった為に招いた不幸だ。僕の犯した罪は決して彼に許してもらえないだろう」


　大きな溜め息をついた。笠井は必死で言い返す。


「でもッ、お互いに愛してるんでしょ？　愛してるなら、どんなことでも、許せるんですよ！　あ、あの……あの夜のことだってッ」


　雨宮は眼を丸くして、笠井を見詰める。


「君……知ってたんだね」


「ええ、だからッ、雨宮さんも松浪さんを許してあげれば、そうすれば相子じゃないですか！」


　松浪の言葉を思い出して、付け加える。


「松浪さんはッ、初めて会った時からあなたが好きだって、あんなこと、するつもりじゃなかったって。見てるだけで良かったんだって……雨宮さんと一緒に試合に出て、決　勝ジャンプオフに残るのだけが望みだったって」


「決　勝ジャンプオフに……僕と？」


　大きな眼をさらに見開いて、雨宮はどこか遠くを見るような表情になった。小さく動いた唇から言葉は漏れなかったが、笠井には『ゆうすけ』と確かにその名前が聞こえたように思えた。


　雨宮は眼を瞬かせ、後ろを向くとサンダーブレイズのたてがみを摑む。慎重に馬房へと連れて行き、柵を閉めた。そして笠井に背を向けたまま「そうだね」と今度ははっきりと声に出して言った。


「僕も、そう、思っている……雄祐といつも一緒に、試合に出たい」


「サンダーブレイズで？」


　雨宮は振り返り、にっこりと頷いた。 
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　数日後、松浪の病室で笠井は、牧之瀬と浅田から事の顛末を聞いた。


　野坂という男は多額の借金を抱え、取り立て屋に追われていた。そのすじの紹介で、金沢と言う総会屋に雇われ、厩舎からボヤを出すようにと命令された。もと努めていた乗馬クラブだったので、勝手知ったるという状況だったが、念のため下見に入った所、松浪に声をかけられたのである。突き飛ばして逃げた。


　松浪は酔っ払っていた為、転び、運悪く鉄床にしたたか側頭部をぶつけたという訳だった。それは松浪の証言と全く同じだった。


　殺意はなかったにせよ、罪状はかなり重くなるだろうと朝田は語った。


「それじゃあ、黒いベンツは？」


　笠井の疑問に浅田は答える。


「ああ、野坂が色々喋ってくれたよ」


　黒いベンツも金沢の脅迫の一環だった。ただ松浪が重傷を負ったのは計算外のことで、これには総会屋も驚き、一時はなりを潜めていた。それを知らず、野坂は指示通り放火を決行し、あの日の騒ぎになったのだ。


「それから鞍を切られた事件だけど、あれは誰が犯人かはまだ分からなくて」


　浅田の言葉に、松浪は急いで「ああ、あれはもういいんですよ、こっちの勘違いだった」と口を挟む。


　雨宮がここにいなくて良かったと、牧之瀬と笠井は目配せしあった。


　あの日、梨香子と松浪の行状を見たのだから、雨宮がキレる気持ちは分かる。


「あれは雄祐が悪かったんだもんな」


　牧之瀬が小声で言うと、松浪はばつが悪そうな顔を二人に向けた。


「その通りだ」


　殊勝にも頷く。


　松浪はまだ顔色は悪いものの、こざっぱりと髭を剃り、頭もつるつるだった。一部だけ剃っているのは却って格好悪いと、全部剃らせたのである。


「こんなとこでも、見栄を張って……」


　牧之瀬は呆れていたが。


　今日からは身体を起こしても良いと許可をもらい、ベッドを半分起こして上体を寄りかからせていたが、毛布の上には今朝の経済新聞が広げられていた。一面ではないが、松浪デパートの前の総務部長と金沢が検察に逮捕されたという記事が載っている。


　浅田はその記事を指して「いや、検察が動いているとは、こちらも知らなかったよ」と苦笑いする。


「実は昨日、朝、家を出たらね」


　コートを着た男がすっと後ろに立ち、「浅田総務部長さん、ですね」と言った。まるでやくざか総会屋の仲間かとも思われたその男は検察で、任意同行を求められたのだった。


　無論、新任の浅田が罪を問われることなないのだが、厳しく追求され、


「昨日は、九時間も事情聴取で、缶詰だったよ」


　伯父の俊之はトップとしての責任を取り、六月の株主総会の前に辞職するとのことだった。替わりに一時、祖父の俊英が社長を兼任するのだという。


「でも、伯父貴は社長を辞められて、ホッとしてると思うぜ」


　松浪は感想を漏らす。


「俺もさー、早く啓にあのクラブを譲り渡したいよ。ただ馬に乗ってるだけの方が、楽だ」


「そんなことすると、今度は雨宮さんが苦労しますよ」


　笠井の言葉に、「あ、そうか」と舌打ちする。


「しょうがないなー、ま、当分、俺があいつの替わりに苦労してやろうか」


　浅田は思慮深い瞳で若者達を見ていたが、ふと頭を下げた。


「それにしても」とじっと笠井を見る。


「今回は笠井君に本当に迷惑をかけた。そもそも雄祐君の意識が戻った時点ですぐ、警察に届ければ良かった。そうすればあの野坂という放火犯人を、不法侵入と傷害で手配出来たのに」


　野坂が以前勤めていたと松浪は知らなかったので、誰か厩務員に手引きした者がいるのではと疑った。手引きをした人間をおびき寄せられるのではと、ああいった作戦を立てたわけである。


「まだ雄祐君の体調が事情聴取に耐えられないと思ったことも事実だが……一歩間違えれば大変なことになるところだった。素人が探偵のまねごとをしてはいかんな」


「その通りですよ」


　牧之瀬が珍しくきつい声を出す。


「笠井はもう少しで怪我をするところだったんだから」


　浅田がひどくすまなそうにまた頭を下げたので、笠井は「まあまあ」と割って入った。


「結果オーライでいいじゃありませんか。僕も雨宮さんも無事だったんだし」


「笠井はまったく人がいいんだから！」


　牧之瀬がまだ不満そうなので「先輩だって、お風呂場で見張ってた時、楽しそうだったじゃないですか」と言うと、浅田は吹き出し、牧之瀬は顔を赤らめた。


「とにかく啓の命を助けてくれて本当にありがとう。感謝するよ」


　万感を込めた眼で松浪が見上げたので、笠井はちょっと胸が熱くなった。


（良かった……）


「帰り際、そっと笠井は「雨宮さんと、あれからうまく行きました？」と尋ねてみる。


　すると松浪は剃り上げた頭まで真っ赤にしたので、笠井は『結構、松浪さんって、かわいいとこある』と思った。 





　　　　　14







　季節は夏になって、東日本馬術大会が、東京の馬事公苑で行われた。


　雨宮は三年ぶりに公式競技に復帰し、中障碍飛越競技にエントリーしていた。応援に駆けつけた牧之瀬と笠井は、なんと準備馬場で松浪が乗馬服を着て、サンダーブレイズ号に騎乗しているのを見て目をむいた。


　松浪は馬場に立っている雨宮の周りで、サンダーブレイズに乗って駆け足をさせている。


「ほら、こっちの手前だと、な、耳を後ろに寝かせるから、分かるだろ？」


　雨宮は松浪を見上げて、真面目に頷いている。


「雄祐、お前、もう馬に乗ってもいいのかよ！」


　牧之瀬が声を上げると、「いや、まだだ」としらっとして、サンダーブレイズの歩みを止める。ヘルメットを脱ぐと、雨宮に放った。下から現れた頭の髪はまだ五分刈りという長さで、手術の傷痕がやっと隠れる程度だ。


「ほんと、タフな奴だなー」


　呆れて牧之瀬は言う。


「お前、開頭手術、受けたんだぞ？　分かってんのか？　ゴリゴリって、電動ノコギリで頭の骨、切られて、パカッと開けたら、赤黒い血の塊がさー、白いブヨブヨの脳の表面に……」


　牧之瀬は見ていたようにすごむ。


「うわーッ、やめてくれッ、聞きたくないッ」


　松浪は両手で耳を塞ぐ。


「じゃあ、おとなしくしてろよ、じゃないと、もっと言うぞ？」


「はいはい、分かった、分かった」


　松浪はしぶしぶ雨宮と交替する。


　サンダーブレイズに騎乗した雨宮は、正式の黒いジャケットに真っ白のズボン、胸元は白いスカーフを金色のブローチで止めている。髪は後ろでまとめて、ポニーテールのように垂らし、目深にヘルメットを被ると、凜とした美少女のように見える。輝くほどの美しさで、松浪は目を細めて見詰めた。


　が、そっけない言葉が頭の上から降って来た。


「牧之瀬くん、雄祐を観客席へ連れてってもらえないかな。いちいち指図して、うるさいから」


「啓、それはないだろー」


　唸り声を上げる。


「お前、久しぶりの試合だから、勘が鈍ってるだろうと思って、親切にアドバイスしてやってんのに」


「僕は雄祐よりサンダーブレイズのことは知ってるから、心配なく」


　雨宮はつんとすます。


　松浪はしばらく睨んでいたが、「いいか、減点ゼロで決　勝ジャンプオフに残らなかったら、承知しないからな！」と宣言する。


「優勝したらそのかわり、何でも言うことを聞いてやる」


「へぇ」


　雨宮は馬上から松浪をじっと見下ろした。


「聞いたぞ。じゃあ、僕の欲しいものを何でもくれるか？」


「ふん、そんなこと朝飯まえだ」


　松浪は言い残すと、牧之瀬と去っていった。雨宮はくすりと笑う。


「まったくあれぐらい言わないと、雄祐は言うことを聞かないからね。タフといっても限度があるのに」


　見送る眼には、ちょっときつい言葉とは裏腹に松浪への気遣いが溢れ、笠井は胸が暖かくなった。


　そばに行くと、サンダーブレイズが首を下げ、笠井の匂いを嗅ぐ。暖かい息が首筋に吹き付けられ、


「くすぐったいよー」


　笠井は目を細めた。


「サンダーブレイズも久しぶりだね、試合に出るの」


　流星の流れる馬の鼻面を優しく撫でる。


「雨宮さん、まだこの馬は不幸をもたらすって、思ってる？」


　笠井は心配そうに見上げた。何と言ってもこの前の試合で松浪は怪我をしたのだもの。


「いいや」


　雨宮は柔らかく微笑んだ。


「イギリスで貿易会社を持ってる人が、この馬のことを調べてくれたんだ。そうしたら、伝説は間違っていたんだって。城主と狩りに出た時、黒馬はオオカミの群れが道の先にいる事を知って、動かなくなったんだそうだ。馬の首を切り落としたあとそのことを知り、城主はたいそう嘆いて、馬の亡骸を丁重に葬り、自分の紋章を黒い馬にしたんだって。それから、その家では黒い馬は主人を守るという象徴になったんだよ」


「伝説のとおりだね！　サンダーブレイズは雨宮さんと松浪さんを守ったんだもんね！」


　笠井は嬉しくなって、また鼻梁の流星をかいてやった。


　ふと、どうしても聞きたくなり、口を両手で囲ってこっそり言ってみる。


「あのさ、雨宮さん……あれから松浪さんとエッチした？」


　雨宮はまたつんとすます。


「いいや、僕はプライドが高いからね。いくら欲しかったからと言っても、あんなひどい目にあわされたんじゃ、そう簡単には許さないよ。僕がいいというまではお預けと言い渡してある」


　ちょっと松浪が可哀想になったが、（ま、仕方ないかもな、雨宮さんを手に入れたんだからな）と笠井は納得する。


　観客席へ戻ると、松浪は自分が試合に出る時よりずっと落ち着きのない様子で、伸び上がって馬場の中を見ている。そのうち「あーッ、やっぱ、あいつが心配だわ、もう一度、見てくる！」と、準備馬場へと走って行った。


「元気ですねー、松浪さんって」


「ああ、殺されても死なないって奴かな？」


　呆れた様子で牧之瀬が言う。


「ま、雨宮さんの尻に敷かれて、ちょうどいいかもね」


「えッ」


　笠井は驚いて、牧之瀬の顔を覗き込む。


「先輩、松浪さんと雨宮さんのこと、知ってたんですか？」


「まぁね」


　牧之瀬は準備馬場へと走る松浪を眼で追いながら、話し続ける。


「だって高校からの付き合いだもの、雄祐とは。なんとなく分かったよ……一度、あいつが大学の時、女遊びが激しい時期があってさ、一緒に酒を飲んだ時、僕がいいかげんにしろって言ったら、あいつさー、『だって本当に好きな人は、絶対、手に入らないんだ』って、大泣きしたんだよ？　たまげたよな、あの時は」


「へぇーッ」


　笠井はなんとなく松浪の純情が分かるような気がした。


「牧之瀬さん、松浪さんの好きなのが雨宮さんだって、いつ知ったんです？」


　ちょっと牧之瀬は首をかしげた。


「うーん、結構、最初からかな？　あいつの雨宮さんを見る眼って、全然、違うからね」


　ラブラブ光線が出ていたのだろうと笠井は納得した。


　気になっていることを聞いてみる。


「松浪さんの好きなのが男だって知って、気持ち悪くありませんでした？」


「だってさー、泣く程好きなんだったら、しょうがないんじゃないの？　男だろうが、女だろうが」


　その答えに笠井は肩の荷が降りる。少なくとも牧之瀬はゲイ嫌いじゃないのだ。


「笠井はどうなのさ？　お前こそ気持ち悪くないのか？」


　いきなりの質問に、笠井は間髪入れず答える。


「そりゃもう、ぜーんぜんッ」


「良かったー」


　牧之瀬の笑顔に、『ん？』と笠井は思う。


（それって、ひょっとして……）


　だが期待に満ちた笠井に向けられたのは、「雄祐は友達だからな。笠井に嫌って欲しくないよ」という続きで、がっくりとした。


（ま、焦ることないよね。松浪さんだって六年かけたんだもんな）


　ちらりと牧之瀬の横顔に視線を向ける。あの松浪の家の美術館で見た、白磁のような透き通った肌、謎のような笑みをたたえた仏像を思わせる彫の深い整った顔をうっとりと見詰める。


　今はこうやって傍にいるだけで満足だった。


（それに、なんか……）


　今度の事件で先輩・後輩という関係より、友達という関係に一歩、進んだような気がする。


（次は親友、その次は……恋人が目標だよな）


　笠井はにんまりとしてしまった。


「それでは、第四競技を開始します」


　アナウンスが馬場に鳴り響く。


　埒が開いて、サンダーブレイズ号に騎乗した雨宮が馬場に現れた。


「一番、雨宮啓さん、馬、サンダーブレイズ号、アバランシュ乗馬クラブ所属」


　スタート係の白い旗が振り下ろされた。
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電子書籍ストアで好評発売中！
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恋愛処方箋　Vol.1+2

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


製薬会社のＭＲ江森（えもり）五月（さつき）は営業先の大学病院で若手外科医柴田（しばた）浩司（こうじ）と出会い、一目で恋に落ちる…。医者モノＢＬの名作・恋愛処方箋がついに電子書籍で読める！

紙版１巻と２巻に新作書き下ろしのついたお得な一冊です。
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恋愛処方箋　Vol.3+4

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


内気で無愛想な外科医・柴田浩司と恋人の営業マン・江森。仕事の忙しい二人はすれ違うことも多く、誤解や諍いを乗り越えて愛を育んでいくが、さまざまな事件が起こり…。
愛と癒しとエロスが詰まった1冊をいつでもあなたの傍に！
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恋愛処方箋　Vol.5+6+7

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


江森と柴田の恋の行方は？　医者モノBLの名作、第１部大団円編、まとめて胸キュンしてください！
文庫本３冊に、描き下ろしオマケもついてお得です！
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情熱の月暦　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


オースチン校の司書・ウィリアムは十二世紀から続く魔術師の子孫、そしてジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵は人狼。二人の綾なす愛とエロス&ミステリアスなビクトリアンファンタジー、ぜひご賞味を！

講談社WH文庫の名作が電子書籍で楽しめます！
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ディケンズなんて怖くない　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


愛しの人狼小説版第２弾、講談社WH文庫の名作が描き下ろしカラーイラストのついた電子書籍になりました。

魔術師ウィリアムと人狼男爵ジョン・ウルフのロマンティックファンタジー！

表題作ほか中編一作収録です。ぜひごらんください。
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東から来た少年　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


ビクトリアンイングランドを舞台にした魔術師ウィリアムと人狼男爵ジョン・ウルフのファンタスティックロマンス「愛しの人狼」待望の書き下ろし！

電子版でしか読めない最新作です。

表題作のほか、「晴れ、ときどき犬」を収録。

ＢＬ小説を超えた異色作、未体験の人は第一話を！
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オレ様な料理長

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


マーケティングリサーチ会社に勤める関知広はフレンチレストラン「フォンテンブロー」の経営立て直しを依頼される。

フォンテンブローの総料理長はかつて高校時代に関がさんざん面倒を見た「オレ様」性格の阿部貴明だった。

グルメな貴女に贈るデリシャスボーイズラブ！

講談社WH文庫の復刊が電子書籍で読めます！
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仁と任

著者　檜原まり子／月夜堂

イラスト　桜遼


医は仁術、ヤクザは任侠をキーワードにした中編二本を収録。
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ずっと君のことが

著者　檜原まり子

イラスト　桜遼


救急救命センターを舞台にした医者モノＢＬ小説。

ＢＬではありますが、本格的医療ドラマとしても楽しめます。

最近のＴＶ医療モノより面白いこと間違いなし！


紙版の上下巻と雑誌掲載中編（文庫本未収録）と書き下ろしショートストーリーをまとめたお得な１冊です。
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見つめていたい

著者　檜原まり子

イラスト　桜遼


救急室を舞台にしたERロマンス、「ずっと君のことが」続編。

救急救命医衛藤と朝倉の恋の行方は？



文庫本上下巻に同人誌発表作品、それに書き下ろし新作がついたお得な電子版です。
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